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植
生
と
植
物
相

■
１
．
多
良
山
系
の
植
生

県
立
自
然
公
園
と
な
っ
て
い
る
多
良
山
系
は
日
本
で
最
も
西
に
位
置
す
る

一
〇
〇
〇
㍍
級
の
山
岳
で
、
小
面
積
で
は
あ
る
が
ブ
ナ
林
や
ミ
ズ
ナ
ラ
林
が
見

ら
れ
、
多
く
の
冷
温
樹
林
帯
の
西
限
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
植
生
学
上
重
要

な
地
域
で
あ
る
。

一
方
で
名
勝
地
と
し
て
の
知
名
度
は
雲
仙
岳
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、
山
が
非

常
に
古
い
こ
と
か
ら
険
し
い
岩
峰
や
渓
谷
、
滝
な
ど
も
数
多
く
見
ら
れ
、
地
形

的
に
も
複
雑
で
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
九
州
西
部
で
は
ま
れ
な
深
山

性
あ
る
い
は
冷
温
帯
性
の
植
物
が
出
現
し
、
植
物
の
種
類
は
雲
仙
岳
よ
り
む
し

ろ
多
く
一
〇
〇
〇
種
以
上
を
数
え
る
貴
重
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
多
良
岳
全
山
の
中
で
大
村
市
の
占
め
る
面
積
は
二
五
㌫
た
ら
ず
で
、

最
高
峰
の
経
ヶ
岳
（
一
〇
七
六
㍍
）の
山
頂
で
隣
県
の
佐
賀
県
と
境
し
、
南
の

五
家
原
岳
（
一
〇
五
八
㍍
）の
頂
上
で
諫
早
市
に
境
し
て
い
る
。
更
に
多
良
岳

（
九
八
三
㍍
）
は
佐
賀
県
藤
津
郡
太
良
町
の
領
分
で
あ
り
、
県
営
山
小
屋
の
あ
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図３‐1　多良山系の山の概略図 （林正康『長崎県の山歩き』より）
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る
金
泉
寺
は
諫
早
市
に
属
し
て
い
る
。

冷
温
帯
樹
林
帯
―
夏
緑
樹
林（
落
葉
広
葉
樹
林
）

　

標
高
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
夏
季
に
緑
葉
を
つ
け
、
低
温
の
冬
季
に
は
落
葉
す
る
夏
緑
樹
林
と
一
年
中
緑
色
の
葉
を
つ
け
る
照
葉
樹
林
の

混
交
林
は
、
県
下
で
は
海
抜
九
五
〇
～
一
〇
〇
〇
㍍
に
か
け
て
シ
イ
、
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
の
照
葉
樹
林
域
か
ら
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
カ
エ
デ
類
の

夏
緑
林
域
に
移
行
す
る
。
多
良
山
系
の
経
ヶ
岳
、
五
家
原
岳
、
多
良
岳
は
夏
緑
林
域
に
入
り
、
高
木
層
に
は
ア
カ
シ
デ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
ズ

キ
ナ
シ
な
ど
が
目
立
ち
、
亜
高
木
層
に
は
シ
ラ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
シ
ロ
モ
ジ
、
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ
な
ど
が
、
低
木
層
に
は
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ
、
ヤ
マ

ア
ジ
サ
イ
、
ハ
イ
ノ
キ
な
ど
が
見
ら
れ
、
草
本
層
に
は
ツ
ク
シ
ア
オ
イ
、ツ
ク
シ
ガ
シ
ワ
、モ
ミ
ジ
ガ
サ
、シ
シ
ガ
シ
ラ
、サ
ツ
マ
イ
ナ
モ
リ
な
ど
が
多
い
。

暖
帯
樹
林
帯
―
照
葉
樹
林（
常
緑
広
葉
樹
林
）

　

標
高
七
〇
〇
㍍
前
後
ま
で
の
低
地
か
ら
山
地
中
腹
に
か
け
て
タ
ブ
ノ
キ
、ス
ダ
ジ
イ
、ア
カ
ガ
シ
、シ
キ
ミ
、ハ
イ
ノ
キ
な
ど
の
照
葉（
常
緑
広
葉
）

樹
が
見
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
海
抜
六
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
㍍
の
山
地
に
は
針
葉
樹
の
モ
ミ
林
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
高
木
の
モ
ミ
林
の
下
に

は
イ
ス
ノ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ヤ
ブ
ニッ
ケ
イ
、
シ
キ
ミ
な
ど
の
常
緑
樹
が
多
く
、
低
木
層
に
は
ヒ
サ
カ
キ
が
多
く
自
生
し
て
い
る
。

　

経
ヶ
岳
や
五
家
原
岳
、
多
良
岳
の
山
頂
一
帯
に
な
る
と
コハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ク
マ
シ
デ
、
ミ
ズ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
冷
温
帯
の

夏
緑
樹
林
が
主
体
と
な
る
。
な
か
で
も
経
ヶ
岳
山
頂
の
尾
根
筋
や
タ
ワ
ラ
ギ
山（
一
〇
四
〇
㍍　

佐
賀
県
）の
山
頂
一
帯
に
は
冷
温
帯
の
代
表

的
な
夏
緑
樹
の
ブ
ナ（
橅
）が
見
ら
れ
、
本
州
の
も
の
に
比
べ
る
と
小
さ
い
が
、
多
良
山
系
が
ブ
ナ
分
布
の
西
限
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
県
下
で
は
多
良
山
系
特
産
種
の
マ
ン
サ
ク
が
早
春
に
黄
色
い
リ
ボ
ン
状
の
花
を
開
き
、
真
っ
先
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
。

　

中
腹
以
上
の
尾
根
筋
で
は
傾
斜
五
〇
～
七
〇
度
の
岩
場
に
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
生
育
し
、
五
月
に
み
ご
と
な
大
型
の
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
る
。
特
に
諫
早
側
の
小
松
尾
公
園
一
帯
の
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
は
貴
重
で
、
ツ
ガ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
や
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
カ

ナ
ク
ギ
ノ
キ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
な
ど
落
葉
樹
も
生
育
し
て
お
り
貴
重
な
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い
る
。
林
床
に
は
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
が
群
生

し
、
真
夏
の
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
朱
赤
色
の
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
る
。

　

標
高
五
〇
〇
㍍
以
下
の
低
地
は
、
そ
の
多
く
が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
や
耕
作
地
な
ど
に
な
り
、
自
然
林
は
渓
谷
な
ど
の
急
傾
斜
地
や
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社
叢
林
な
ど
に
残
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
多
良
山
系
の
山
麓
に
は
渓
谷
が

比
較
的
多
く
、
そ
の
周
辺
部
は
大
部
分
ス
ギ
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
黒

木
の
八
丁
谷
に
は
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
が
多
く
、
ま
た
、
黒
木
の
谷
上
流
部
ウ
ナ
ギ
テ

沢
に
は
発
達
し
た
シ
オ
ジ
林
が
あ
り
、
八
丁
谷
に
は
雲
仙
に
は
な
い
カ
ツ
ラ
の
自

生
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
個
体
は
多
良
山
系
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、

林
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
。

■
２
．
金
泉
寺
・
多
良
岳
山
頂
、
五
家
原
岳
、
経
ヶ
岳
付
近
の
群
落
及
び
希
少

な
植
物

１　

ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ（
筑
紫
石
楠
花
）群
落

「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」（
ツ
ツ
ジ
科
）は
、
日
本
特
産
の
名
花
と
し
て
江
戸
時
代
の
末
に
、

出
島
に
来
た
シ
ー
ボ
ル
ト
が『
日
本
植
物
誌
』に
原
色
図
を
記
載
し
て
、
ヨ
ー
ロッ

パ
に
紹
介
し
て
い
る
。

図
は
、
私
が
江
戸
に
滞
在
し
た
と
き
（
一
八
二
六
）
に
薩
摩
藩
主
か
ら
い

た
だ
い
た
生
き
た
植
物
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

私
は
こ
れ
を
生
き
た
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

写真３‐1　カツラ・桂（カツラ科）の雄花　葉が出る前に花をつける

航
海
の
途
中
に
熱
帯
地
方
の
気
候
に
負
け
て
、
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

天
然
記
念
物
と
し
て
国
指
定
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
福
岡
・
大
分
県
に
ま
た
が
る
犬
ヶ
岳
（
一
一
三
一
㍍
）で
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ト
ン
ネ
ル

と
ブ
ナ
の
原
生
林
が
有
名
で
、
そ
の
た
め
登
山
者
も
多
い
。

　
「
五
家
原
岳
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）に
県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
が
、
往
時
は
全
山
の
至
る
所

に
見
ら
れ
、
太
良
権
現
や
金
泉
寺
に
参
拝
し
た
帰
り
に
枝
葉
を
折
っ
て
、
自
宅
の
神
棚
に「
多
良
岳
シ
バ
」と
称
し
て
供
え
た
と
い
う
。
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五
家
原
岳
の
指
定
地
は
頂
上
近
く
の
三
五
度
ほ
ど
の
急
傾
斜
の

地
域
に
最
も
多
く
見
ら
れ
、
シ
ラ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ツ
リ

バ
ナ
、
ソ
ヨ
ゴ
、
ヤ
マ
シ
グ
レ
な
ど
と
混
生
し
て
い
る
。
大
き
い
も
の

は
根
回
り
が
四
〇
㌢
㍍
以
上
、
高
さ
が
五
㍍
を
越
し
、
一
株
で
三

平
方
㍍
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
五
月
上
旬
に
登
れ
ば
広
範
囲
に
群

生
し
た
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
美
し
い
花
を
愛め

で
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、
花
び
ら
が
七
枚
、
雄
し
べ
が
一
四
本
で
あ
る
。

林
下
に
は
、
ツ
ク
シ
コ
ウ
モ
リ
、
ク
サ
ヤ
ツ
デ
、
ツ
ル
ニ
ン
ジ
ン
、
ヤ
マ

ジ
オ
ウ
、
ジ
ン
バ
イ
ソ
ウ
な
ど
が
季
節
を
変
え
て
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
る
。

　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
多
良
岳
を
訪
れ
た
歌
人
の

吉
井
勇
は
、
美
し
い
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
に
出
会
っ
て
、

し
ゃ
く
な
げ
の
大
群
落
の
中
に
来
ぬ

　
　
う
つ
し
世
の
こ
と
い
か
で
思
は
ん

と
、
吟う

た

っ
て
い
る
。

２　

マ
ン
サ
ク（
満
作
）群
落

ま
ん
さ
く
の
　
花
の
盛
り
や
　
春
の
雪　
　

龍
岡　

普

　
マ
ン
サ
ク
科
の
マ
ン
サ
ク
は
、
リ
ボ
ン
状
の
変
わ
っ
た
花
を
開
く

落
葉
樹
で
、
木
の
高
さ
は
成
長
し
て
も
三
～
四
㍍
ほ
ど
で
高
木
に

は
な
ら
な
い
。
日
本
の
特
産
種
、
春
に
先
が
け
て
最
も
早
く
開
花

写真３‐2　五家原岳のツクシシャクナゲ（ツツジ科）
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す
る
樹
木
で
外
国
に
は
産
し
な
い
。
独
特
の
黄
色
い
花
が
よ
く
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
ま

ず
咲
く
花
と
い
う
意
味
で「
マ
ン
サ
ク
」の
名
が
つい
た
。
ま
た
、葉
の
つい
て
い
な
い
枝
い
っ

ぱ
い
に
黄
金
色
の
花
を
つ
け
る
の
で
、
豊
年
満
作
を
祝
う
意
味
で
の「
マ
ン
サ
ク
」だ
と
い

う
説
も
あ
る
。

　

こ
の
植
物
は
冷
温
帯
の
北
日
本
で
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
が
、
九
州
で
は
一
〇
〇
〇

㍍
前
後
の
山
の
夏
緑
樹
林
内
に
だ
け
見
ら
れ
る
も
の
の
、
不
思
議
な
こ
と
に
雲
仙
に

は
全
く
出
現
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
諫
早
湾
を
は
さ
ん
だ
多
良
山
系
に
は
比
較
的
多
く
、

特
に
経
ヶ
岳
一
帯
に
立
派
な
ま
と
ま
っ
た
群
落
が
あ
る
こ
と
で
多
良
山
系
は
分
布
の
西

限
に
当
た
る
。

　

こ
の
マ
ン
サ
ク
に
、「
ハマ
メ
リ
ス　

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
」の
学
名
を
つ
け
て
世
界
に
紹
介
し
た
の

は
、
幕
末
、
長
崎
の
出
島
に
滞
在
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

３　

多
良
岳
セ
ン
ダ
イ
ソ
ウ
群
落

　

日
本
特
産
の
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
の
植
物
で
、
ユ
キ
ノ
シ
タ
よ
り
も
大
き
く
、
標
高
七
〇
〇

㍍
以
上
の
断
崖
の
水
が
し
た
た
る
場
所
に
好
ん
で
生
え
る
。
地
理
的
に
は
紀
伊
半
島
、

四
国
の
石
鎚
山
、
宮
崎
県
の
尾
鈴
山
な
ど
に
ま
れ
に
生
育
す
る
多
年
草
で
、
そ
の
主

要
な
分
布
域
は
外
帯
で
あ
る

★
ソ
ハ
ヤ
キ
地
域
で
あ
っ
て
、
多
良
山
系
は
そ
れ
ら
の
分
布

域
か
ら
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
学
術
的
に
も
特
殊
性
が
あ
り
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。

図３‐2　マンサク（マンサク科）の黄色い花
図３‐3　センダイソウの分布域

（長崎県生物学会『多良岳の生物』より）
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晩
秋
に
白
い
花
を
咲
か
せ
る
セ
ン
ダ
イ
ソ
ウ
の
群
落
が
多
良
山
系
に
は
二
ヵ
所
あ
る
。
そ

の
一
つ
は
黒
木
か
ら
金
泉
寺
への
登
山
道
に
沿
う
断
崖
で
、
常
に
水
滴
が
し
た
た
る
地
域
に

自
生
し
て
い
る
。
こ
こ
は
明
治
の
末
頃
か
ら
多
良
岳
の
植
物
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た
地
元
大

村
出
身
の
千
葉
常
三
郎
が
発
見
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）に
県
指
定
天

然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
た
。
第
二
の
産
地
は
、
昭
和
十
年
秋
に
外
山
三
郎
が
、
金
泉
寺

か
ら
経
ヶ
岳
へ
の
途
中
標
高
九
五
〇
㍍
付
近
の
絶
壁
で
見
つ
け
た
も
の
で
群
落
と
し
て
は
こ

ち
ら
が
広
大
で
あ
る
。
二
ヵ
所
と
も
ソ
バ
ナ
、
ヤ
マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ツ
ク
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、

ジ
ン
ジ
ソ
ウ
、
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
な
ど

の
高
地
性
植
物
と
混
じ
っ
て
セ
ン
ダ

イ
ソ
ウ
群
落
が
見
ら
れ
る
。

４�　

オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ（
大
狐

剃
刀
）群
落

植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
が
昭

和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
の
夏
に
長

写真３‐3　センダイソウ（ユキノシタ科）　花期：10〜 11月

図３‐4　オオキツネノカミソリ（ヒ
ガンバナ科）

　

★〈
　
　
　
　

〉と
は
、

　
　
　
「
ソ
」は
、
九
州
の
古
名
で
あ
る
熊く

ま

襲そ

の
襲そ

　
　
　
「
ハ
ヤ
」は
、
速
水
の
瀬
戸（
豊
予
海
峡
）の
速

　
　
　
「
キ
」は
、
紀
伊
半
島
の
紀
を
意
味
し
て
い
る

　
ソ
ハ
ヤ
キ
の
植
物
は
、
日
本
の
中
で
も
紀
伊
半
島
か
ら
四
国
、
九
州
東
部
に
か
け
て
の
地
域
だ
け
に
見
ら
れ
る
。

ソ
ハ
ヤ
キ
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崎
県
博
物
研
究
者
の
指
導
の
た
め
、
高
来
町
湯
江
～
金
泉
寺
～
大
村
・
黒
木
コ
ー
ス
を
歩
い
た
が
、
そ
の
時
現
地
で
採
集
し
た
標
本
を
も
と

に
新
種
の
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
（
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
）
と
し
て
発
表
し
た
。
こ
こ
多
良
山
系
で
採
集
、
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ

カ
ミ
ソ
リ
は
多
良
山
系
を
正
基
準
標
本
産
地
（
タ
イ
プ
ロ
カ
リ
テ
ィ
ー
）
と
す
る
植
物
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
カ
ン
ザ
シ
ギ
ボ
ウ
シ（
ユ
リ
科
）、

マ
ル
バ
キ
ブ
シ（
キ
ブ
シ
科
）、
フ
ギ
レ
シ
ハ
イ
ス
ミ
レ（
ス
ミ
レ
科
）、
テ
リ
ハ
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）な
ど
の
植
物
も
含
ま
れ
る
。

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
と
の
違
い
は
、
花
弁
が
少
し
反
り
返
り
、
雄
し
べ
が
花
弁
よ
り
長
く
突
き
出
る
。
雲
仙
や
北
九
州
の
山
、
熊
本
県
の

五
家
荘
あ
た
り
に
も
自
生
し
て
い
る
が
、
多
良
山
系
で
は
夏
に
な
る
と
山
中
至
る
所
に
朱
色
の
花
を
咲
か
せ
林
床
を
飾
る
。
そ
の
た
め
、
花

の
時
期
に
は
県
内
外
か
ら
「
高
嶺
の
花
」
を
観
賞
し
よ
う
と
多
く
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
う
。

多
良
山
系
ほ
ど
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
が
豊
富
に
見
ら
れ
る
山
は
ほ
か
に
な
い
。

５　

ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン
群
落

雲
仙
に
は
、
全
域
に
広
く
シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
が
自
生
し
て
い
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
多
良
山
系
に
は
シ
ロ
ド
ウ
ダ
ン
は
少
な
く
紅
色
の
花
を
つ
け
る
ベニ
ド
ウ
ダ
ン
が

多
く
自
生
す
る
。
多
良
岳
山
頂
付
近
と
北
斜
面
に
自
生
す
る
ツ
ツ
ジ
科
の
落
葉
低
木
樹
で
、

五
月
頃
紅
色
で
釣
り
鐘
状
の
小
さ
い
花
を
つ
け
た
花
序
が
垂
れ
下
が
り
、
秋
に
は
葉
が
赤

く
紅
葉
す
る
。
山
頂
一
帯
に
は
ベニ
ド
ウ
ダ
ン
の
ほ
か
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
リ
ョ
ウ
ブ
、

シ
ラ
キ
な
ど
秋
に
葉
を
落
と
す
夏
緑
樹
も
あ
り
、
林
下
に
は
キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、
ツ
ク
シ
ガ

シ
ワ
、
シ
ロ
ヨ
メ
ナ
、
カ
ン
ザ
シ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
高
山
性
の
草
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

６　

ヒ
メ
シ
ャ
ラ（
姫
沙
羅
）群
落

標
高
九
〇
〇
㍍
付
近
の
金
泉
寺
か
ら
多
良
岳
への
登
山
ル
ー
ト
の
す
ぐ
脇
に
ツ
バ
キ
科
の

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
が
か
な
り
の
本
数
で
群
落
を
な
し
て
い
る
。
幹
周
り
が
一
～
二
㍍
と
大
木
に
な
っ

た
も
の
も
多
く
見
応
え
が
あ
る
。

写真３‐4　ベニドウダン（ツツジ科）　花期：5〜 6月
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ヒ
メ
シ
ャ
ラ
に
交
じ
っ
て
大
木
の
イ
ヌ
シ
デ（
カ
バ
ノ
キ
科
）や
幹

周
り
が
三
㍍
を
超
す
ア
カ
ガ
シ（
ブ
ナ
科
）の
巨
木
な
ど
の
自
生
も

あ
っ
て
み
ご
と
な
自
然
林
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
林
下
に
は
ツ
ク

シ
ア
オ
イ
、
ツ
ク
シ
ガ
シ
ワ
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
な
ど

が
目
に
つ
く
。

ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
木
肌
は
サ
ル
ス
ベ
リ
よ
り
も
濃
い
赤
褐
色
で
、
樹

皮
が
薄
紙
の
よ
う
に
剥
げ
落
ち
て
つ
る
つ
る
し
て
い
る
。
六
～
七
月

頃
白
い
花
を
咲
か
せ
、
落
花
し
た
花
で
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
に
気
づ
か
さ
れ

た
り
も
す
る
。
雲
仙
岳
に
見
ら
れ
る
ヒ
コ
サ
ン
ヒ
メ
シ
ャ
ラ（
名
前

は
福
岡
県
の
英
彦
山
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
）
は
、
花
が
大
き

く
、
樹
皮
の
色
が
灰
黒
色
で
あ
る
こ
と
で
区
別
で
き
る
。

更
に
、
多
く
の
日
本
の
植
物
を
採
集
し
知
名
人
で
も
あ
っ
た

駐
日
英
国
領
事
の
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ク
ス
が
、
長
崎
駐
在
時
代
の
昭

和
十
年
（
一
九
三
五
）
頃
か
ら
、
多
良
山
系
に
登
山
を
し
て
新
種

を
発
見
し
た
も
の
に
ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
モ
ド
キ
、
テ
リ
ハ
ア
カ
シ
ョ
ウ
マ
、

カ
ン
ザ
シ
ギ
ボ
ウ
シ
な
ど
が
あ
る
。

７　

ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
モ
ド
キ（
ラ
ン
科
）

五
家
原
岳
の
山
林
内
で
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）に
発
見
さ
れ

た
こ
の
ラ
ン
は
、
こ
こ
で
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
世
界
中
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
に

写真３‐5　ヒメシャラ（ツバキ科）の木肌と落花した花　花期：６～７月
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一
例
だ
け
で
、
実
に
二
例
目
の
発
見
と
な
っ
た
。
ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
と
同
じ

よ
う
に
球
根
か
ら
一
枚
の
葉
と
一
本
の
花
茎
を
出
す
が
、
唇し

ん
べ
ん弁

に
ま
っ
た

く
距き

ょ

が
な
い
の
が
こ
の
ラ
ン
の
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、そ
の
後
に
こ
の
ラ
ン
を
見
た
と
の
報
告
例
が
な
く「
幻
の
ラ
ン
」

と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
五
〇
年
後
の
昭
和
六
十
年
六
月
に
桃
下
大
（
当

時
長
崎
県
立
諫
早
高
等
学
校
）に
よ
っ
て
、
同
じ
五
家
原
岳
か
ら
金
泉

寺
へ
の
登
山
ル
ー
ト
の

写真３‐6　�ヒトツボクロモドキ（ラ
ン科）　花期：6月

林
内
で
発
見
さ
れ
話
題
を
呼
ん
だ
。
多
良
岳
特
産
種
の
ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
モ
ド
キ
は
、
柄
の
あ

る
葉
の
長
さ
は
三
～
七
㌢
㍍
。
高
さ
が
二
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の
た
め
実
際
人
目
に
は
つ
き
に
く
い

地
味
な
植
物
で
あ
る
。

８　

絶
滅
危
惧
種
―
三
種
類
の
寄
生
植
物

ツ
チ
ト
リ
モ
チ（
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
科
）

県
内
で
は
、
多
良
山
系
と
西
彼
杵
半
島
「
県
民
の
森
」
の
二
ヵ
所
に
自
生
が
確
認
さ

れ
、
ま
れ
に
見
ら
れ
る
キ
イ
レ
ツ
チ
ト
リ
モ
チ
よ
り
も
珍
し
く
、
そ
れ
だ
け
貴
重
と
い
え
る
。

根
茎
を
磨
り
つ
ぶ
し
て
鳥
も
ち
を
つ
く
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
た
。
雌
雄
異
株
だ
が
、
ま

だ
雄
株
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
ク
ロ
キ
や
ハ
イ
ノ
キ
な
ど
の
根
に
寄
生
し
、
秋
に
鮮
紅
色

の
卵
状
の
花
穂
を
つ
け
る
。

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
Ｖ
Ｕ
）『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2001

』

キ
ヨ
ス
ミ
ウ
ツ
ボ（
ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科
）

山
地
の
木
陰
に
生
え
る
寄
生
植
物
で
、
カ
シ
類
や
ア
ジ
サ
イ
類
の
根
に
寄
生
す
る
。

写真３‐7　ツチトリモチ（ツチトリモチ科）　花期：10〜 11月
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茎
は
群
が
っ
て
生
え
、
先
端
に
五
～
一
〇
個
の

花
が
か
た
ま
っ
て
咲
く
。
県
内
に
は
多
良
山
系

の
ほ
か
雲
仙
岳
と
平
戸
（
安
満
岳
）に
あ
る
が
、

極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
Ｖ
Ｕ
）『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク2001

』

ヤ
マ
ウ
ツ
ボ（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）

落
葉
樹
林
内
の
や
や
湿
り
気
の
あ
る
場
所
に

生
え
る
寄
生
植
物
。
葉
緑
素
を
持
た
な
い
た
め

全
体
が
白
色
で
、
五
～
七
月
頃
、
上
部
に
白
い

多
数
の
花
を
開
く
。
県
内
で
は
多
良
山
系
の
み

に
自
生
す
る
が
、
高
来
町
側
の
小
松
尾
公
園
で

二
〇
〇
個
以
上
の
大
群
落
を
確
認
し
た
年
も
あ
っ
た
。

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類（
Ｅ
Ｎ
）『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2001
』

■
３
．
黒
木
周
辺
一
帯
の
群
落
及
び
希
少
な
植
物

１　

シ
マ
バ
ラ
イ
チ
ゴ（
島
原
苺
）群
落

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）に
小
学
校
教
師
で
あ
っ
た
大
島
清
が
島
原
市
眉
山
の
麓
の
杉
谷
で
発
見
し
た
も
の
を
、
植
物
学
者
の
牧
野

富
太
郎
に
送
っ
た
結
果
、日
本
で
最
初
の
記
録
と
い
う
の
で
シ
マ
バ
ラ
イ
チ
ゴ（
バ
ラ
科
）の
名
前
が
与
え
ら
れ
た
。
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）頃
、

大
村
市
黒
木
で
英
国
領
事
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ク
ス
が
採
集
し
、
多
良
山
系
の
山
麓
に
も
自
生
地
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
県
外
で
は
有
明
海
を

隔
て
た
熊
本
県
の
球
磨
川
付
近
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

写真３‐9　ヤマウツボ（ゴマノハグサ科）　花期：5〜 7月

写真３‐8　キヨスミウツボ（ハマウツボ科）　花期：5〜 7月
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も
と
も
と
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
台
湾
に
分
布
す
る
南
方
系
の
植
物
で
あ
る
が
、
琉
球

列
島
に
は
出
現
せ
ず
一
足
飛
び
に
本
県
と
熊
本
県
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
イ
チ
ゴ
は
、

冬
に
赤
い
実
を
つ
け
る
フ
ユ
イ
チ
ゴ
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
つ
る
性
の
細
い
茎
は
三
～
五

㍍
に
も
伸
び
、
非
常
に
強
靱
で
鋭
い
棘
で
付
近
の
植
物
に
絡
み
つ
い
て
よ
じ
登
り
、
太

陽
を
独
り
占
め
す
る
。
九
月
に
白
い
花
が
咲
き
、
冬
に
酸
味
が
強
い
果
実
を
多
い
も
の

で
は
一
〇
〇
個
近
く
も
房
状
に
つ
け
て
垂
れ
下
が
る
。

写真３‐10　シマバライチゴ（バラ
科）の果実（上）と花
（下）

　　　　　　9月頃、白い花を多
数開き、果実は11〜
12月暗紅色に熟す。

島
原
の
眉
山
の
産
地
が
「
島
原
の
シ
マ
バ
ラ
イ
チ
ゴ
自
生
地
」

と
し
て
昭
和
三
十
五
年
に
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
鋭
い
棘
を
持
つ
た
め
一
方
で
は
嫌
わ
れ
も
の
に
も
な
っ
て

い
る
。

２　

黒
木
町
八
丁
谷
の
カ
ツ
ラ（
桂
）

カ
ツ
ラ
は
北
日
本
系
の
カ
ツ
ラ
科
の
落
葉
高
木
で
谷
沿
い
の

湿
り
気
の
あ
る
場
所
に
多
く
生
え
る
。
雌
雄
異
株
で
、
外
国
に
は
自
生
が
な
く
日
本

特
産
の
木
で
あ
る
。
学
名
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
県
で
は
多

良
山
系
の
山
中
の
み
に
自
生
し
て
い
て
、
雲
仙
山
系
に
は
産
し
な
い
。
八
丁
谷
に
は
自
生

し
た
カ
ツ
ラ
が
点
在
す
る
が
、
大
木
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
諫
早
市
の
富
川

上
流
域
に
は
幹
周
り
が
約
八
㍍
、
樹
高
一
〇
㍍
以
上
の
カ
ツ
ラ
の
巨
樹
（
雌
株
）が
あ
り
、

県
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。
秋
に
は
丸
い
形
の
葉
が
一
斉
に
黄
色
に
色
づ
き
遠

く
か
ら
で
も
カ
ツ
ラ
の
所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
４
．
郡
岳（
標
高
八
二
六
㍍
）と
そ
の
周
辺
の
植
物

図３‐5　果実をつけたカツラ・桂（カ
ツラ科）
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野
岳
湖
の
湖
面
に
美
し
い
影
を
映
す
郡
岳
への
登
山
ル
ー
ト
に
は
西
登
山
口

と
南
登
山
口
が
あ
り
、
西
登
山
口
ル
ー
ト
が
道
の
り
は
長
い
。

両
ル
ー
ト
と
も
ヒ
ノ
キ
植
林
か
ら
の
登
り
と
な
り
、
林
内
は
明
る
く
ハエ
ド
ク

ソ
ウ
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
コ
ク
ラ
ン
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
な
ど
の
林
床
植
物
が
自
生
し

て
花
を
咲
か
せ
る
。
途
中
か
ら
は
自
然
林
と
な
っ
て
照
葉
樹
の
ア
カ
ガ
シ
、
ア

ラ
カ
シ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
シ
イ
、カ
シ
類
に
加
え
林
下
に
ア
オ
キ
、

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ク
ロ
キ
、
ハ
イ
ノ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
な
ど
が
出
現
す
る
。
草
本
類
に

は
シ
ュン
ラ
ン
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
ツ
ク
シ
ア
オ
イ
、
ナ
ベ
ワ
リ
、
キ
リ

シ
マ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
、
更
に
コ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
、
オ
オ
カ
グ
マ
、
シ
シ
ガ
シ

ラ
な
ど
の
シ
ダ
植
物
も
見
ら
れ
る
。

圧
巻
は
、
八
合
目
の
坊
岩
か
ら
の
展
望
で
、
眼
下
の
見
事
な
樹
海
の
中
に

野
岳
湖
、
綿
打
池
な
ど
の
湖
が
点
在
し
、
大
村
湾
や
西
彼
杵
半
島
の
雄
大
な

景
色
が
広
が
る
。
坊
岩
に
は
崖
地
に
生
え
る
イ
ワ
ガ
サ
が
あ
り
、
二
〇
年
ほ
ど

前
に
は
同
じ
切
り
立
っ
た
崖
地
に
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
見

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
は
ネ
ジ
キ
、
カ
マ
ツ
カ
、
ミ
ツ
バツ
ツ
ジ
な
ど
が
、
山

手
に
は
ア
カ
ガ
シ
、
サ
ル
ナ
シ
、
ア
ズ
キ
ナ
シ
、
ヤ
ブ
ニッ
ケ
イ
な
ど
が
し
っ
か
り

と
根
を
下
ろ
し
、
風
が
強
い
た
め
か
坊
岩
一
帯
は
背
丈
が
低
い
樹
木
が
多
い
。

郡
岳
山
頂
は
、
一
面
の
ス
ス
キ
草
原
周
辺
に
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
コ
ツ

ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
、
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
な
ど
約
二
〇
種
類
の
樹
木
が
あ
る
が
、
高
木

と
な
っ
た
も
の
は
な
い
。

写真３‐11　郡岳八合目の坊岩から野岳湖、大村湾を望む
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江
戸
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
藤
野　

保
編『
大
村
郷
村
記
』（
第
二
巻　

第
十
二
福
重
村
）に
よ
れ
ば
郡
岳
は
古
く
は「
太
郎
岳
」
と
呼
ば
れ
、

多
羅
山
大
権
現
が
鎮
座
し
た
最
初
の
場
所
で
あ
る
。

南
登
山
口
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
、
一
年
中
涸
れ
る
こ
と
な
く
清
流
が
湧
き
出
て
い
る
「
大
谷
水
神
」
が
あ
る
。
水
神
様
を
取
り
ま

く
森
に
は
ス
ギ（
幹
周
り
四
㍍
）、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ（
幹
周
り
二
・
六
㍍
）、
イ
チ
イ
ガ
シ（
幹
周
り
二
・
六
㍍
）の
巨
木
、
大
木
や
タ
ブ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ

な
ど
が
繁
茂
し
、
湧
き
水
が
流
れ
出
す
水
辺
に
は
珍
し
い
大
型
の
ナ
チ
シ
ダ
が
群
生
し
て
い
る
。

■
５
．
鳥
甲
岳（
標
高
七
六
九
㍍
）と
南
川
内
川
一
帯
の
植
物

鳥
甲
岳
も
多
良
岳
諸
峰
と
同
様
信
仰
の
山
と
し
て
昔
か
ら
地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
山
の
頂
が
ニ
ワ
ト
リ
の
鶏と

さ
か冠

の
よ
う
に
見
え
る

と
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
、
頂
上
に
は
、
イ
ン
ド
原
始
仏
教
の
保
護
神
「
摩
利
支
天
」
が
祀
ら
れ
、
そ
の
信
仰
に
よ
り
病
や
苦
難
を
救
い
、

利
益
を
施
す
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

鳥
甲
岳
の
山
頂
一
帯
は
ア
カ
ガ
シ
、ハ
イ
ノ
キ
、
ネ
ジ
キ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
な
ど
に
混
じ
っ

て
ツ
ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
が
現
れ
る
。

東
側
の
摩
利
支
天
宮
の
祠
の
周
囲
に
は
ツ
ガ（
栂
）の
原
生
林
が
見
ら
れ
、ア
カ
ガ
シ
、ア
ズ
キ
ナ
シ
、

タ
カ
ノ
ツ
メ
、
ソ
ヨ
ゴ
な
ど
の
自
然
林
下
に
は
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、
キ
ッコ
ウ
ハ
グ
マ
、
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
ヤ
マ

シ
グ
レ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
な
ど
が
生
育
す
る
。

県
内
で
は
、
モ
ミ
林
よ
り
ツ
ガ
林
が
極
め
て
ま
れ
で
多
良
山
系
と
雲
仙
に
わ
ず
か
に
自
生
し
て
い

る
。
マ
ツ
科
の
ツ
ガ
は
楽
器
や
船
舶
材
、
パ
ル
プ
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
が
、
モ
ミ
と
の
違
い
は
葉
の
形

に
あ
り
、
モ
ミ
は
葉
先
が
二
列
と
な
っ
て
尖
る
が
、
ツ
ガ
は
丸
く
、
裏
面
に
白
い
線
が
二
個
あ
る
こ
と

で
区
別
で
き
る
。

鳥
甲
岳
か
ら
大
花
山
への
ル
ー
ト
は
、
ヒ
ノ
キ
植
林
地
の
中
に
自
然
林
が
残
り
、
サ
ザ
ン
カ（
山
茶

花
）
が
多
い
の
が
特
徴
。
野
生
の
サ
ザ
ン
カ
は
世
界
的
に
も
珍
し
く
、
冬
場
に
咲
く
白
い
花
は
な
か

写真３‐12　鳥甲岳に多く見られるツガ・栂（マツ科）
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な
か
風
情
が
あ
る
。
登
山
口
に
近
い
標
高
五
〇
〇
㍍
の
場
所
に
は
約
八
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
敷
地

内
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
や
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
な
ど
を
設
置
し
た「
と
り
か
ぶ
と
生
活
科
学
研
究
所
」

（
菅
洋
一
代
表
）
が
あ
る
。
そ
の
周
辺
に
ス
ズ
ム
シ
バ
ナ
（
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
科
）
群
落
が
あ
っ
て
、
夏

に
紫
色
の
可
憐
な
花
を
つ
け
る
。

郡
川
の
支
流
、
南
川
内
川
に
は
昭
和
五
十
九
年（
一
九
八
四
）に
完
成
し
た「
し
ゃ
く
な
げ
の
里

河
川
公
園
」
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
、
イ
ロハ
カ
エ
デ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

と
い
っ
た
樹
種
が
多
数
植
栽
さ
れ
、
遊
歩
道
も
完
備
さ
れ
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
自
然
石
が

続
く
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
多
数
の
セ
キ
シ
ョ
ウ（
石
菖
）
が
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
、一
部
に
ツ
ル

ヨ
シ
も
あ
る
が
、
土
砂
が
な
く
植
物
に
は
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
両
岸
に
は
エ
ゴ
ノ
キ
、
ア

オ
キ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
樹
木
が
川
面
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

■
６
．
大
村
湾
の
海
岸
植
生（
臼
島
も
含
む
）

藩
政
時
代
は
い
ま
の
東
彼
杵
町
、
川
棚
町
は
も
ち
ろ
ん
対
岸
の
西
彼
杵
半
島
も
大
村
藩
に
属
し
て
い
た
こ
と
で
、
南
北
約
二
六
㌔
㍍
、
東
西

約
一
一
㌔
㍍
、
面
積
約
三
二
〇
平
方
㌔
㍍
の
大
村
湾
（
海
岸
線
の
総
延
長
は
約
三
六
〇
㌔
㍍
）は
最
奥
部
の
津
水
湾
（
諫
早
領
）を
除
く
全
域

が
大
村
藩
領
で
あ
っ
た
。

今
日
で
は
、
南
は
真
崎
・
今
村
川
合
流
地
点
で
諫
早
市
と
境
し
、
北
の
境
界
線
は
松
原
海
水
浴
場
付
近
で
東
彼
杵
町
と
境
す
る
た
め
海
岸

線
の
距
離
は
わ
ず
か
二
二
㌔
㍍
程
度
に
過
ぎ
な
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
村
湾
は
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）に
「
大
村
湾
県
立
公
園
」
と
し
て
指
定
さ
れ
た
が
、
閉
鎖
性
内
湾
の
た
め
海
水
の
流
れ

が
あ
ま
り
な
く
水
質
悪
化
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
。

海
岸
に
生
え
る
植
物
に
つ
い
て
も
、
高
度
成
長
時
代
の
大
規
模
埋
め
立
て
、
河
川
改
修
工
事
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
工
事
等
に
よ
る
植
生
への

影
響
が
各
地
に
見
ら
れ
る
。

写真３‐13　�スズムシバナ（キツネノマゴ科）　花期：9
〜 10月
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海
岸
環
境
指
標
種
に
ア
オ
イ
科
の
ハマ
ボ
ウ
が
あ
る
。H

ibiscus H
am

abo Sieb

（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス　
ハマ
ボ
ウ　

シ
ー
ボ
ル
ト
）と
そ
の
ま
ま
日
本
名
を
学
名
に
つ
け
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
の
も
、
ま
た
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
最
も
北
に
分
布

す
る
野
生
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
仲
間
で
、
樹
木
で
あ
り
な
が
ら
河
口
付
近
や
海
岸
の
塩

湿
地
に
群
生
し
、
満
潮
時
に
は
根
元
が
潮
水
に
浸
か
る
場
所
に
生
育
す
る
。
こ
の
よ

う
な
特
徴
を
も
つハマ
ボ
ウ
が
多
く
見
ら
れ
る
海
岸
は
昔
な
が
ら
の
生
態
系
が
残
る
場

所
で
あ
る
た
め
、
指
標
種
と
な
っ
て
い
る
。
大
村
湾
全
域
を
調
査
し
た
結
果
で
は
、一

番
多
く
ハマ
ボ
ウ
の
自
生
が
見
ら
れ
た
の
は
大
村
公
園
の
玖
島
崎
一
帯
で
あ
っ
た
。

１　

大
村
公
園（
大
村
藩
お
船
蔵
跡
・
竜
神
島
・
玖
島
崎
一
帯
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）に
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た
大
村
公
園
は
、
玖
島
城
跡
を
整

備
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
国
の
天
然
記
念
樹
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
大
村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ

ク
ラ
」や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
が
咲
く
頃
は
訪
れ
る
観
光
客
で
大
変
に
ぎ
わ
う
。

総
面
積
が
約
一
七
〇
〇
㌶
の
大
村
公
園
内
の
大
村
藩
お
船
蔵
跡
か
ら
玖
島
崎
に
か
け
て
が
、

大
村
湾
全
域
で
最
大
の
ハマ
ボ
ウ
群
生
地
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
橋
の
架
か
る
竜
神
島
も
島
を

囲
む
よ
う
に
ハマ
ボ
ウ
が
多
数
群
生
す
る
。
更
に
竜
神
島
の
砂
泥
地
に
は
準
絶
滅
危
惧
種
（
Ｎ

Ｔ
）の
ハマ
サ
ジ
と
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
（
Ｅ
Ｔ
）の
ド
ロ
イ
（
イ
グ
サ
科
）
が
混
生
し
て
お
り
貴
重

な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ド
ロ
イ
は
北
方
系
の
植
物
で
、
県
内
で
は
対
馬
、
松
浦
市
、

平
戸
島
、
福
江
島
、
佐
世
保
市
九
十
九
島
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
生
育
地
は
少
な
い
。
ま
た
、

砂
泥
地
に
は
ハママ
ツ
ナ
、
ツ
ル
ナ
な
ど
も
見
ら
れ
塩
生
植
物
の
ド
ロ
イ
同
様
満
潮
時
に
は
全
草

が
海
水
中
に
浸
か
っ
て
し
ま
う
。

写真３‐14　�ハマボウ（アオイ科）　準
絶滅危惧種（ＮＴ）花期：7
〜 8月

写真３‐15　�ドロイ（イグサ科）　絶滅危惧ⅠＢ類（ＥＴ）花
期：7〜 8月
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玖
島
崎
は
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）「
玖
島
崎
樹
叢
」
と
し
て
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
こ
の
樹
叢
全
体
が
、

こ
の
地
方
を
代
表
す
る
暖
帯
林
で
あ
る
と
同
時
に
大
村
湾
を
臨
む
美
し
い
風
致
林
で
、
か
つ
昔
の
大
村
城
跡
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
樹
叢
を
構
成
す
る
樹
木
に
は
、ク
ス
ノ
キ
、ス
ダ
ジ
イ
、バ
ク
チ
ノ
キ
、ナ
ナ
ミ
ノ
キ
、シ
ロ
ダ
モ
、ヒ
ゼ
ンマ
ユ
ミ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
主
で
、

こ
れ
に
ム
ク
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
コ
バ
ノ
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ノ
キ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
な
ど
数
種
の
落
葉
樹
が
混
じ
る
。
ま
た
、
大
村
公
園
内
の
エ
ノ
キ
に
は

ヤ
ド
リ
ギ
が
、
一
方
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
の
樹
上
に
は
多
数
の
オ
オ
バ
ヤ
ド
リ
ギ
が
寄
生
す
る
。
特
に
、
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
は
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）一
月
に
千
葉
常
三
郎
が
諫
早
の
城
山
公
園
で
発
見
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
牧
野
富
太
郎
が
学
会
に
発
表
し
た
貴
重
種
で

あ
り
、
コ
バ
ノ
チ
ョ
ウ
セ
ン
エ
ノ
キ
は
、
こ
れ
ま
た
大
陸
系
の
珍
し
い
種
類
で
あ
る
。
樹
下
に
は
、
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ノ
シ
ラ
ン
、

ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
の
ほ
か
大
型
シ
ダ
植
物
の
シ
ロ
ヤ
マ
シ
ダ
も
多
い
。

大
村
湾
に
突
き
出
た
玖
島
崎
の
先
端
に
は
、
ク
ロ
キ
、
ク
ロ
バ
イ
、
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ッコ
ク
、
ア
コ
ウ
、
ト
ベ
ラ
な
ど
に
混
じ
っ
て
ツ
ク
シ
ア
カ
ツ

ツ
ジ
の
別
名
を
も
つ
オ
ン
ツ
ツ
ジ
が
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。
南

日
本
の
固
有
種
、
落
葉
す
る
三
葉
を
も
つ
ミ
ツ
バツ
ツ
ジ
で
、
野
生
の
ツ
ツ
ジ
で
は
大
木
と
な
る
が
、

玖
島
崎
に
の
み
ま
と
ま
っ
て
群
落
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
端
部
に
は
海
岸
草
本
群
落
、
ハマ

ウ
ド
群
落
と
ツ
ル
ナ
群
落
が
発
達
し
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）完
成
の
人
工
池
「
桜
田
の
堀
」一
帯
に
も
ま
と
ま
っ
た
ハマ

ボ
ウ
群
落
が
定
着
し
て
い
る
。

２　

大
村
市
寿
古
町　

郡
川
河
口
域
一
帯
の
海
岸

郡
川
が
大
村
湾
に
流
れ
込
む
左
岸
側
に
は
、
砂
礫
が
堆
積
し
た
広
大
な
三
角
州
が
あ
っ
て
多

数
の
ハマ
ボ
ウ
の
ほ
か
塩
生
植
物
の
ハマ
サ
ジ
、
シ
オ
ク
グ
、
ウ
ラ
ギ
ク（
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
（
Ｖ
Ｕ
））、

ホ
ソ
バ
ノ
ハマ
ア
カ
ザ
な
ど
が
群
生
す
る
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ハマ
ボ
ウ
が
群
生
す
る
場
所

に
は
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
群
落
の
ほ
か
セ
ン
ダ
ン
、
エ
ノ
キ
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
な
ど
の
樹
木
が

写真３‐16　オンツツジ（ツツジ科）　花期：4～ 5月
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侵
入
し
て
い
る
。
砂
礫
浜
に
沿
っ
た
波
打
ち
際
に
は
ハマ
ナ
デ
シ
コ
、
ツ
ル
ナ
、
ハマ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハマ

エ
ン
ド
ウ
な
ど
が
帯
状
に
連
な
り
、
そ
の
背
後
に
大
村
湾
で
は
あ
ま
り
出
現
し
な
いハマ
ゴ
ウ（
ク
マ

ツ
ヅ
ラ
科
）群
落
が
あ
る
。
準
絶
滅
危
惧
種（
Ｎ
Ｔ
）の
ハマ
サ
ジ（
イ
ソ
マ
ツ
科
）は
、
砂
州
の
内
側

に
大
群
落
を
形
成
し
て
お
り
、
大
村
湾
最
大
の
自
生
地
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
ま
た
湿
地
内
の
ヨ
シ
群
落
に
混
じ
っ
て
珍
し
い
ア
キ
ノ
ミ
チ
ヤ
ナ
ギ（
タ
デ
科
）
群
落

も
見
ら
れ
る
。

３　

大
村
市
久
原
前
舟
津
の
寺
島（
大
村
湾
県
立
公
園
）

久
原
一
丁
目
の
西
海
岸
に
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬

伝
」
の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
寺
島
は
、
領
主
大
村
氏
の
始
祖
藤
原
直
澄
が
初
め
て
上
陸
し
た
場
所

と
い
う
伝
承
が
あ
り
市
指
定
史
跡
と
も
な
っ
て
い
る
。
市
杵
嶋
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
て
島
全
体
が

松
林
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
松
の
ほ
か
に
ヤ
マ
モ
モ
が
多
く
ト
ベ
ラ
、
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
目

立
つ
が
、
島
全
体
が
石
垣
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
と
な
っ
て
い
て
海
浜
植
物
の
ハマ
エ
ン
ド
ウ
、
ハマ
ナ

デ
シ
コ
、
ハマ
ヒ
ル
ガ
オ
、
ハマ
ウ
ド
な
ど
は
わ
ず
か
な
範
囲
に
か
ろ
う
じ
て
生
息
す
る
。

４　

大
村
市
日
泊
郷
海
岸
の
ヘ
ツ
カ
ニ
ガ
キ（
辺
塚
苦
木
）

南
方
系
の
こ
の
樹
は
ア
カ
ネ
科
の
落
葉
高
木
で
、
台
湾
や
琉
球
列
島
か
ら
北
上
し
、
九
州
と
四

国
に
分
布
す
る
が
、
本
州
に
は
見
ら
れ
な
い
。
九
州
で
も
福
岡
、
佐
賀
県
に
は
な
く
、
長
崎
県

が
九
州
西
岸
に
お
け
る
分
布
の
北
限
で
あ
る
。
長
崎
県
で
は
、
諫
早
市
飯
盛
町
川
下
で
見
つ
か
っ

た
ヘツ
カ
ニ
ガ
キ
が
県
指
定
天
然
記
念
物（
昭
和
五
十
三
年
）と
な
っ
て
い
る
が
、
北
限
地
に
あ
っ
て
、

か
つ
珍
し
い
樹
種
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

県
内
に
は
飯
盛
町
の
ほ
か
長
崎
市
深
堀
、
浦
上
水
源
地
付
近
で
も
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

写真３‐18　クロマツ林に覆われた寺島 写真３‐17　�ハマサジ（イソマツ科）
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ら
の
場
所
よ
り
更
に
北
に
位
置
す
る
大
村
湾
の
日
泊
郷
海
岸
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
ヘツ
カ
ニ
ガ
キ
が

あ
る
。
七
月
頃
に
枝
先
か
ら
球
形
の
花
序
を
出
し
て
、
淡
黄
色
の
花
を
多
数
つ
け
る
。
名
前
は
こ
の

樹
が
発
見
さ
れ
た
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
辺へ

塚つ
か

の
産
地
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
。
枝
葉
を
か
じ
る
と

苦
味
が
あ
る
。

５　

大
村
市
松
原
海
水
浴
場
及
び
鹿
ノ
島

い
ま
は
松
原
海
水
浴
場
と
結
ば
れ
る
弁
天
様
を
祀
る
鹿
ノ
島
は
、
昔
は
潮
が
引
け
ば
陸
続
き
と

な
る
島
で
あ
っ
た
。
鹿
ノ
島
は
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
明
治
時
代
以
降
は
料
亭
な
ど
も
建
ち
、

避
暑
を
求
め
る
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
歴
史
を
も
つ
が
、
島
の
南
側
に
は
ア
コ
ウ
が
自
生
す
る
ほ
か
ク
ロ
マ

ツ
林
を
主
体
に
シ
イ
、
カ
シ
類
が
目
立
ち
、
ト
ベ
ラ
、
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
も
混
在
す
る
。
南
方
系
の
ア
コ

ウ
は
、
大
村
湾
各
地
に
散
在
す
る
が
巨
木
に
な
っ
た
も
の
は
な
い
。

６　

大
村
湾
に
浮
か
ぶ
無
人
島
の
臼
島

大
村
市
の
海
岸
か
ら
約
七
〇
〇
㍍
の
沖
合
い
、
長
崎
空
港
の
す
ぐ
南
側
に
位
置
し
標
高
七
七
㍍
、

全
周
一・
五
㌔
㍍
の
無
人
島
で
、
臼
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
か
ら
、
名
が
つい
た
と
い
う
。

島
全
体
は
自
然
豊
か
な
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
ス
ダ
ジ
イ
を
は
じ
め
ハマ
ビ
ワ
、
ト
ベ
ラ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

ヤ
ブ
ニッ
ケ
イ
、ハ
リ
ギ
リ
、ハマ
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
約
五
〇
種
に
お
よ
ぶ
。
中
腹
に
は
巨
木
、
大
木
と
な
っ

た
ス
ダ
ジ
イ
、
ク
ス
ノ
キ
が
あ
り
、
長
崎
空
港
に
面
し
た
海
岸
に
は
ハ
リ
ギ
リ
の
大
木
が
枝
を
大
き
く

伸
ば
し
て
い
る
。

臼
島
に
は
ま
た
、
珍
し
い
亜
熱
帯
性
つ
る
植
物
の
ハ
カ
マ
カ
ズ
ラ（
マ
メ
科
）
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
（
Ｖ

Ｕ
）が
海
岸
線
の
樹
木
に
巻
き
つ
き
、
波
打
ち
際
の
海
中
に
は
ウ
ミ
ヒ
ル
モ（
ト
チ
カ
ガ
ミ
科
）
絶
滅
危

惧
種
Ⅰ
Ｂ
類（
Ｅ
Ｎ
）が
見
ら
れ
、
無
人
島
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
自
然
が
保
た
れ
て
い
る
。

写真３‐19　ヘツカニガキ辺塚苦木（アカネ科）　花（右）、花期：6～ 7月
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�

■
７
．
河
川（
郡
川
・
鈴
田
川
）・
溜た

め

池（
野
岳
湖
等
）・

滝
渓
谷
の
植
生

１　

郡こ
お
り
が
わ川

の
植
生

経
ヶ
岳
（
一
〇
七
六
㍍
）に
端
を
発
し
昭
和
三
十
七

年
（
一
九
六
二
）に
完
成
し
た
萱
瀬
ダ
ム
を
経
て
大
村

湾
に
注
ぐ
延
長
一
五
・
九
㌔
㍍
の
郡
川
は
、
長
崎
県

内
で
は
第
四
位
の
長
さ
で
あ
る
。
最
上
流
域
の
川
沿
い

に
は
コ
ク
サ
ギ
、
ウ
リ
ノ
キ
、
ハ
イ
ノ
キ
、
シ
ラ
キ
な
ど

の
樹
木
と
飛
沫
を
浴
び
る
岩
陰
に
は
ヒ
メ
レ
ン
ゲ
、
ジ

ン
ジ
ソ
ウ
、
オ
オ
チ
ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
や
オ
オ
ギ
カ
ズ
ラ
、
ツ

ク
シ
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
な
ど
が
ひ
っ
そ
り
と
花
を
開

写真３‐20　周囲1.5キロの臼島（無人島）

く
。
梅
雨
の
頃
に
は
美
し
い
花
を
つ
け
た
サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
も
出
現
す
る
。

中
流
域
の
荒
瀬
橋
、
高
速
道
路
橋
が
架
か
る
付
近
に
は
、
川
全
体
を
ツ
ル
ヨ
シ
が
覆
い
尽
く
す

中
に
ダ
ン
チ
ク
、
ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
が
あ
り
、
水
辺
に
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
、
ク
サ
ヨ
シ
が
見
ら
れ

る
程
度
で
植
物
の
種
類
は
極
め
て
少
な
い
。

下
流
域
の
Ｊ
Ｒ
大
村
線
鉄
橋
、
福
重
橋
付
近
も
、
河
川
敷
の
大
半
を
ツ
ル
ヨ
シ
群
落
が
占
め
ア

レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、
タ
チ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
な
ど
の
帰
化
植
物
に
混
じ
っ
て
マ
マ
コ
ノ
シ
リ

ヌ
グ
イ
、
カ
ラ
ム
シ
、
ク
ズ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
な
ど
が
根
付
い
て
い
る
。

２　

鈴
田
川
の
植
生

多
良
山
系
に
そ
の
源
を
発
し
、
途
中
針
尾
川
、
小
川
内
川
な
ど
の
支
川
を
合
わ
せ
た
の
ち
大

写真３‐21　南方系のハカマカズラ（マメ科）

写真３‐22　ヒメレンゲ（ベンケイソウ科）　花期：4
～ 6月
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村
湾
に
注
ぐ
延
長
約
五
・
七
㌔
㍍
の
二
級
河
川
で
、
鈴
田
川
上
流
に
は
大
多
武
溜
池
が
あ

る
。
こ
の
溜
池
は
周
囲
を
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
と
ス
ダ
ジ
イ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ア
オ
モ
ジ
、
ネ

ム
ノ
キ
、
ア
ラ
カ
シ
な
ど
多
数
の
自
然
林
に
囲
ま
れ
二
四
万
七
〇
〇
〇
㌧
の
有
効
貯
水
量
を

備
え
て
い
る
。

堤
長
が
一
五
八
㍍
の
大
多
武
溜
池
か
ら
流
れ
出
し
た
水
は
「
ほ
た
る
の
里
」
の
小
川
内
町

か
ら
下
流
域
の
鈴
田
小
学
校
の
真
横
を
流
れ
、
大
村
湾
へ
と
注
い
で
い
る
。
鈴
田
小
学
校
及

び
鈴
田
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
一
帯
は
河
川
公
園
と
な
っ
て
い
て
、
鈴
田
川
へ
下
り
る
石
段
や
遊

歩
道
、
飛
び
石
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
水
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
河
川

敷
に
は
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
群
落
、
マ
コ
モ
群
落
、
カ
ラ
ム
シ
群
落
の
中
に
セ
イ
バン
モ
ロ
コ
シ
、
オ
オ
オ

ナ
モ
ミ
、
ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
、
タ
チ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
な
ど
の
帰
化
植
物
が
目
立
ち
、
マ
ル
バ
ル
コ
ウ
、

カ
ナ
ム
グ
ラ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ニ
ガ
ガ
シ
ュウ
な
ど
の
つ
る
植
物
が
絡
み
つい
て
い
る
。

河
口
域
一
帯
で
は
三
鈴
大
橋
の
陰
平
町
側
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
固
め
ら
れ
た
わ
ず
か

の
隙
間
に
多
数
の
ハマ
ボ
ウ（
準
絶
滅
危
惧
種
）が
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。

３　

野
岳
湖
の
植
生

昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）に
多
良
岳
県
立
公
園
と
な
っ
た
郡
岳
山
麓
に
周
囲
約
四
㌔
㍍
の
正
式
に
は
「
野
岳
大
堤
」
と
呼
ば
れ
る
人
造

湖
の
野
岳
湖
（
標
高
二
六
三
㍍
）
が
あ
る
。
野
岳
湖
は
今
か
ら
約
三
五
〇
年
前
の
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）、
捕
鯨
で
財
を
な
し
た
と
言
わ
れ

る
深
沢
儀
太
夫
が
私
財
を
投
じ
、
約
二
年
を
か
け
て
完
成
し
た
潅
漑
用
の
溜
池
で
、
貯
水
量
一
四
〇
万
㌧
、
現
在
の
利
用
耕
作
面
積
は
約

一
万
㌃
と
い
わ
れ
る
。

堰
堤
上
の
主
な
植
物
は
草
本
類
で
占
め
ら
れ
カ
ラ
ム
シ
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
ヨ
モ
ギ
、
メ
ド
ハ
ギ
な
ど
の
双
子
葉
植
物
と
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
メ
カ
ル

カ
ヤ
、
ト
ダ
シ
バ
と
い
っ
た
単
子
葉
植
物
が
目
立
つ
が
、
堰
堤
石
組
み
に
は
準
絶
滅
危
惧
種（
Ｎ
Ｔ
）の
ミ
ゾ
コ
ウ
ジ
ュ（
シ
ソ
科
）や
絶
滅
危
惧
Ⅱ 写真３‐23　コンクリート護岸に根を張るハマボウ
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類（
Ｖ
Ｕ
）の
コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）な
ど
も
自
生
し
て

い
る
。
野
岳
湖
を
取
り
ま
く
樹
木
に
は
植
栽
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ

林
に
混
じ
っ
て
高
木
の
タ
ブ
ノ
キ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ア

カ
マ
ツ
な
ど
が
、
亜
高
木
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ク

ロ
キ
な
ど
、
ま
た
低
木
に
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ハ
ク

サ
ン
ボ
ク
な
ど
が
あ
り
、
林
床
に
は
シ
ダ
植
物
の
オ
オ
カ
グ
マ
、

ヒ
ト
ツ
バ
、
コ
シ
ダ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
が
繁
茂
す
る
。
ま
た
野
岳
湖
の

奧
部
一
帯
の
水
際
に
は
ジ
ャ
ヤ
ナ
ギ
林
が
広
が
る
。
野
岳
湖
の

魅
力
は
、
最
近
松
枯
れ
で
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
ア
カ
マ
ツ

林
が
健
在
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
景
観
は
こ
れ
か

ら
も
残
し
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

４　

横
山
頭
溜
池
の
植
生

諫
早
市
と
大
村
市
の
境
界
域
に
あ
る
築
一
二
〇
年
以
上
の

溜
池
で
、
東
大
村
地
区
水
源
涵
養
林
に
囲
ま
れ
た
溜
池
の
水

は
下
流
域
の
平
、
中
里
地
区
（
受
益
面
積
一
三
㌶
）へ
潅
漑
さ

れ
て
い
る
。
横
山
溜
池
周
囲
は
シ
イ
、
カ
シ
類
の
照
葉
樹
林
の

ほ
か
ヒ
ノ
キ
植
林
地
が
大
半
を
占
め
、
溜
池
内
に
は
ミ
ゾ
ソ
バ
、

シ
ロ
バ
ナ
サ
ク
ラ
タ
デ
、ミ
ズ
タ
マ
ソ
ウ
、シ
ロ
ネ
、カ
サ
ス
ゲ
、ジ
ュ

ズ
ダ
マ
な
ど
が
繁
茂
す
る
。

写真３‐24　平成13年12月完成した橋長125ｍの野岳大橋
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５　

中
山
下
溜
池
の
植
生

多
良
山
麓
す
そ
野
の
畑
地
台
地
と
岬
状
に
突
き
出
し
た
台
地
の
谷
間
に
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
頃
に
築
造
さ
れ
た
「
中
山
下
溜
池
」（
総
貯
水
量
一
万
五
〇
〇
〇
立
方
㍍
）
は
、
内

田
川
水
系
を
水
源
と
し
下
流
域
の
水
田
地
帯
（
受
益
面
積
一
〇
㌶
）へ
潅
漑
を
行
っ
て
い
る
。
溜

池
周
囲
の
山
林
は
ヒ
ノ
キ
が
植
林

さ
れ
、
シ
イ
、
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
な
ど
の
照
葉
樹
林

が
狭
い
範
囲
に
残
り
、
水
源
涵
養

保
安
林
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

堰
堤
に
は
ノ
ア
ザ
ミ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク

サ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
、
カ
ナ
ビ
キ
ソ

写真３‐25　横山頭溜池　湖面にはヒシが群生している。

ウ
の
ほ
か
ワ
ラ
ビ
が
大
群
落
を
な
し
、
湖
面
に
は
浮
葉
植
物
の
ヒ
シ（
ア
カ
バ
ナ

科
）群
落
と
水
際
に
は
コ
シ
ロ
ネ
、
オ
ギ
ノ
ツ
メ
、
ヒ
メ
ア
シ
ボ
ソ
や
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
の
コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
が
自
生
す
る
。

６　

裏
見
の
滝

重
井
田
町
を
流
れ
る
拂は

ら
い
が
わ川

に
大
村
市
で
最
大
落
差
約
三
〇
㍍
の
裏
見
の
滝

が
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
裏
側
に
回
っ
て
裏
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
珍

し
い
滝
と
し
て
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
駐
車
場
か
ら
滝
下
へ

降
り
る
遊
歩
道
沿
い
に
は
日
本
種
を
含
む
世
界
中
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
四
五
種
類

約
五
四
〇
〇
本
が
植
え
込
ま
れ
、
四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
頃
ま
で
華
麗
な

写真３‐26　中山下溜池
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花
を
咲
か
せ
る
。
そ
の
た
め
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
て
訪
れ
る
観
光
客
も
多
い
。

断
崖
絶
壁
の
屏
風
岩
に
は
オ
オ
イ
タ
ビ
カ
ズ
ラ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
フ
ウ
ト
ウ
カ

ズ
ラ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
な
ど
の
つ
る
植
物
が
覆
い
尽
く
し
下
部
に
は
大
型
シ
ダ

植
物
の
コ
モ
チ
シ
ダ
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
。
滝
壺
付
近
の
樹
木
に
は
イ
ス
ノ
キ

が
多
く
、
ア
ラ
カ
シ
、
ク
ス
ド
イ
ゲ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
自
生
す
る
が
、
西
洋
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
ほ
か
植
樹
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
イ
ロハ
カ
エ
デ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

神
社
付
近
に
は
シ
ダ
植
物
の
オ
オ
イ
ワ
ヒ
ト
デ
群
落
も
あ
り
、
湿
気
を
好
む
シ

ダ
植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
。
昔
は
「
御
手
水
の
滝
」
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
で
身

を
清
め
て
郡
岳
へ
登
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

写真３‐28　山田の滝

７　

山
田
の
滝

観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る

裏
見
の
滝
に
対
し
、
大
上
戸
川
上

流
に
あ
る
山
田
の
滝
（
上
諏
訪
町
）

は
、
周
囲
を
高
さ
二
〇
㍍
ほ
ど
の

断
崖
と
川
床
の
た
く
さ
ん
の
奇
岩

と
巨
石
、
生
い
茂
る
照
葉
樹
林
に

囲
ま
れ
静
寂
な
渓
谷
美
の
世
界
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
滝
周
辺
の
岩
肌
に
は
刻
ま
れ
た
古
い
碑
文

が
あ
り
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）に
郷
土
史
家
の
上
野
盛
夫
ら
が
解
読
し
、
冊
子
『
山
田

の
滝
周
辺
に
あ
る
題
目
淵
の
碑
文
』︿
大
村
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
①
﹀が
発
刊
さ
れ
た
。

四
段
に
な
っ
て
流
れ
下
る
落
差
約
一
三
㍍
の
山
田
の
滝
周
囲
の
主
な
樹
木
に
は
、
高
木
の
ス
ダ 写真３‐27　裏見の滝　遠景（左）、近景（右）
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ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
ラ
ヨ
ウ
、
ナ
ナ
ミ
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
な
ど
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ウ
ツ
ギ
、
オ
オ
バ
ジ
ュ
ズ
ネ
ノ
キ
な
ど
の
低
木
、

サ
ツ
マ
イ
ナ
モ
リ
、
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
な
ど
の
草
本
類
、
ヒ
ト
ツ
バ
、
オ
オ
イ
ワ
ヒ
ト
デ
、
タ
チ
シ
ノ
ブ
、
イ
ワ
ガ
ネ
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
シ
ダ
類

も
多
く
、
自
然
度
が
極
め
て
高
い
場
所
で
あ
る
。
碑
文
の
「
七
難
即
滅
」「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」「
山
神　

水
神
」
等
か
ら
、
こ
こ
は
生
命
を

育
む
水
が
湧
き
出
る
霊
地
そ
し
て
修
行
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
藩
政
時
代
か
ら
の
造
林（
人
工
林
）、
天
然
林

郡
川
が
流
れ
下
る
萱
瀬
地
区
に
整
備
さ
れ
た「
榎
茶
屋
河
川
公
園
」が
あ
る
。
河
川
公
園
案
内
板
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
付
近
の
「
榎
茶
屋
」
と
い
う
地
名
は
昔
茶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
黒
木
の
山
に
は
江
戸
時
代
か
ら
ス
ギ
の
植
林
が
行
わ
れ
て
き
た
。

特
に
江
戸
時
代
の
初
期
に
千
葉
ト
枕
に
よ
り
黒
木
八
丁
谷
に
ス
ギ
の
植
林
が
行
わ
れ
、
二
～
三
〇
〇
年
間
の
間
に
み
ご
と
な
大
木
に
育
っ

た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
海
軍
の
佐
世
保
鎮
守
府
に
多
く
の
材
木
を
送
る
た
め
に
盛
ん
に
伐
採
が
行
わ
れ
、
材
木
を
運
ぶ
た

め
黒
木
か
ら
大
村
湾
に
面
し
た
今
津
ま
で
の
道
が
設
け
ら
れ
、
牛
が
引
く
荷
車
に
切
り
出
し
た
材
を
積
ん
で
運
ん
で
い
た
。
道
が
悪
く

運
び
出
し
に
大
変
苦
労
し
た
な
か
で
、
こ
の
付
近
に
茶
屋
が
設
け
ら
れ
材
木
を
運
ぶ
人
た
ち
が
休
憩
を
と
っ
た
。

ま
た
、
江
戸
時
代
前
期
、
四
代
藩
主
大
村
純す

み
な
が長

が
遊
興
の
地
と
し
て
訪
れ
、
茶
会
を
開
い
た
の
が
地
名
の
由
来
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

１　
「
ア
ス
ナ
ロ（
別
名
ヒ
バ
）」植
物
群
落
保
護
林

場
所
は
、
大
村
市
北
東
部
の
郡
川
砂
防
公
園
か
ら
林
道
を
上
っ
た
標
高
四
〇
〇
㍍
の
黒
木
町
萱
瀬
山
国
有
林
内
に
面
積
〇
・
三
㌶
の
ア
ス

ナ
ロ
群
落
が
広
が
っ
て
い
る
。
現
地
に
立
つ
案
内
板
に
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
林
は
、
九
州
で
唯
一
の
高
齢
の
ア
ス
ナ
ロ
人
工
林
で
、
藩
政
時
代
に
東
北
地
方
か
ら
種
子
を
取
り
よ
せ
苗
を
つ
く
り
、
植
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
遠
隔
の
こ
の
地
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
か
と
て
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
成
長
状
況
は
、
自
然
条

件
の
異
な
る
青
森
県
下
の
同
齢
の
ア
ス
ナ
ロ
林
以
上
の
成
長
を
し
て
お
り
貴
重
な
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

樹
齢
約
一
六
〇
年
、
胸
高
直
径
三
〇
～
六
八
㌢　

樹
高
一
七
～
二
六
㍍　

平
成
六
年
三
月　

熊
本
営
林
局
長
崎
営
林
署

二
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現
地
に
は
大
木
と
な
っ
た
約
四
〇
本
の
ア
ス
ナ
ロ
に
加
え
、
イ

ヌ
マ
キ
の
大
木
約
一
〇
本
と
イ
イ
ギ
リ
の
大
木
も
混
生
し
て
い
る
。

樹
下
に
は
ア
オ
キ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
、
ハ
ナ
イ

カ
ダ
な
ど
が
生
い
茂
り
、こ
れ
ら
に
カ
ギ
カ
ズ
ラ
、コ
ウ
モ
リ
カ
ズ
ラ
、

キ
ジ
ョ
ラ
ン
、
マ
タ
タ
ビ
な
ど
の
つ
る
植
物
が
絡
み
つ
い
て
い
る
。
シ

ダ
植
物
に
は
ナ
ガ
サ
キ
シ
ダ
、
リ
ョ
ウ
メ
ン
シ
ダ
、
ヤ
マ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、

ヌ
リ
ワ
ラ
ビ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ヒ
ノ
キ
科
の
ア
ス
ナ
ロ
は
、
日
本
特
産
で
本
州
北
・
中
部
の
冷

温
帯
に
生
育
し
、
九
州
で
は
標
高
の
高
い
所
に
点
在
す
る
。
樹

皮
は
黒
褐
色
で
縦
に
裂
け
て
は
が
れ
る
性
質
が
あ
り
、
県
内
に

は
自
生
す
る
ア
ス
ナ
ロ
は
な
い
。

２　
「
萱
瀬
ス
ギ
」植
物
群
落
保
護
林

場
所
は
、
標
高
四
〇
〇
㍍
の
大
村
市
中
岳
町
萱
瀬
山
国
有
林
で
、
三
・
七
三
㌶
の
面
積
に
巨
大
な
ス
ギ
が
約
四
五
〇
本
以
上
林
立
し
た
み

ご
と
な
杉
林
で
林
内
は
意
外
に
明
る
い
。

こ
こ
は
、
県
下
で
唯
一「
森
の
巨
人
た
ち
一
〇
〇
選
」（
林
野
庁
）に
選
ば
れ
、
巨
木
を
見
よ
う
と
訪
れ
る
人
た
ち
が
多
く
な
っ
た
。

こ
こ
に
も
設
置
さ
れ
た
案
内
板
に
萱
瀬
ス
ギ
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
村
藩
は
林
政
に
力
を
注
ぎ
、
こ
の
一
帯
は
藩
直
轄
地
と
し
て
造
林
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
ス
ギ
林
は
江
戸
時
代
に
植
栽
さ

れ
、
東
方
三
㌔
㍍
に
あ
る
ア
ス
ナ
ロ（
別
名
ヒ
バ
）
保
護
林
と
共
に
わ
ず
か
に
現
存
す
る
旧
藩
木
で
、
長
崎
県
下
で
最
も
古
い
人
工
林
で

あ
る
。
国
有
林
に
編
入
さ
れ
た
当
時
三
〇
㌶
も
あ
っ
た
旧
藩
木
林
は
、
戦
中
、
戦
後
の
木
材
需
要
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
貴
重
な
ス
ギ
林
を
後
生
に
残
し
郷
土
の
林
業
振
興
、
歴
史
的
な
遺
産
と
し
て
大
切
に
保
存
し
た
い
。

写真３‐29　九州では珍しいアスナロ（ヒノキ科）林
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推
定
樹
齢
二
四
〇
年　

幹
周
り
四
・
九
〇
㍍　

樹
高
四
七
㍍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
六
年
三
月　

熊
本
営
林
局
長
崎
営
林
署

事
実
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
植
え
込
ま
れ
た
も
の
は
一
度

伐
採
さ
れ
、
い
ま
見
る
ス
ギ
は
そ
の
後
に
再
び
植
え
ら
れ
た

も
の
と
い
う
。
最
大
の
ス
ギ
に
は
「
大
名
杉
」
の
名
前
が
つ
け

ら
れ
、
樹
下
に
は
ア
ス
ナ
ロ
林
同
様
ア
オ
キ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ

ウ
、
ウ
リ
ノ
キ
の
ほ
か
サ
カ
キ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
ク
ロ
キ
な
ど

が
あ
り
、
草
本
類
に
は
群
生
し
た
イ
ワ
ガ
ネ
、
サ
ツ
マ
イ
ナ

モ
リ
に
ナ
ベ
ワ
リ
、
サ
イ
ゴ
ク
ト
キ
ワ
ヤ
ブ
ハ
ギ
、
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ

ガ
な
ど
が
あ
り
、
シ
ダ
植
物
も
豊
富
で
ナ
ガ
サ
キ
シ
ダ
、
ジ
ュ

ウ
モ
ン
ジ
シ
ダ
、
ヌ
カ
ボ
シ
ク
リ
ハ
ラ
ン
、
ホ
ソ
バ
カ
ナ
ワ
ラ
ビ
、

オ
オ
キ
ジ
ノ
オ
シ
ダ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

３　

狸
ノ
尾
の「
イ
チ
イ
ガ
シ
天
然
林
」（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

Ｊ
Ｒ
大
村
駅
に
近
い
街
の
中
を
大
村
湾
へ
と
注
ぐ
大
上
戸
川
が
あ
る
。
そ
の
上
流
域
に
狸
ノ
尾
溜
池
が
あ
り
、
こ
の
溜
池
に
隣
接
し
て
イ

チ
イ
ガ
シ
を
主
と
し
た
広
さ
二
二
㌶
の
貴
重
な
天
然
林
が
あ
る
。
こ
の
天
然
林
は
標
高
二
三
〇
㍍
ほ
ど
の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
あ
り
、
大

上
戸
川
及
び
狸
ノ
尾
溜
池
の
水
源
涵
養
林
と
し
て
、
旧
藩
時
代
は
大
村
藩
の
直
轄
林
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
後
は
国
有
林
と
な
り
、
更
に
昭

和
三
十
年
に
大
村
市
の
市
有
地
と
な
っ
て
い
る
。

イ
チ
イ
ガ
シ
の
天
然
林
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
九
州
で
は
大
分
県
の
宇
佐
神
宮
の
イ
チ
イ
ガ
シ
林
を
上
回
る
規
模
で
あ
り
、
三
重
県
の

伊
勢
神
宮
に
次
ぐ
貴
重
な
も
の
と
し
て
昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）に
国
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

林
内
は
イ
チ
イ
ガ
シ
と
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
（
別
名
コ
ジ
イ
）
を
主
体
と
し
た
高
木
層
と
そ
の
下
部
に
ヤ
マ
ビ
ワ
、
ク
ロ
バ
イ
、
シ
イ
モ
チ
、
サ
カ
キ
な 写真３‐30　森の巨人たち１００選「萱瀬スギ」
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ど
、
低
木
層
に
は
ル
リ
ミ
ノ
キ
、
イ
ズ
セ
ン
リ
ョ
ウ
、ジ
ュ
ズ
ネ
ノ
キ
、ヤ
マ
ヒ
ハツ
、

ミ
ミ
ズ
バ
イ
な
ど
が
、
林
床
に
は
ア
リ
ド
ウ
シ
、
ハ
ナ
ミ
ョ
ウ
ガ
、
キ
ジ
ノ
オ
シ

ダ
、
ベニ
シ
ダ
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
ヤ
マ
ヒ
ハツ
と
ル
リ
ミ
ノ
キ
は
珍

し
い
植
物
で
あ
る
。

イ
チ
イ
ガ
シ
の
森
は
、
大
村
地
方
の
昔
な
が
ら
の
自
然
な
森
の
姿
を
い
ま

に
伝
え
て
い
る
貴
重
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

図３‐６　階層構造

草本層：
　　　　アリドウシ
　　　　ハナミョウガ
　　　　オオカグマ
　　　　キジノオシダ
　　　　ベニシダなど

低木層：ルリミノキ
イズセンリョウ
ジュズネノキ
ミミズバイ

高木層：イチイガシ
ツブラジイ

亜高木層：ヤマビワ、クロバイ
シイモチ、サカキ

写真３‐31　イチイガシ（ブナ科）の巨木
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大
村
市
の
木
と
花

■
１
．
大
村
市
の
木
ー
イ
チ
イ
ガ
シ（
ブ
ナ
科
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
元
年（
一
九
八
九
）六
月
一
日
決
定

昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）一
月
に
雄
ケ
原
町
狸
ノ
尾
溜
池
の
奧
に
広
が
る
水
源
涵
養
林
が
「
大

村
の
イ
チ
イ
ガ
シ
天
然
林
」
と
し
て
国
指
定
天
年
記
念
物
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
イ
チ
イ
ガ
シ
が

大
村
市
の
木
と
な
っ
た
。

イ
チ
イ
ガ
シ
は
樹
高
三
〇
㍍
に
達
し
、
常
緑
広
葉
樹
の
王
と
い
っ
た
風
格
が
あ
る
。
カ
シ
類
の
中

で
は
全
国
的
に
も
分
布
が
少
な
い
種
で
関
東
地
方
南
部
か
ら
四
国
、
九
州
、
台
湾
、
中
国

ま
で
分
布
す
る
。

木
の
幹
は
独
特
の
剥
げ
か
た
を
し
て
樹
皮
に
波
状
の
紋
様
が
で
き
る
。
葉
は
カ
シ
の
仲
間

で
は
小
さ
く
、
日
本
産
の
常
緑
カ
シ
の
中
で
、
葉
の
裏
側
に
毛
を
密
生
し
、
裏
全
体
が
黄
褐

色
に
見
え
る
の
が
、
イ
チ
イ
ガ
シ
だ
け
の
特
徴
と
い
え
る
。

■
２
．
大
村
市
の
花
ー
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ（
バ
ラ
科
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
七
年（
一
九
七
二
）四
月
八
日
決
定

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
大
村
の
女
子
師
範
学
校
の
教
官
で
あ
っ
た
外
山
三
郎
が
、

大
村
神
社
の
里
桜
（
八
重
桜
）の
中
か
ら
発
見
し
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
の
和
名
と
学
名
を
つ
け
て

発
表
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
に
県
指
定
、昭
和
四
十
二
年
に「
大
村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
」

の
名
で
昇
格
し
て
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
大
村
市
の
花
と
な
っ
て
い
る
。

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
の
第
一
の
特
徴
は
花
弁
の
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
。
花
び
ら
が
少
な
い
も

の
で
も
六
〇
枚
、
多
い
も
の
で
は
二
〇
〇
枚
に
も
な
る
。
第
二
の
特
徴
は
一
つ
の
花
が
二
段
咲

三  

図３‐７　イチイガシ（ブナ科）

図３‐８　オオムラザクラ（バラ科）
� （大鋸　緑作図『長崎県植物誌』より）



149自然編 第三章 植物と動物

き
で
あ
る
こ
と
。
二
段
咲
き
と
は
、
八
重
桜
を
二
重
に
し
た
恰
好
で
咲
き
、
下
の
花
を
外
花
、
上
の
花
を
内
花
と
呼
び
、
初
め
に
外
花
が
咲
き
、

続
い
て
内
花
が
咲
い
て
一
つ
の
花
と
な
り
、
花
の
直
径
は
四
㌢
㍍
に
も
な
る
。
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
系
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
　
大
村
市
の
巨
樹
・
巨
木
及
び
黒
木
ヶ
原
岳
の
巨
大
モ
ミ

大
村
市
の
観
光
名
所
に
も
な
っ
て
い
る
大
村
公
園
は
、「
玖
島
崎
樹
叢
」
と
し
て
県
指
定
天
然
記
念
物（
昭
和
四
十
九
年
指
定
）と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は
ク
ス
ノ
キ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
の
巨
樹
、
巨
木
が
多
く
、
幹
周
り
が
一
㍍
を
超
す
も
の
だ
け
で
総
数
一
〇
〇

本
に
及
ん
で
い
る
。
最
大
の
ク
ス
ノ
キ
は
幹
周
り
が
六
・
三
㍍
、
ム
ク
ノ
キ
四
・
七
㍍
、
ス
ダ
ジ
イ
五
・
七
㍍
、
ア
ラ
カ
シ
五
・一
㍍
で
、
ス
ダ
ジ
イ
、

ア
ラ
カ
シ
は
、
極
大
に
近
い
巨
樹
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
、
幹
周
り
一
㍍
に
な
っ
た
珍
し
い
ヒ
ゼ
ン
マ
ユ
ミ
も
数
本
自
生
し
て
い
る
。
ヒ
ゼ

ン
マ
ユ
ミ
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）一
月
に
大
村
出
身
の
千
葉
常
三
郎
が
諫
早
の
城
山
公
園
で
発
見
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）に
牧
野

富
太
郎
が
学
会
に
発
表
し
た
ニ
シ
キ
ギ
科
の
常
緑
樹
で「
諫
早
市
の
木
」と
な
っ
て
い
る
。

大
村
公
園
か
ら
順
次
大
村
市
内
全
域
に
今
も
息
づ
く
巨
樹
、
巨
木
、
貴
重
木
を
見
て
い
き
た
い
。

１�　

大
村
城
跡
の
マ
キ（
県
指
定
天
然
記
念
物　

昭
和
四
十
二
年
指
定
）

大
村
公
園
の
一
隅
に
立
派
な
マ
キ（
別
名
イ
ヌ
マ
キ
）の
並
木
が
あ
る
。
幹
周
り
約
三
㍍
か
ら
四
㍍
、
樹
高
お
よ
そ
二
二
㍍
の
マ
キ
が
三
本

整
然
と
並
ん
で
高
々
と
伸
び
て
い
る
。
お
そ
ら
く
今
か
ら
四
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
慶
長
の
頃
築
城
と
共
に
植
え
ら
れ
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。
マ

キ
は
、排
水
の
よ
い
崖
の
ふ
ち
や
傾
斜
地
を
好
ん
で
生
育
す
る
性
質
が
あ
り
、こ
こ
は
適
地
に
当
た
る
た
め
大
変
姿
の
美
し
い
巨
木
に
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
指
定
の
時
に
は
四
本
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
本
が
台
風
の
た
め
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）に
枯
れ
て
し
ま
い
、
現
在
は
三
本
に

な
っ
て
い
る
。

最
大
の
一
本
は
、
幹
周
り
四
・
三
八
㍍　

樹
高
二
二
㍍

２　

長
崎
県
立
城
南
高
校
の
ハ
ル
ニ
レ（
ニ
レ
科
）

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）大
村
市
竹
松
実
業
学
校
と
し
て
開
校
、
昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
二
）長
崎
県
立
大
村
農
業
高
等
学
校
と
し
て

四  
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写真３‐32　大村城跡のマキ（マキ科）　県指定天然記念物

写真３‐33　ハルニレ（ニレ科）

写真３‐34　大エノキ（ニレ科）　スクール・ツリー
となっている。
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独
立
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
年（
一
九
五
六
）に
大
村
園
芸
高
等
学
校
へ
校
名
変
更
が
あ
り
、
更
に
平
成
十
年（
一
九
九
八
）に
改
称
さ
れ

て
大
村
城
南
高
等
学
校
と
な
っ
た
。
玄
関
前
に
北
国
の
山
地
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
県
内
に
は
自
生
し
な
いハ
ル
ニ
レ
が
植
え
込
ま
れ
て
い

る
。
卒
業
生
の
話
で
は
、
か
つ
て
の
長
崎
女
子
師
範
学
校
時
代
か
ら
既
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

幹
周
り　

三
・
五
㍍　
　

樹
高　
一
五
・
〇
㍍

校
内
に
は
、
大
木
と
な
っ
た
珍
し
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産
の

★
ユ
ー
カ
リ
ノ
キ（
フ
ト
モ
モ
科
）―
幹
周
り
二
・
三
㍍
、
樹
高
二
〇
㍍
―
も
あ
る
。

３　

大
村
市
立
萱
瀬
小
学
校
の
大
エ
ノ
キ（
ニ
レ
科
）

創
立
が
明
治
六
年（
一
八
七
三
）九
月
の
萱
瀬
小
学
校
の
校
庭

に
ど
っ
し
り
と
そ
び
え
立
つ
エ
ノ
キ
の
巨
樹
は
、
地
上
三
㍍
付
近

で
幹
が
二
股
に
分
か
れ
、
す
べ
り
台
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

幹
周
り　

四
・
六
㍍　

樹
高　
一
六
・
〇
㍍

４　

玖
島（
上
小
路
）、
緒
方
家
の
カ
シ
ワ（
ブ
ナ
科
）

玖
島
二
丁
目
に
あ
る
江
戸
時
代
か
ら
続
く
緒
方
家
の
庭
に
、

古
く
京
都
か
ら
移
植
し
た
と
い
う
カ
シ
ワ
が
二
本
植
え
込
ま
れ
て

い
る
。
共
に
上
部
が
枯
死
状
態
で
枝
も
短
く
刈
ら
れ
、
樹
勢
の

写真３‐35　緒方家のカシワ・柏（ブナ科）

★
世
界
一
の
高
さ
に
な
る
ユ
ー
カ
リ
ノ
キ
が
荒
瀬
町
の「
西
教
寺
」に
も
植
栽
さ
れ
て
い
た
。

幹
周
り
が
三
・
七
㍍
、
樹
高
が
四
〇
㍍
以
上
、
樹
齢
一
〇
〇
年
余
り
の
日
本
一
大
き
い
ユ
ー
カ
リ
ノ
キ
と
い
う
こ
と
で
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）に
県
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
が
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
を
受
け
樹
勢
が
衰
え
て
枯
死
し
た
た
め

平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）に
指
定
が
解
除
さ
れ
た
。
実
に
惜
し
い
巨
木
で
あ
っ
た
。
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回
復
が
図
ら
れ
て
い
る
。

最
大
の
一
本
は
、
幹
周
り
一
・
九
三
㍍　

樹
高（
目
測
）七
㍍

長
い
歴
史
を
も
つ
緒
方
家
に
は
、
か
つ
て
「
太た

ゆ
う夫

梅ば
い

」
と
呼
ば

れ
る
貴
重
な
紅
梅
も
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

５　

久
原
城
跡
、
原
家
の
ム
ク
ロ
ジ（
ム
ク
ロ
ジ
科
）

正
暦
五
年
（
九
九
四
）に
入
部
し
た
藤
原
直
澄
が
大
村
姓
を

名
の
り
居
城
と
し
、
第
一
五
代
大
村
純
治
ま
で
約
五
〇
〇
年

間
続
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
久
原
城
跡
の
一
郭
に
ム
ク
ロ
ジ
の

巨
木
が
あ
る
。
ム
ク
ロ
ジ
の
実
が
灯
明
の
煤す

す

で
も
、
汚
れ
で
も
よ

く
洗
い
落
と
す
と
こ
ろ
か
ら
石
け
ん
と
し
て
洗
濯
や
洗
髪
に
用
い

ら
れ
て
、
武
家
屋
敷
に
植
え
込
ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
現

地
の
ム
ク
ロ
ジ
は
、
大
き
な
羽
状
複
葉
と
実
を
道
路
に
落
と
し
、

油
を
持
つ
こ
と
か
ら
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
引
き
起
こ
す
と
上
部
が
数

年
前
に
切
り
落
と
さ
れ
、
樹
形
は
い
び
つ
な
が
ら
も
樹
勢
は
良
好

で
あ
る
。

幹
周
り　

三
・
三
二
㍍　
　

樹
高　
一
〇
・
〇
㍍

６　

多
良
山
系
黒
木
ヶ
原
岳
の
巨
大
モ
ミ（
マ
ツ
科
）

こ
の
モ
ミ
は
、
黒
木
ヶ
原
岳
（
六
五
六
㍍
）の
山
中
、
尾
根
か

ら
下
り
た
東
斜
面
の
標
高
五
四
〇
㍍
付
近
に
生
え
て
お
り
、
太

い
幹
に
は
コ
ケ
が
び
っ
し
り
と
張
り
付
い
て
い
る
。
推
定
樹
齢
は

写真３‐36　ムクロジ（ムクロジ科）写真３‐37　黒木ヶ原岳の巨大モミ（マツ科）



153自然編 第三章 植物と動物

約
三
五
〇
年
。
山
中
（
国
有
林
）に
育
つ
自
生
の
モ
ミ
で
、
こ
れ

ほ
ど
の
大
き
さ
と
な
っ
た
も
の
は
珍
し
い
。
営
林
署
が
こ
の
モ
ミ

鑑
賞
の
た
め
新
た
な
登
山
ル
ー
ト
を
設
け
た
こ
と
で
黒
木
集
落
か

ら
約
四
〇
分
で
現
地
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幹
周
り　

五
・
七
八
㍍　
　

樹
高　

四
一
・
〇
㍍

　
　
神
社
・
仏
閣
の
森
―「
鎮
守
の
森
」

１　

萱
瀬
の
氷
川
神
社
の
ハ
リ
モ
ミ（
マ
ツ
科
）

氷
川
神
社
の
境
内
に
ハ
リ
モ
ミ（
針
樅
）
四
本
が
あ
る
。
別
名

バ
ラ
モ
ミ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
樹
は
、
葉
の
先
が
鋭
く
尖
り
触
れ

五  

写真３‐38　ハリモミ（マツ科）

る
と
痛
い
。
日
本
特
産
種
で
分
布
域
は
本
州
、
四
国
、
九
州（
高
隈
山
ま
で
）、
外
国
に
は
産
し
な
い
。

最
大
の
一
本
は
、
幹
周
り
二
・
九
〇
㍍　

樹
高（
目
測
）二
五
㍍

な
お
、
神
社
の
裏
側
に
タ
ブ
ノ
キ
の
巨
木
、
ム
ク
ノ
キ
の
大
木
も
あ
る
。

２　

黒
木
の
黒
木
観
音
堂
の
森

巨
大
な
岩
肌
に
囲
ま
れ
た
別
名
岩
屋
観
音
堂
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
鎮
守
の
森
は
多
く
の
樹
木
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）に
黒
木
小
学
校
か
ら
「
わ
が
町
大
樹
」
に
推
薦
さ
れ
た
ス
ギ
の
ほ
か
イ
チ
イ
ガ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
モ
ミ
な
ど
の
巨
木
、
大
木

が
林
立
し
て
い
る
。

最
大
の
ス
ギ	

幹
周
り
二
・
五
五
㍍	

樹
高（
目
測
）
三
二
㍍

イ
チ
イ
ガ
シ	

幹
周
り
三
・一
六
㍍	

樹
高（
目
測
）二
五
㍍

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ	

幹
周
り
一・
九
七
㍍	

樹
高（
目
測
）二
四
㍍
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３　

三
城
風
致
地
区（
長
崎
県
忠
霊
塔
・
富
松
神
社
）

忠
霊
塔
か
ら
富
松
神
社
が
一
体
と
な
っ
て
ク
ス
ノ
キ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
シ
イ
、
カ
シ
、
ヤ
マ

モ
モ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
や
針
葉
樹
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
鬱
蒼
と
茂
る
森
が
帯
状
に
続
く
こ
と
で
風

致
地
区
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
富
松
神
社
の
ク
ス
ノ
キ
は
幹
周
り
が
五
㍍
以
上
も
あ
り
、
し
め
縄
が

つ
い
た
ス
ギ（
神
木
）の
樹
高
は
二
五
㍍
に
達
し
、
ま
た
、
巨
木
、
大
木
と
な
っ
た
ス
ダ
ジ
イ
も
多
い
。

な
お
富
松
神
社（
久
田
松
和
則
宮
司
）で
は
、
異
空
間
で
奏
で
る「
社や

し
ろ

の
森
の
演
奏
会
」が
定
期
的
に

催
さ
れ
て
い
る
。

４　

木
場
一
丁
目
の
野
田
神
社

ツ
ブ
ラ
ジ
イ
、
ス
ダ
ジ
イ
の
椎
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
樫
の
ほ
か
ク
ロ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
更

に
孟
宗
竹
が
生
え
る
野
田
神
社
に
は
神
木
と
な
っ
た
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の
巨
木
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一

本
は
特
に
見
事
で
樹
勢
も
よ
い
。

ツ
ブ
ラ
ジ
イ（
ブ
ナ
科
）　

幹
周
り
四
・
三
五
㍍　

樹
高

一
四
㍍

５　

池
田
二
丁
目
の
熊
野
神
社

高
速
道
路
の
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
に
ほ
ど
近
い
高

台
に
建
つ
熊
野
神
社
に
は
推
定
樹
齢
三
五
〇
年
の
「
夫

婦
マ
キ
」
が
神
木
と
し
て
し
め
縄
が
張
ら
れ
て
い
る
。
幹

周
り
は
共
に
二
・
二
㍍
ほ
ど
だ
が
、
二
本
の
マ
キ
が
並
ん

だ
樹
形
は
美
し
い
。
境
内
に
は
、
ク
ス
ノ
キ
、
ア
ラ
カ
シ
、

ナ
ナ
ミ
ノ
キ
等
の
常
緑
樹
の
ほ
か
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
類
の
針

写真３‐39　富松神社のスギ（神木）写真３‐40　野田神社の神木のツブラジイ（ブナ科）

写真３‐41　樹齢350年の夫婦マキ（神木）
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葉
樹
も
植
え
込
ま
れ
て
い
る
。

６　

古
町
一
丁
目
の
本
経
寺
の
ソ
テ
ツ

市
指
定
天
然
記
念
物

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
二
月
指
定
の
本
堂
前
に
植
え
ら
れ
た
左
右
の
ソ
テ
ツ
は
、
姿
が

大
変
素
晴
ら
し
く
堂
々
と
し
て
お
り
、
樹
勢
も
良
い
。
ソ
テ
ツ
は
神
社
仏
閣
に
よ
く
植
え
込
ま
れ
て

い
る
が
、
昔
は
一
風
変
わ
っ
た
格
好
の
植
物
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
左
右
の
ソ
テ
ツ
か
ら
は
共
に

一
五
本
以
上
の
支
幹
が
地
上
を
這
い
、
ま
た
真
す
ぐ
伸
び
た
も
の
は
幹
周
り
二
・
二
三
㍍
、
樹
高

八
・
五
㍍
と
な
り
、
県
指
定
天
然
記
念
物
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
ソ
テ
ツ
で
あ
る
。
ま
た
、
本
経
寺

に
は
、
樹
形
が
素
晴
ら
し
い
幹
周
り
一
・
九
四
㍍
の
見
事
な
モ
ッコ
ク（
ツ
バ
キ
科
）も
あ
る
。

７　

宮
小
路
二
丁
目
の
昊
天
宮
の
社
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
指
定
天
然
記
念
物（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
）

大
村
市
内
で
最
も
古
い
神
社
と
言
わ
れ
る
昊
天
宮
に
は
多
数
の
し
め
縄
が
張
ら
れ
た
神
木
が
あ
り
、

そ
の
代
表
的
神
木
は
ク
ス
ノ
キ
で
社
叢
の
全
域
を
占
め
て
い
る
。
常
緑
樹
に
は
ク
ス
ノ
キ
の
ほ
か
幹
周

り
二
・
三
〇
㍍
の
ナ
ギ
や
ア
ラ
カ
シ
、
イ
ヌ
マ
キ
が
多
い
。
落
葉
樹
に
は
幹
周
り
四
・
二
四
㍍
の
ム
ク
ノ

キ（
ニ
レ
科
）が
あ
る
が
、
市
指
定
時
に
あ
っ
た
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
今
は
な
い
。

ク
ス
ノ
キ（
ク
ス
ノ
キ
科
）　

最
大
幹
周
り
五
・一
三
㍍　

樹
高
二
六
㍍

８　

松
原
本
町
の
松
原
八
幡
神
社
の
社
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
指
定
天
然
記
念
物（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
四
日
）

旧
長
崎
街
道
の「
松
原
宿
」の
す
ぐ
近
く
に
鎮
座
す
る
松
原
八
幡
神
社
は
、
鎌
倉
時
代
の
末
に
は

既
に
あ
っ
た
と
い
う
古
い
神
社
で
あ
る
。

写真３‐42　本経寺の大ソテツ（ソテツ科）写真３‐43　昊天宮の鳥居とクスノキ
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社
殿
背
後
に
堂
々
と
そ
び
え
立
つ
ク
ス
ノ
キ
は
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）、
地
元
の
松
原
小
学
校
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
大
樹
コ
ン

ク
ー
ル
」に
選
ば
れ
木
製
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
幹
周
り
八
・

七
〇
㍍
、
樹
高
二
五
㍍
の
巨
樹
な
が
ら
根
元
は
車
道
を
通
す
た
め

石
垣
で
削
り
取
ら
れ
窮
屈
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ク
ス
ノ
キ
以
外
に
も
ム
ク
ノ
キ
や
エ
ノ
キ
の
大
木
、
更
に
ア
ラ
カ
シ
、

イ
チ
イ
ガ
シ
、
ヤ
マ
モ
ガ
シ
、
イ
ヌ
マ
キ
、
ナ
ギ
、
マ
ツ
な
ど
が
鎮
守

の
森
を
構
成
し
て
い
る
。

松
原
八
幡
神
社
の
中
嶋
秀
人
宮
司
の
話
で
は「
第
二
次
世
界
大
戦

の
時
、
神
社
に
あ
っ
た
巨
大
な
マ
ツ
五
本
が
樟
脳
を
採
る
た
め
に
伐

採
さ
れ
た
」そ
う
で
あ
る
。
松
原
の
地
名
か
ら
も
か
つ
て
は
マ
ツ
が
多
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
　
大
村
市
内
の
国
道
・
県
道
・
市
道
の
街
路
樹

道
路
の
オ
ア
シ
ス
と
も
な
っ
て
い
る
街
路
樹
（
並
木
）の
歴
史
は
大
変
古
く
、
奈
良
時
代
か
ら
始
ま
り
、
中
世
、
近
世
に
な
る
と
旅
人
の
た
め

一
里
塚
と
し
て
街
路
樹
が
植
え
込
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
参
勤
交
代
が
続
い
た
こ
と
で
、
道
路
沿
線
の
景
色
に
配
慮
し
た
マ
ツ
街
道
、
ス
ギ

街
道
が
主
要
な
東
海
道
、
中
山
道
等
に
整
備
さ
れ
た
。

特
に
九
州
で
は
ク
ス
ノ
キ（
樟
脳
の
原
料
）、
ハ
ゼ
ノ
キ（
蝋
の
原
料
）な
ど
利
用
価
値
の
高
い
樹
木
が
植
え
ら
れ
た
。
明
治
以
降
は
、
ヨ
ー
ロッ
パ

の
影
響
を
受
け
て
、
街
路
樹
に
よ
る
都
市
の
緑
化
と
景
観
に
力
が
注
が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ナ
ン

キ
ンハ
ゼ
と
い
っ
た
外
来
種
が
多
く
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
で
は
景
観
ば
か
り
で
な
く
、
防
災
、
防
音
、
防
暑
な
ど
機
能
的
に

も
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

六  

写真３‐44　中嶋秀人宮司とクスノキの巨樹
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大
村
市
を
貫
く
主
要
道
の
国
道
三
四
号
線
は
近
年
の
拡
幅
工

事
に
伴
い
江
戸
時
代
か
ら
続
く
桜
並
木
が
撤
去
さ
れ
、
新
し
い

街
路
樹
の
整
備
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
高
速
道
路
の
大

村
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
か
ら
長
崎
空
港
を
結
ぶ
国
道
、
県
道
約
五

㌔
㍍
に
は
整
然
と
並
ん
で
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
チ
ョ
ウ
が

多
数
植
え
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
賀
島
町
、
黒
丸
町
、
寿

古
町
を
経
由
し
国
道
三
四
号
に
つ
な
が
る
市
道
に
も
イ
チ
ョ
ウ
、

ケ
ヤ
キ
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
、
カ
ン
ツ
バ
キ
の
見
事
な
街
路
樹
が
約
五

㌔
㍍
に
わ
た
っ
て
続
く
。
更
に
、
全
線
開
通
し
た
池
田
新
町
か

ら
三
城
町
、独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
新
し
い
市
道
に
は
マ
テ
バ
シ
イ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、

サ
ク
ラ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
が
樹
種
を
換
え
て
一
直
線
に
延
々
と
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

大
村
市
内
の
街
路
樹
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
樹
木
は
イ
チ
ョ
ウ
で
、
大
村
駅
か
ら
向
陽
高
校
方
面
への
市
道
に
も
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
続
く
。

次
に
多
い
の
が
ナ
ン
キ
ンハ
ゼ
で
、
大
村
市
の
街
路
樹
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
三
種
は
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ナ
ン
キ
ンハ
ゼ
、
サ
ク
ラ
で
あ
る
。

特
に
江
戸
中
期
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
ナ
ン
キ
ンハ
ゼ
は
、
秋
の
紅
葉
が
美
し
く
、「
長
崎
市
の
木
」
と
な
っ
て
お
り
、
爆
心
地
公
園
一
帯
の
ナ

ン
キ
ンハ
ゼ
並
木（
通
称
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
通
り
）は
平
成
六
年（
一
九
九
四
）、
新
日
本
街
路
樹
百
景
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
は
び
こ
る
帰
化
植
物
―
帰
化
率
か
ら

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
今
日
、
外
来
種
の
帰
化
植
物
抜
き
で
日
本
の
植
物
相
を
語
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
さ
て
帰
化
植
物
と
は
「
よ

そ
の
国
か
ら
入
っ
て
き
て
、
野
生
状
態
に
な
っ
た
植
物
」
を
言
う
が
、
よ
り
具
体
的
な
定
義
は
、
帰
化
植
物
は
人
間
の
力
で
運
ば
れ
て
き
た
植

七  

写真３‐45　富の原町付近のケヤキ街路樹

写真３‐46　長崎空港線のナンキンハゼ街路樹
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物
を
指
す
。
我
が
国
への
帰
化
植
物
の
侵
入
は
、
古
く
は
中
国
大
陸
と
の
交
流
の
開
始
と
と
も
に
始
ま
っ
た
が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
そ
の
数
は

極
め
て
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
明
治
維
新
の
開
国
を
契
機
と
し
て
、
外
来
雑
草
の
渡
来
が
増
大
し
、
明
治
時
代
に
は
約
一
〇
〇
種
、
そ
れ
が
大
正
時
代
に
は
約

一
五
〇
種
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
は
四
〇
〇
種
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
更
に
世
界
的
な
農
産
物
市
場
の
広
範
な
自
由
化
に
伴
っ
て
、

輸
入
家
畜
飼
料
等
に
混
入
し
た
雑
草
種
子
か
ら
帰
化
植
物
の
急
激
な
侵
入
が
起
こ
り
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）に
は
約
五
〇
〇
種
、
昭

和
五
十
年
に
は
約
七
〇
〇
種
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）に
は
約
一
二
〇
〇
種
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
帰
化
植
物
は
現
在
一
三
〇
〇
種
を
数
え
、

年
間
三
〇
種
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
新
し
い
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う（
清
水
矩
宏
・
広
田
伸
七
・
森
田
弘
彦
著『
日
本
帰
化
植
物
写
真
図
鑑
』

よ
り
）。

日
本
の
植
物
は
種
子
植
物
と
シ
ダ
植
物
を
合
わ
せ
て
約
四
〇
〇
〇
種
（
琉

球
列
島
を
除
く
）ほ
ど
か
ら
、
そ
の
三
分
の
一
弱
が
帰
化
植
物
と
な
る
。

増
え
続
け
る
秘
密
は
、
帰
化
植
物
た
ち
の
生
存
戦
略
に
あ
る
。

１
．
一
年
生
草
本
が
多
く
て
多
年
生
植
物
は
少
な
く
、
木
本
は
ま
れ
で
あ
る
。

生
活
環
が
短
い
。

２
．
環
境
が
悪
く
て
も
花
や
種
子
を
つ
け
、
環
境
の
変
化
に
よ
く
耐
え
、
芽

を
出
し
た
後
の
成
長
が
極
め
て
早
い
。

３
．
お
び
た
だ
し
い
量
の
種
子
を
つ
く
る
も
の
が
多
く
、
一
生
を
通
し
て
種
子

を
つ
く
る
期
間
が
長
い
。

４
．
日
な
た
を
好
み
、
ま
た
窒
素
分
が
多
い
富
栄
養
の
土
壌
に
よ
く
生
育
す
る
。

５
．
種
子
の
発
芽
の
際
、
特
別
な
条
件
を
必
要
と
し
な
い
も
の
が
多
く
、
種

子
の
寿
命
が
長
い
。

図３‐９　帰化植物の増加状態の推移　（浅井1986に加筆）
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以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
帰
化
植
物
は
新
し
い
土
地
で
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
急
速
に
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ（
キ
ク
科
）
は
一
株
で
四
万
個
の
種
子
を
つ
け
、
そ
れ
が
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
な
綿
毛
で
風
に
舞
っ
て
瞬

く
間
に
日
本
中
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
種
子
だ
け
で
な
く
地
下
茎
の
両
方
で
増
え
、
在
来
の
植
物
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
旺
盛
な
繁
殖
力
を

持
っ
て
い
る
。

大
村
市
全
域
に
も
数
多
く
の
種
類
の
帰
化
植
物
が
侵
入
し
て
お
り
、
特
に
集
中
し
て
い
る
場
所
と
し
て
長
崎
空
港
及
び
自
衛
隊
空
港
周
辺

の
広
大
な
空
き
地
、
郡
川
、
鈴
田
川
な
ど
の
河
川
敷
、
放
棄
さ
れ
た
畑
地
、
新
興
住
宅
地
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
村
市
を
七
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
ご
と
に
調
べ
た
結
果
は
表
３
―
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
帰
化
率
は
帰
化
植
物
の
種
類
数
／
生
え
て
い
る
植
物
の
全
種
類
数
×
一
〇
〇（
％
）で
示
す
。

そ
の
結
果
、
長
崎
空
港
の
広
大
な
空
き
地
は
多
く
の
帰
化
植
物
に
占
領
さ
れ
、
順
次
海
水
浴
場
、
河

川
敷
、
草
原
な
ど
で
多
く
、
里
山
、
山
地
で
は
低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
特
に
五
家
原
岳
尾
根
筋
な
ど
人

間
の
影
響
が
少
な
い
安
定
し
た
環
境
は
、
既
に
在
来
種
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
帰
化
植
物
の
侵
入
す
る
余
地

が
少
な
い
の
に
対
し
、
空
港
空
き
地
、
海
水
浴
場
な
ど
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
従
来
の
植
生
が
破
壊

さ
れ
、
不
安
定
な
環
境
と
な
っ
て
帰
化
植
物
の
侵
入
を
容
易
に
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
裏
付
け
さ

れ
る
。

最
も
帰
化
率
が
高
い
長
崎
空
港
空
き
地
に
は
春
は
赤
、
黄
色
、
白
色
の
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
セ
イ
ヨ
ウ
ヒ
キ

ヨ
モ
ギ
、
マ
ン
テ
マ
、
ヘ
ラ
オ
オ
バコ
、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
な
ど
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
。

帰
化
植
物
を
含
む
外
国
か
ら
の
動
植
物
の
増
加
が
、
我
が
国
の
生
態
系
に
未
だ
知
り
得
て
い
な
い
様
々

な
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
（
生
物
災
害
）
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
顕
著
と
な
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
が
強
く
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
在
来
種
を
守
る
た
め
の
「
外
来
生
物
法
―
特
定
外
来
生
物

に
よ
る
生
態
系
への
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
四
月
か
ら

表３‐１　大村市における七地区の帰化率
調査した各地域 帰化率（％）

長崎空港の空き地 60.8

松原海水浴場一帯 31.8

河川敷（鈴田川中流域） 28.3

草原（琴平スカイパーク展望台） 20.2

ため池（野岳湖） 12.3

里山（鉢巻山） 2.9

山地（五家原岳からの尾根筋一帯） 0.0
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輸
入
や
、
種
を
蒔
い
た
り
、
植
え
た
り
す
る
こ
と

が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
違
反

し
た
ら
、
個
人
の
場
合
懲
役
三
年
以
下
も
し
く
は

三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
法
人
の
場
合
一
億
円

以
下
の
罰
金
と
非
常
に
重
い
罰
則
も
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
長
年
、
道
路
法の

り
め
ん面

の
緑
化
に
利
用
さ
れ

て
き
た
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
イ
タ
チ
ハ
ギ
、
シ
ナ

ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ

な
ど
が
使
用
不
可
と
な
り
、
必
然
的
に
国
土
緑
化

の
見
直
し
が
起
こ
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
五
月
に
、
生
物

多
様
性
条
約
事
務
局
（
カ
ナ
ダ
）
か
ら
生
態
系
や

農
業
な
ど
様
々
な
影
響
を
引
き
起
こ
す
海
外
か
ら

の
動
植
物
の
侵
入
駆
除
に
投
じ
ら
れ
て
い
る
費
用

が
、
世
界
全
体
で
年
間
一
兆
四
〇
〇
〇
億
㌦
（
約

一
三
三
兆
円
）に
上
る
と
す
る
報
告
書
が
発
表
さ

れ
た
。

大
村
市
内
の
河
川
、
溜
池
の
一
部
に
見
ら
れ
る

熱
帯
ア
メ
リ
カ
産
の
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
（
ミ
ズ
ア
オ
イ

科
）
な
ど
の
水
生
植
物
は
、
発
展
途
上
国
の
水
道

写真３‐47　ヘラオオバコ郡落（オオバコ科）
　　　　　　ヨーロッパ原産

写真３‐48　セイヨウヒキヨモギ（ゴマノハグサ科）
　　　　　　ヨーロッパ原産

写真３‐49　�害草に指定された水草ーホテイアオイ
（ミズアオイ科）　熱帯アメリカ原産

写真３‐50　ボタンウキクサ（サトイモ科）
　　　　　　南アフリカ原産
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や
か
ん
が
い
施
設
の
取
水
を
妨
げ
、
関
連
の
損
害
は
年
間
一
億
㌦
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

大
村
市
史
で
の
植
物
調
査
時
に
、
諫
早
市
と
境
を
接
す
る
今
村
川
周
辺
に
こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
も
な
か
っ
た
珍
し
い
南
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ナ
ン
バン
ア
カ
バ
ナ
ア
ズ
キ（
マ
メ
科
）
を
確
認
し
た
。
日

本
で
は
沖
縄
で
の
報
告
例
が
あ
る
が
、
長
崎
県
で
は
新
産
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
東
大
川
河

口
の
土
手
に
も
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
ア
メ
リ
カ
ウ
ン
ラ
ン
モ
ド
キ（
ゴマ
ノ
ハ
グ
サ
科
）を
確
認
し
た
が
、

平
成
十
二
年（
二
〇
〇
〇
）に
佐
世
保
市
で
の
記
録
が
あ
り
、
大
村
は
二
例
目
と
な
る
。
実
際
に
、

こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
植
物
に
出
会
っ
た
ら
、
帰
化
植
物
と
疑
っ
て
間
違
い
な
い
。

　
　
大
村
藩
時
代
の「
長
崎
街
道
」を
歩
く

長
崎
街
道
は
、
江
戸
初
期
の
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
四
四
）に
整
備
さ
れ
た
小
倉
か
ら
長

崎
に
至
る
全
長
五
七
里（
約
二
二
八
㌔
㍍
）の
街
道
で
あ
る
。
長
崎
に
入
っ
て
き
た
西
洋
文
化
は
、

こ
の
街
道
か
ら
山
陽
道
を
経
て
大
阪
・
京
都
へ
、
そ
し
て
東
海
道
を
経
て
江
戸
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
海
外
か
ら
の
情
報
や
物
資
と
同
時
に
日
本

の
伝
統
的
品
々
も
海
外
へ
と
出
て
い
く
な
ど
、
日
本
と
海
外
を
結
ぶ
重
要
な
街
道
で
も
あ
っ
た
。

大
村
藩
に
限
る
と
、
標
高
二
〇
二
㍍
の
俵
坂
は
佐
賀
藩
と
大
村
藩
の
境
に
位
置
し
、
今
も
佐
賀
県
と
長
崎
県
の
県
境
と
な
っ
て
い
る
。
長

崎
街
道
は
こ
の
俵
坂
番
所
跡（
明
治
四
年
廃
止
）か
ら
今
の
東
彼
杵
町
を
通
過
し
、大
村
市
街
地
を
抜
け
た
日
野（
鈴
田
）峠
に
あ
る
国
境
石（
現

在
も
大
村
市
と
諫
早
市
の
境
）ま
で
の
約
三
〇
㌔
㍍（
七
里
半
）の
道
の
り
で
あ
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
大
村
市
の
長
崎
街
道
筋
に
は
松
原
、
竹
松
、
植
松
、
並
松
、
松
山
、
岩
松
な
ど「
松
」の
つい
た
地
名
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
古
い
時
代
か
ら
松
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
事
実
、
往
還
（
街
道
の
意
）の
松
は
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
江
戸
幕
府
が
諸

大
名
に
命
じ
て
植
え
さ
せ
た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
の
シ
ー
ボ
ル
ト
の
江
戸
参
府
時
の
図
に
も
松
並
木
が
描
か
れ
て
い
る
。

大
村
藩
の
藩
政
日
記
の『
九
葉
実
録
』
第
一
冊
に
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
閏
八
月
十
八
日
に
「
官
道
の
松
枝
ヲ
伐
ル
モ
ノ
ア
リ　

令
シ
テ

八  

写真３‐51　�ナンバンアカバナアズキ 南蛮赤花小豆
（マメ科）　南アメリカ原産
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二
三
尺
ノ
松
ヲ
植
ヘ
シ
ム
」、「
官
道
（
左
右
横
）一
歩
ヲ
隔
テ　

高
サ
尺
以
上
ノ
松
一
株
ヲ

植
フ
」の
記
述
が
あ
る
。

松
の
特
徴
は
、
痩
せ
地
で
も
育
ち
や
す
く
、
根
を
比
較
的
し
っ
か
り
と
下
ろ
す
こ
と
か

ら
海
岸
線
の
砂
地
に
防
潮
・
防
風
林
と
し
て
最
適
な
樹
木
で
、
大
村
湾
に
沿
っ
た
長
崎
街

道
に
は
打
っ
て
つ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
近
年
松
が
急
速
に
減
っ
た
原
因
は
、
自

然
現
象
で
は
松
食
い
虫
な
ど
の
病
虫
害
、
風
水
害
な
ど
、
人
為
的
に
は
建
築
、
薪
炭
な
ど

の
用
材
と
し
て
の
乱
伐
、
道
路
の
変
更
や
道
路
の
拡
張
に
よ
る
伐
採
、
大
村
で
は
戦
時
中

軍
用
機
の
飛
行
に
邪
魔
す
る
と
し
て
、
多
数
の
名
松
老
木
が
伐
採
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。

さ
て
、
長
崎
街
道
の
俵
坂
峠
を
越
え
る
と
眼
下
に
棚
田
が
広
が
り
、
更
に
「
大
楠
」
と

呼
ば
れ
る
二
の
瀬
集
落
へ
坂
道
を
下
る
。
巨
大
な
ク
ス
ノ
キ
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
地

名
で
、
そ
ば
に
は
東
彼
杵
町
立
大
楠
小
学
校
が
建
っ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の『
江
戸
参
府

紀
行
』
に
は
、「
彼
杵
の
ク
ス

ノ
キ
」
を
測
っ
た
ら
幹
周
り
が

一
六
・
八
八
四
㍍
、
内
部
は
空
洞
に
な
っ
て
い
て
畳
八
畳
分
、
一
五
人
が
そ
の
中
に

立
つ
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
。
シ
ー
ボ
ル
ト
一
行
が
見
た
ク
ス
ノ
キ
は
国
道
改
修
の

際
、
明
治
二
十
年
代
に
伐
ら
れ
て
二
の
瀬
村
に
売
り
渡
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
に

植
え
込
ま
れ
た
二
世
の
ク
ス
ノ
キ
も
今
は
幹
周
り
三
・
七
九
㍍
の
巨
木
と
な
っ
て
い

る
。彼

杵
川
を
渡
る
と
彼
杵
宿
跡
に
着
く
。「
彼
杵
宿
」
は
平
戸
街
道
への
分
岐
点
で

も
あ
っ
た
。
彼
杵
か
ら
は
美
し
い
大
村
湾
を
見
な
が
ら
長
崎
街
道
二
五
宿
の
一
つ 写真３‐52　旧大楠跡に立つ案内板（東彼杵町二の瀬）

写真３‐53　長崎街道大村宿
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「
松
原
宿
」へ
と
向
か
う
。
今
も
松
原
鎌
で
有
名
な
松
原
宿
は
、
幸
い
に
し
て
昔
の
町

並
み
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
松
原
宿
活
性
化
の
街
興
し
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
ま
た
ク
ス
ノ
キ
の
巨
樹
が
そ
び
え
る
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
た
「
八
幡
神
社
」

が
あ
る
。

松
原
川
、
更
に
郡
川
を
渡
る
と
竹
松
の
鎮
守
の
森
に
覆
わ
れ
た
「
昊
天
宮
」
を
経
て

松
並
か
ら
「
大
村
宿
本
陣
跡
」
に
到
着
す
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
大
村
宿
で
藩
の
役
人
か

ら
、
大
村
湾
特
産
の
真
珠
貝
を
昼
食
に
出
さ
れ
た
と
い
う
。

大
村
宿
を
過
ぎ
る
と
野
田
神
社
の
脇
を
通
過
し
鈴
田
川
を
渡
っ
て
大
里
の
大
神
宮

か
ら
日
野（
鈴
田
）峠
ま
で
の
長
い
上
り
坂
を
登
り
き
っ
て
佐
賀
藩
の
諫
早
領
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
諫
早
市
破
籠
井
町
か
ら
大
村
市
の
国
境
石
に
至
る
長
さ
約
一・
五
㌔
㍍
、

標
高
差
一
二
〇
㍍
の
長
崎
街
道
が「
大
村
街
道
」の
名
称
で
、諫
早
市
指
定
史
跡（
昭

和
五
十
二
年
二
月
指
定
）と
な
り
、
平
成
八
年（
一
九
九
六
）に
は
両
市
に
ま
た
が
る
一

帯
が
、
文
化
庁
の
「
日
本
歴
史
の
道
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
江
戸
時
代
の

街
道
が
そ
の
ま
ま
残
る
貴
重
な
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
街
道
に
は
シ
イ
、
カ
シ
、
コ
ナ

ラ
、
ク
ロ
キ
、
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
、
ハ
ク
サ
ン
ボ
ク
な
ど
三
〇
種
以
上
の
樹
木
が
枝
を
伸
ば
し
、

緑
陰
を
な
す
。

■
平
成
の
長
崎
街
道
千
本
松
並
木
復
元

長
崎
県
は
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
か
け
が

え
の
な
い
森
林
を
社
会
全
体
で
支
え
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
森
林
保
全
を
目
的

と
す
る
「
な
が
さ
き
森
林
環
境
税
」
を
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
四
月
か
ら
導
入
し

写真３‐54　長崎街道「日野（鈴田）峠」松並復元植樹 2010.3.11
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た
。
こ
の
森
林
環
境
税
を
財
源
に
し
て
幅
広
く
県
民
が
参
画
で
き
る
「
県
民

参
加
の
森
づ
く
り
」
が
始
ま
り
、
長
崎
街
道
松
並
復
元
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
東
彼
杵
町
、
大
村
市
、
諫
早
市
を
貫
く
長
崎
街
道
の
間
伐
、
沿
道
への

松
の
植
樹
、
下
草
刈
り
作
業
に
地
元
の
住
民
、
小
中
学
生
を
巻
き
込
ん
で
街

道
に
松
並
木
を
甦
ら
せ
る
約
三
年
間
の
活
動
に
よ
り
全
域
への
植
え
込
み
作
業

が
終
了
し
た
。

江
戸
時
代
の
古
地
図
を
開
く
と
長
崎
街
道
に
限
ら
ず
東
海
道
、
中
山
道
な

ど
に
も
木
陰
を
つ
く
り
日
除
け
や
風
除
け
と
し
て
、
人
の
往
来
や
時
代
を
見
つ

め
て
い
た
松
並
木
の
存
在
が
記
し
て
あ
る
。
松
は
予
想
以
上
に
成
長
が
早
く
、

平
成
の
松
並
木
の
中
を
健
康
や
ロ
マ
ン
あ
る
い
は
癒
し
を
求
め
て
歩
く
人
た
ち

が
、
今
後
間
違
い
な
く
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
　
大
村
藩
時
代
の
山
野
の
土み

や
げ産
、
売
出
物
と
現
代
の
農
作
物
、
果
物
類
ほ
か

藤
野　

保
編
『
大
村
郷
村
記
』
第
一
巻
〜
第
六
巻
に
「
大
村
藩
領
内
に
お
け
る
山
野
土
産
、
売
出
物
」
に
つい
て
の
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。
例

え
ば
、
大
村
の
山
野
土
産
に
は
萱か

や

、
蕨わ

ら
び

、
石つ

わ
ぶ
き蕗

、
揚や

ま
も
も梅

、
李す

も
も

な
ど
一
五
種
類
が
、
ま
た
売
出
物
に
は
薪ま

き

、
梨な

し子
、
薯や

ま
い
も蕷

、
木も

め
ん綿

な
ど
一
九
種

類
が
書
か
れ
、
竹
松
村
、
福
重
村
、
鈴
田
村
、
三
浦
村
な
ど
各
村
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
産
物
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
面
白
い
の
は
松
原
村
の

売
出
物
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
刃
物
類
の
鎌か

ま

、
包ほ

う
ち
ょ
う丁

、
鉈な

た

、
鍬く

わ

に
加
え
烏い

か賊
、
蛸た

こ

、
海え

び老
、
鯖さ

ば

、
鰯い

わ
し

な
ど
海
産
物
と
楮こ

う
ぞ

、
櫨は

ぜ

、
茶ち

ゃ

な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

有
薗
正
一
郎
（
愛
知
大
学
教
授
）が
「
米
は
な
く
て
も
芋
・
い
わ
し
！
江
戸
時
代
の
大
村
人
の
食
生
活
」
と
題
し
た
講
演
会
の
中
で
、
大
村
藩

で
は
琉
球
芋
と
呼
ん
で
い
た
さ
つ
ま
芋
は
、
平
戸
の
英
国
商
館
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コッ
ク
ス
に
よ
り
薩
摩
よ
り
も
早
い
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）に
平

九  
写真３‐55　鈴田小６年生の卒業記念植樹 2010.3.14
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戸
に
輸
入
、
栽
培
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
大
村
湾
で
大
量
に
捕
れ
た
鰯
も

食
べ
ら
れ
た
こ
と
で
、
享
保
の
大
飢
饉（
一
七
三
二
）の
際
は
、
大
村
で
は
一
人
の
餓
死
者

も
出
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
江
戸
時
代
は
米
だ
け
で
な
く
雑
穀
、
琉
球
芋
の
生
産
と
大

村
湾
で
豊
富
に
捕
れ
た
魚
介
類
が
大
村
人
の
命
の
糧
に
な
っ
て
い
た
。

二
十
一
世
紀
と
な
っ
た
平
成
の
今
の
農
産
物
は
、
郡
川
流
域
に
沿
っ
た
広
大
な
扇
状

地
が
耕
地
（
田
畑
）
と
な
っ
て
開
け
、
米
の
収
穫
量
は
毎
年
二
〇
〇
〇
㌧
以
上
に
の
ぼ
る
。

ま
た
丘
陵
地
帯
で
は
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、特
に
ミ
カ
ン
は
三
五
〇
〇
㌧（
平
成
十
八
年
）

と
他
の
ナ
シ
、
ビ
ワ
な
ど
を
圧
倒
し
、
茶
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。
主
な
野
菜
の
作
付
面

積
、
収
穫
量
で
は
ニ
ン
ジ
ン
が
一
番
多
く
、
キ
ャ
ベツ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
イ
チ
ゴ
が
続
く
。
中

山
間
地
帯
で
は
ミ
カ
ン
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョン
、
葉
タ
バコ
な

ど
多
品
目
が
栽
培
さ
れ
、
全
国
に
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
し
て
い
る
。
大
村
市
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で
は
、「
農
家
に
泊
ま
ろ
う
（
農
家
民
宿
）！
」
や
家
族
、
仲

間
た
ち
で
の
イ
チ
ゴ
狩
り
、
ブ
ド
ウ
狩
り
、
ナ
シ
狩
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
体
験
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
、
料
理
に
は
地
元
の
食
材
を
使
い
、
野
菜
、
果
物
の
収
穫
を
通
し
て
郷
土「
大
村
」を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、

観
光
農
園
で
は
観
光
客
相
手
に
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
実
の
収
穫
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
長
崎
県
の
植
物
に
関
係
し
た
人
た
ち

日
本
列
島
の
最
西
端
に
位
置
し
、
北
に
は
対
馬
、
南
に
は
男
女
群
島
と
多
く
の
離
島
と
本
土
側
の
半
島
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
長
崎
県
は
、
九

州
の
広
が
り
に
匹
敵
す
る
。
そ
の
た
め
明
治
以
降
、
多
く
の
植
物
研
究
者
が
長
崎
県
を
訪
れ
、
ま
た
地
元
県
内
に
も
植
物
採
集
と
新
種
の
発

見
に
情
熱
を
持
っ
た
人
た
ち
が
い
た
。
明
治
、
大
正
時
代
に
多
良
山
系
、
雲
仙
等
で
見
つ
か
り
新
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
植
物
も
多
い
。

一
〇  

写真３‐56　黒丸町の葉タバコ畑
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（
名
前
は
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

◇
伊
藤
秀
三（
一
九
三
二
～
）

長
崎
大
学
名
誉
教
授
。
昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）に
外
山
三
郎
の
後
任
と
し
て
長
崎
大
学
教
養
部
教
授
と
な
り
、
の
ち
長
崎
大
学
環
境

科
学
部
教
授
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
長
崎
県
内
の
無
人
島
の
調
査
や
長
崎
県
の
植
生
概
観
、
多
良
山
系
の

植
生
な
ど
の
執
筆
、
ま
た
、
全
国
巨
樹
・
巨
木
林
会
長
と
し
て
県
内
の
巨
樹
・
巨
木
の
調
査
等
に
も
尽
力
し
た
。
大
村
市
狸
ノ
尾
の
水
源
涵
養

林
と
な
っ
て
い
る
イ
チ
イ
ガ
シ
の
天
然
林
に
最
初
に
気
づい
て
、
詳
し
い
調
査
を
行
い
昭
和
五
十
六
年（
一
九
八
一
）「
大
村
の
イ
チ
イ
ガ
シ
天
然
林
」

と
し
て
国
指
定
天
然
記
念
物
に
し
た
。

◇
上
野
二
巳

大
村
市
日
泊
郷
出
身
で
、大
村
を
舞
台
に
植
物
採
集
と
研
究
に
没
頭
し
、『
長
崎
県
生
物
学
会
誌
』に
発
表
し
た
。
ま
れ
な
植
物
の
シ
ャ
ク
ジ
ョ

ウ
ソ
ウ
、
ジ
ュン
サ
イ
な
ど
大
村
市
で
の
新
産
地
を
発
表
。
南
方
系
の
ヘツ
カ
ニ
ガ
キ（
辺
塚
苦
木
）
を
日
泊
郷
の
海
岸
で
、
北
方
系
の
ハン
ノ
キ
を

諫
早
市
境
界
の
真
崎
山
林（
日
本
で
の
最
南
限
地
）で
発
見
し
た
。
ま
た
、湿
地
に
生
え
る
サ
ギ
ソ
ウ
、タ
コ
ノ
ア
シ
な
ど
の
保
護
に
も
力
を
注
い
だ
。

◇
梅
田
倫
平（
一
八
九
七
～
一
九
七
九
）

昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）四
月
新
制
大
村
高
等
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任
す
る
。
天
然
記
念
物
調
査
委
員
、
県
理
科
協
会
会
長
を
歴
任
。

五
島
黄
島
で
ノ
ア
サ
ガ
オ
と
モ
ク
レ
イ
シ
、
北
松
浦
郡
下
島
の
ハ
カ
マ
カ
ズ
ラ
な
ど
新
産
地
を
見
い
だ
す
。
植
物
学
よ
り
む
し
ろ
動
物
学
が
得
意

で
あ
っ
た
。

◇
長
田
武
正（
一
九
一
二
～
二
〇
〇
二
）

東
京
師
範
卒
。
福
岡
高
校
か
ら
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）に
山
梨
県
立
短
大
教
授
に
、
定
年
後
は
太
宰
府
で
晩
年
を
過
ご
す
。『
日
本

帰
化
植
物
図
鑑
』（
一
九
七
二
）、『
原
色
日
本
植
物
図
鑑
』（
一
九
七
六
）を
出
版
。
長
崎
県
で
見
つ
か
っ
た
ト
ゲ
ミ
ノ
キ
ツ
ネ
ノ
ボ
タ
ン
、
ヤ
ブ
チ
ョ

ロ
ギ
、
ツ
ル
ド
ク
ダ
ミ
、
フ
ラ
サ
バソ
ウ
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
。
イ
ネ
科
植
物
に
も
力
を
注
ぎ
自
筆
の
図
（
線
画
）で
描
か
れ
た
「
日
本
イ
ネ
科
植

物
図
譜
」（
一
九
八
九
）を
完
成
さ
せ
た
。
ま
た
、
長
田
武
正
・
貴
美
子
共
著
の『
検
索
入
門
野
草
図
鑑
』
全
八
巻（
一
九
八
五
）は
、
知
り
た
い
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植
物
を
容
易
に
引
き
出
せ
る
画
期
的
な
図
鑑
で
あ
る
。

◇
グ
レ
ー
ト
レ
ッ
ク
ス

英
国
人
で
日
本
植
物
学
会
員
、
長
崎
駐
在
の
領
事
館
員
。
植
物
観
察
眼
が
非
常
に
鋭
く
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
を
中
心
に
、
そ
の

前
後
約
一
〇
年
間
に
わ
た
り
長
崎
や
そ
の
近
郊
、
雲
仙
や
多
良
山
系
で
採
集
し
た
標
本
を
東
京
大
学
に
送
る
。
数
種
の
新
種
を
発
見
し
た
が
、

そ
の
一
つ
が
五
家
原
岳
山
林
内
の「
ヒ
ト
ツ
ボ
ク
ロ
モ
ド
キ
」で
あ
っ
た
。

◇
千
葉
常
三
郎（
一
八
六
七
～
一
九
四
四
）

大
村
出
身
。
明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）長
崎
師
範
卒
、
最
後
は
西
大
村
小
学
校
長
。
大
村
、
諫
早
、
多
良
山
系
を
は
じ
め
県
全
域
に
わ

た
り
広
く
植
物
採
集
を
行
う
。
明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）に
千
葉
常
三
郎
自
身
が
諫
早
で
発
見
し
、
大
正
二
年
に
牧
野
富
太
郎
が
命
名
し

た
ヒ
ゼ
ンマ
ユ
ミ
は
、
発
見
さ
れ
て
一
〇
〇
年
目
を
迎
え
た
貴
重
な
木
と
し
て
平
成
十
八
年
に「
諫
早
市
の
木
」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
西
彼
半
島

で
は
カ
ネ
コ
シ
ダ
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
珍
種
も
発
見
し
た
。

◇
外
山
三
郎（
一
九
〇
二
～
一
九
八
六
）

長
崎
県
立
瓊
浦
中
学
校
、
長
崎
女
子
師
範
学
校（
大
村
市
）、
戦
後
は
長
崎
大
学
と
長
崎
県
で
一
貫
し
て
教
育
と
植
物
研
究
に
務
め
る
。
特

に
多
良
岳
への
登
山
は
一
〇
〇
回
を
超
え
、
長
崎
県
で
の
新
種
三
二
種
類
を
発
見
す
る
。
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）、
和
名
と
学
名
を
つ
け

て
発
表
し
た
も
の
に
大
村
市
の
花
「
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ（
大
村
桜
）」
と「
ク
シ
マ
ザ
ク
ラ（
玖
島
桜
）」が
あ
る
。
ま
た
、
新
種
発
見
の
第
一
号
が
ク

シ
マ
ザ
サ
（
玖
島
笹
）で
あ
っ
た
。
加
え
て
天
然
記
念
物
の
発
見
、
調
査
、
指
定
と
自
然
保
護
に
も
情
熱
を
注
ぎ
、
国
・
県
指
定
の
植
物
天
然

記
念
物
九
四
件（
平
成
十
三
年
現
在
）の
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
関
わ
る
。
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）に
長
崎
県
下
全
て
の
植
物
を
集
大
成
し
た

『
長
崎
県
植
物
誌
』を
送
り
出
し
た
。

◇
牧
野
富
太
郎（
一
八
六
二
～
一
九
五
七
）

高
知
県
出
身
。
小
学
校
中
退
で
あ
り
な
が
ら
理
学
博
士
の
学
位
を
得
る
。「
日
本
の
植
物
学
の
父
」
と
言
わ
れ
、
多
数
の
新
種
を
発
見
し
命

名
も
行
っ
た
世
界
的
植
物
分
類
学
者
。
そ
の
研
究
成
果
は
五
〇
万
点
も
の
標
本
や
観
察
記
録
、
そ
し
て『
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
』に
代
表
さ
れ
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る
多
数
の
著
作
物
が
あ
る
。

多
良
岳
に
も
外
山
三
郎
た
ち
と
登
り
、
そ
の
時
採
集
し
た
新
種
に
オ
オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
と
名
付
け
て
発
表
し
た
。

�

（
宮
﨑
正
隆
）

　
　
哺
乳
類

大
村
市
は
大
村
湾
に
面
し
た
海
岸
線
の
平
地
か
ら
水
田
地
帯
、
畑
地
か
ら
里
山
、
多
良
山
系
ま
で
を
含
む
変
化
に
富
ん
だ
地
形
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
県
本
土
に
分
布
す
る
哺
乳
類
は
す
べ
て
生
息
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ネ
を
は
じ
め
、

長
崎
県
で
は
貴
重
な
ム
サ
サ
ビ
、
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
も
含
ま
れ
る
。
里
山
付
近
に
は
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
も
多
い
。
調
査
不
足
の
た
め
森
林
性
の
コ
ウ
モ
リ

類
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
今
後
の
調
査
で
は
確
実
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
表
３
―
２
は
、
大
村
市
と
県
内
各
地
の
哺
乳
類
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。

■
１
．
食し

ょ
く

虫ち
ゅ
う

目（
モ
グ
ラ
目
）

ネ
ズ
ミ
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
種
が
多
い
が
、
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
は
な
い
。
尖
っ
た
鼻
先
が
特
徴
の
モ
グ

ラ
の
仲
間
で
、
一
見
し
て
ネ
ズ
ミ
と
は
識
別
で
き
る
。
コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ
以
外
は
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

市
内
各
地
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

カ
ワ
ネ
ズ
ミ（
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
57
）

多
良
山
系
の
渓
流
沿
い
に
広
く
分
布
す
る
が
、
個
体
数
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
黒
木
付
近
で
確
認
し
た
。
カ
ワ
ネ
ズ
ミ
は
別

名「
銀
ね
ず
み
」と
も
呼
ば
れ
、
渓
流
釣
り
を
楽
し
む
人
に
は
水
中
を
泳
ぎ
回
り
小
魚
を
捕
ら
え
る
銀
色

一
第
二
節
　
動
物

写真３‐57　カワネズミ
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表３‐２　大村市に生息する哺乳類
種　　　　　　　名 大村市 長崎県本土 壱　岐 対　馬 五　島

カワネズミ ● ○
コジネズミ ○
ニホンジネズミ ● ○ ○
ジャコウネズミ △（絶滅） △（絶滅）
ヒミズ ● ○ ○ ○
コウベモグラ ● ○ ○ ○
キクガシラコウモリ ● ○ ○ ○ ○
コキクガシラコウモリ ● ○ ○ ○ ○
クロアカコウモリ ○
モモジロコウモリ ？ ○ ○ ○ ○
イエコウモリ ● ○ ○ ○ ○
オオアブラコウモリ ○
ヤマコウモリ ● ○ ○ ○ ○
ユビナガコウモリ ？ ○ ○ ○ ○
コテングコウモリ ○
クチバテングコウモリ ○
ニホンザル ● ○
キツネ ● ○
タヌキ ● ○ ○
アライグマ ▲ △
テン ● ○
ツシマテン ○
イタチ ● ○ ○ ○
チョウセンイタチ ▲ △ ○ △
アナグマ ● ○
ツシマヤマネコ ○
イノシシ ● ○ △ △ ○
ニホンジカ ● ○ △ ○ ○
クリハラリス ？ △ △
ムササビ ● ○
スミスネズミ ● ○
ハタネズミ ● ○
カヤネズミ ● ○ ○ ○
アカネズミ ● ○ ○ ○ ○
ヒメネズミ ● ○ ○ ○
ドブネズミ ● ○ ○ ○ ○
クマネズミ ● ○ ○ ○ ○
ハツカネズミ ● ○ ○ ○ ○
ヤマネ ● ○
ニホンノウサギ ● ○ ○

▲△は移入種　　
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の
ネ
ズ
ミ
と
い
う
こ
と
で
意
外
と
知
ら
れ
て
い
る
。
成
体
を
目
撃
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
糞
や
食

し
ょ
く

痕こ
ん

な
ど
で
生
息
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ（
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
58
）

体
長
五
㌢
㍍
程
度
の
小
型
の
ネ
ズ
ミ
と
い
う
感
じ
だ
が
、
鼻
先
が
尖
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
モ
グ
ラ
の
仲
間
と
分
か
る
。
河
川
敷
や
農
地
、
人

家
周
辺
の
空
き
地
に
多
い
。
臭
い
が
強
烈
な
た
め
か
捕
食
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
捕
獲
さ
れ
て
も
死
体
は
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
子
連

れ
の
個
体
で
は
、
子
ど
も
は
親
の
尾
の
基
部
を
く
わ
え
、
他
の
子
は
子
の
尾
の
基
部
を
次
々
に
く
わ
え
て
移
動
す
る
と
い
う
キ
ャ
ラ
バン
行
動
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ミ
ズ（
モ
グ
ラ
科
・
写
真
３
―
59
）

体
長
九
㌢
㍍
程
度
の
小
型
の
モ
グ
ラ
。
体
色
は
黒
っ
ぽ
く
、
尖
っ
た
鼻
先
と
ま
ば
ら
な
毛
の
生
え
た
棒
状
の
し
っ
ぽ
を
も
つ
。
モ
グ
ラ
の
仲

間
だ
が
穴
掘
り
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
、
落
葉
や
腐
植
土
中
で
半
地
中
生
活
を
行
い
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
補
食
し
て
い
る
。
山
林
や
農
耕
地

に
多
い
。

コ
ウ
ベ
モ
グ
ラ（
モ
グ
ラ
科
・
写
真
３
―
60
）

い
わ
ゆ
る
モ
グ
ラ
で
あ
り
、体
長
は

一
五
㌢
㍍
程
度
に
な
り
大
型
で
体
色
は

黒
褐
色
で
あ
る
。
ミ
ミ
ズ
が
主
食
の
た
め

肥
沃
な
土
地
に
多
い
。
実
物
を
見
る
こ

と
は
少
な
く
て
も
、
坑
道
や
モ
グ
ラ
塚
な

ど
の
痕
跡
は
多
く
観
察
で
き
る
。
海
岸

部
の
水
田
か
ら
農
耕
地
・
山
林
ま
で
広

く
分
布
し
て
い
る
。

写真３‐60　コウベモグラ

写真３‐58　ニホンジネズミ

写真３‐59　ヒミズ
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■
２
．
翼よ

く

手し
ゅ

目（
コ
ウ
モ
リ
目
）

コ
ウ
モ
リ
の
仲
間
は
長
崎
県
本
土
で
は
六
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
大
半
が
洞
窟
性
で
あ
り
、
森
林
性
の
コ
ウ
モ
リ
は
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
の
一
種
だ

け
で
あ
る
。
大
村
市
内
で
は
、
洞
窟
性
コ
ウ
モ
リ
も
二
種
し
か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
確
認
の
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
と
ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
も
生
息

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
が
、
今
回
は
調
査
不
足
の
た
め
省
い
た
。
更
に
、
自
然
林
の
残
る
多
良
山
系
に
は
数

種
類
の
森
林
性
コ
ウ
モ
リ
も
生
息
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
が
、現
在
ま
で
調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ（
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
科
・
写
真
３
―
61
）

体
色
は
黒
褐
色
で
、
体
長
が
七
㌢
㍍
に
も
な
る
か
な
り
大
型
の
コ
ウ
モ
リ
で
あ
る
。
菊
の
花
弁
の
よ
う
な

広
が
っ
た
鼻
が
名
前
の
由
来
で
洞
窟
が
主
な
生
息
場
所
だ
が
古
い
家
屋
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
イ
エ

コ
ウ
モ
リ
以
外
で
は
最
も
見
か
け
る
こ
と
の
多
い
コ
ウ
モ
リ
な
の
で
、
洞
窟
が
あ
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
入
り

観
察
す
る
と
よ
い
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ（
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
科
・
写
真
３
―
62
）

体
色
は
黒
褐
色
で
、キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
に
似
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
が
半
分
ほ
ど
な
の
で
見
分
け
る
こ
と
は

簡
単
。
洞
窟
で
コ
ウ
モ
リ
を
見
た
ら
、
広
が
っ
た
鼻
先
を
確
認
し
、
大
型

な
ら
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
小
さ
か
っ
た
ら
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
と
思
っ

て
よ
い
。
昼
間
は
洞
窟
内
で
休
み
、
夕
方
か
ら
活
動
し
小
さ
な
昆
虫
を
補

食
す
る
。
冬
季
は
洞
窟
内
で
冬
眠
す
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

イ
エ
コ
ウ
モ
リ（
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
科
・
写
真
３
―
63
）

人
家
を
す
み
か
と
し
て
利
用
す
る
唯
一
の
コ
ウ
モ
リ
で
、
屋
根
裏
や
戸

袋
で
コ
ウ
モ
リ
を
見
か
け
た
ら
本
種
と
思
っ
て
よ
い
。
体
色
は
黒
く
、
小
型

写真３‐63　イエコウモリ

写真３‐62　コキクガシラコウモリ

写真３‐61　キクガシラコウモリ
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で
夕
方
人
家
周
辺
や
河
川
・
水
田
の
上
空
を
飛
び
な
が
ら
、
蚊
な
ど
を
捕
食
し
て
い
る
。
夏
場
の
夕
方
に
は
ツ
バ
メ
も
同
様
に
飛
ん
で
い
る
が
、

イ
エコ
ウ
モ
リ
の
方
が
ひ
ら
ひ
ら
と
飛
ぶ
感
じ
で
あ
る
。

■
３
．
霊れ

い

長ち
ょ
う

目（
サ
ル
目
）

大
村
市
に
定
住
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
い
な
い
が
、
と
き
ど
き
、
一
匹
の
「
離
れ
ザ
ル
」
が
目
撃
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル（
オ
ナ
ガ
ザ
ル
科
・
写
真
３
―
64
）

大
村
市
だ
け
で
な
く
長
崎
県
に
定
住
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
い
な
い
。
た
ま
た
ま
移
動
中
の
一

匹
の
個
体
が
目
撃
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
本
来
群
れ
で
生
活
し
、

移
動
す
る
。
長
崎
県
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
県
境
を
越
え
て
侵
入
し
て

く
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
群
れ
単
位
の
侵
入
は
ま
れ
で
あ
り
、
長
崎
県
で
発
見

さ
れ
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
群
れ
か
ら
離
れ
た
単
独
の
雄
で
あ
る「
離
れ
ザ
ル
」に
な
る
。

■
４
．
食し

ょ
く

肉に
く

目（
ネ
コ
目
）

食
肉
目
に
は
、
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ
な
ど
身
近
な
動
物
が
多
い
。
移
入
種
と
し
て
特
定
外
来
種
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
も

県
北
か
ら
分
布
域
を
拡
大
し
て
お
り
、
大
村
市
も
含
む
多
良
山
系
で
確
認
さ
れ
て
る
。

キ
ツ
ネ（
イ
ヌ
科
・
写
真
３
―
65
）

中
型
犬
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
犬
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
赤
褐
色
の
背
面
と
真
っ
白
の
腹
、
長
く
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
し
っ
ぽ
や
と
が
っ
た
耳

で
識
別
で
き
る
。
意
外
と
人
里
付
近
に
生
息
し
て
い
る
が
、
用
心
深
く
人
目
を
避
け
て
生
活
し
て
い
る
の
で
、
直
接
目
撃
す
る
こ
と
は
な
い
。

大
村
市
で
の
確
認
は
、
雑
木
林
や
田
畑
の
広
が
る
地
帯
で
、
特
徴
的
な
糞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は

準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

写真３‐64　ニホンザル
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タ
ヌ
キ（
イ
ヌ
科
・
写
真
３
―
66
）

最
も
身
近
で
最
も
目
に
す
る
こ
と
の
多
い
野
生
動
物
。
し
か
し
、
近
年
、
疥か

い

癬せ
ん

に
よ
り
毛
が
抜
け
て
死
ぬ
個
体
が
多
く
、
個
体
数
は
減
少

し
て
い
る
。
タ
ヌ
キ
は
共
同
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
一
匹
で
も
疥
癬
に
か
か
る
と
伝
染
し
て
し
ま
う
。
大
村
市
で
も
数
多
く
の
毛
の
抜
け
た

死
体
が
目
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
全
域
に
広
く
生
息
し
て
い
る
。

テ
ン（
イ
タ
チ
科
・
写
真
３
―
67
）

イ
タ
チ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
や
や
大
き
く
体
色
の
黄
色
が
鮮
や
か
な
感
じ
で
あ
る
。
昔
は
毛
皮
用
に
狩
猟
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
捕
獲
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
山
地
帯
か
ら
里
山
付
近
ま
で
個
体
数
は
多
い
。
木
登
り
が
得
意
で
、
ネ
ズ
ミ
や
小
鳥
な
ど
捕
食
す
る
。
肉
食
中
心
で
あ

る
が
、
秋
に
は
柿
や
イ
ヌ
ビ
ワ
な
ど
の
果
実
も
よ
く
食
べ
る
。

イ
タ
チ（
イ
タ
チ
科
・
写
真
３
―
68
）

全
身
焦
げ
茶
色
か
ら
茶
色
で
住
宅
街
か
ら
耕
作
地
、
山
林
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。
肉
食
で
小
魚
や
小
動
物
を
捕
食
す
る
。
も
と
も

写真３‐65　キツネ

写真３‐66　タヌキ

写真３‐67　テン

写真３‐68　イタチ
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と
日
本
に
分
布
す
る
種
で
あ
る
が
、
近
年
、
大
陸
か
ら
移
入

さ
れ
た
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
が
分
布
を
拡
大
し
て
お
り
、
平
地

か
ら
は
減
少
し
て
い
る
。
両
種
の
識
別
は
難
し
く
、
目
撃
だ

け
で
は
ど
ち
ら
か
分
か
ら
な
い
が
、
町
中
で
目
撃
し
た
場
合

は
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。『
長
崎
県

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ（
イ
タ
チ
科
・
写
真
３
―
69
）

イ
タ
チ
よ
り
は
や
や
大
型
で
、
明
る
い
茶
色
の
体
色
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
は
大
陸
系
の
イ
タ
チ
で
、

日
本
で
は
長
崎
県
対
馬
だ
け
に
分
布
し
て
い
た
種
で
あ
る
。
ネ
ズ
ミ
等
の
駆
除
の
た
め
大
陸
か
ら
移

入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
全
国
的
に
も
長
崎
県
で
も
分
布
域
が
拡
大
し
て
お
り
、
大
村
市
に
お
い
て

も
町
中
や
人
家
周
辺
の
イ
タ
チ
は
駆
逐
さ
れ
本
種
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ア
ナ
グ
マ（
イ
タ
チ
科
・
写
真
３
―
70
）

ス
マ
ー
ト
な
タ
ヌ
キ
を
ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り
と
さ
せ
た
よ
う
な
容
姿
で
あ
る
。
タ
ヌ
キ
の
顔
を
多
少

細
長
く
し
て
、
目
の
回
り
に
黒
い
縁
取
り
を
し
、
中
央
の
白
い
線
を
き
わ
だ
た
せ
た
感
じ
だ
が
、
一

見
し
た
だ
け
で
は
識
別
は
難
し
い
。
前
肢
に
す
る
ど
い
大
き
な
爪
が
あ
り
、
土
を
掘
っ
て
巣
穴
と
し

て
利
用
す
る
。
狩
猟
対
象
と
な
り
、
そ
の
肉
は
大
変
お
い
し
い
。
現
在
で
は
狩
猟
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
、
大
村
市
だ
け
で
な
く
県
本
土
各
地
で
増
加
し
て
い
る
。

写真３‐70　アナグマ写真３‐71　アライグマ

写真３‐69　チョウセンイタチ
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ア
ラ
イ
グ
マ（
ア
ラ
イ
グ
マ
科
・
写
真
３
―
71
）

一
見
す
る
と
タ
ヌ
キ
に
似
て
い
る
が
、
尾
の
黒
い
輪
模
様
が
特
徴
的
。
夜
行
性
で
水
場
を
好
む
が
、

幅
広
い
環
境
に
適
応
し
、
住
宅
街
で
も
生
息
可
能
で
あ
る
。
木
に
も
登
り
、
小
動
物
か
ら
果
実
・

野
菜
な
ど
何
で
も
捕
食
す
る
雑
食
性
の
傾
向
が
強
い
た
め
、
農
業
に
与
え
る
被
害
が
続
出
し
て
い
る
。

特
定
外
来
種
に
指
定
さ
れ
、
県
北
地
域
で
は
積
極
的
に
駆
除
さ
れ
て
る
が
、
ま
す
ま
す
増
加
し
て

い
る
。
現
在
の
大
村
市
の
個
体
数
は
少
な
い
が
、
今
後
増
加
し
て
い
く
可
能
性
が
高
い
。

■
５
．
偶ぐ

う

蹄て
い

目（
ウ
シ
目
）

日
本
に
分
布
し
て
い
る
偶
蹄
目
は
三
種
類
で
、
そ
の
う
ち
の
二
種
類
が
大
村
市
に
生
息
し
て
い
る
。

長
崎
県
全
域
で
農
林
業
に
被
害
を
与
え
て
い
る
代
表
の
二
種
で
あ
り
、
大
村
市
に
お
い
て
も
今
後
の
被

害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

イ
ノ
シ
シ（
イ
ノ
シ
シ
科
・
写
真
３
―
72
）

多
良
山
系
に
広
く
分
布
し
田
畑
に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る
。
以
前
は
個
体
数
も
少
な
く
、

被
害
は
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
傍
若
無
人
ぶ
り
は
目
に
余
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
雑
食
性

で
土
中
の
植
物
や
動
物
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
食
べ
る
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ（
シ
カ
科
・
写
真
３
―
73
）

多
良
山
系
に
も
僅
か
に
分
布
し
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
長
崎
県
の
他
地

域
（
五
島
列
島
・
対
馬
・
長
崎
半
島
な
ど
）で
は
大
き
な
被
害
も
出
て
お
り
、
今
後
大
村
市
で
も
被

害
の
出
る
恐
れ
が
あ
る
。

写真３‐72　イノシシ写真３‐73　ニホンジカ
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■
６
．
齧げ

っ

歯し

目（
ネ
ズ
ミ
目
）

長
崎
県
に
生
息
す
る
齧
歯
目
は
、
リ
ス
科
、
ネ
ズ
ミ
科
、
ヤ
マ
ネ
科
の
三
科
に
分
け
ら
れ
る
。
大
村
市
に
は
三
科
と
も
生
息
し
て
お
り
、
自

然
豊
か
な
大
村
市
を
特
徴
づ
け
る
哺
乳
類
相
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
リ
ス
科
の
ム
サ
サ
ビ
、
ヤ
マ
ネ
科
の
ニ
ホ
ン
ヤ
マ
ネ
は
特
筆
す
べ
き
種
で
あ
り
、

保
護
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
サ
サ
ビ（
リ
ス
科
）

大
村
市
黒
木
付
近
に
生
息
し
て
い
る
が
、
近
年
は
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。「
そ
ば
お
し
き
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
の
時
代
ま
で

は
集
落
付
近
に
も
生
息
し
て
い
た
ら
し
い
。
広
大
な
多
良
山
系
に
は
ま
だ
分
布
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
夜
行
性
で

昼
間
は
樹
洞
の
中
で
休
息
し
、
夕
方
日
没
と
同
時
に
巣
穴
か
ら
抜
け
出
し
、
採
食
の
た
め
飛
び
立
ち
、
移
動
し
て
い
く
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
と
い
う
最
高
ラ
ン
ク
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
）

山
地
性
の
ネ
ズ
ミ
で
し
っ
ぽ
が
短
い
。長
崎
県
の
生
息
す
る
ネ
ズ
ミ
の
中
で
は
非
常
に
珍
し
く
、多
良
山
系
、雲
仙
山
系
、国
見
山
系
、西
彼
杵

半
島
山
間
部
で
僅
か
に
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
74
―
１
・
２
）

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
は
世
界
最
小
。体
長
が
六
㌢
㍍
程
度
で
体
色
は
茶
褐
色
。ス
ス
キ
な
ど
の
カ
ヤ
類
の
葉
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、鳥
の
巣
の
よ

う
な
丸
い
巣
を
作
り
、そ
の
中
で
繁
殖
す
る
。水
田
の
稲
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
農
家
の
人
に
は
な
じ
み
か
も
し
れ
な
い
。広
範
囲
に
巣

は
見
ら
れ
る
が
、個
体
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ア
カ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
75
）

し
っ
ぽ
の
長
い
茶
褐
色
の
中
型
の
ネ
ズ
ミ
。
野
に
す
む
ネ
ズ
ミ
の
代
表
で
、
河
川
敷
か
ら
人
家
周
辺
の
草
原
や
森
林
ま
で
広
い
環
境
に
適
応

し
て
い
る
。
大
村
市
内
で
も
最
も
個
体
数
の
多
い
野
ネ
ズ
ミ
で
、
雑
木
林
や
山
林
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
街
地
の
神
社
・
仏
閣
の
小
さ
な
林

に
も
分
布
し
て
い
る
。
秋
に
な
る
と
ド
ン
グ
リ
を
集
め
て
巣
穴
に
貯
蔵
す
る
。
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ヒ
メ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
76
）

し
っ
ぽ
の
長
い
黒
褐
色
の
や
や
小
型
の
ネ
ズ
ミ
。
樹
上
性
の
傾
向
が
強
く
、木
に
も
巧
み
に
登
る
。
森
の
中
に
小
鳥
用
の
巣
箱
を
設
置
す
る
と
、

枯
れ
葉
を
集
め
て
繁
殖
用
に
利
用
す
る
。
五
月
頃
だ
け
は
ヤ
マ
ガ
ラ
や
シ
ジ
ュウ
カ
ラ
が
利
用
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
が

使
用
し
て
い
る
。

ド
ブ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
77
）

日
本
最
大
の
家
ネ
ズ
ミ
で
、
体
長
が
二
五
㌢
㍍
を
超
す
こ
と
も
あ
る
。
下
水
溝
や
台
所
、
湿
っ
た
ゴ
ミ
捨
て
場
が
主
な
生
息
域
で
あ
る
。

も
と
も
と
日
本
に
生
息
し
て
い
た
種
で
は
な
く
、
ず
っ
と
昔
外
国
か
ら
船
に
乗
っ
て
侵
入
し
て
き
た
種
で
あ
る
。
大
村
市
だ
け
で
な
く
、
日

本
中
、
世
界
中
に
広
く
分
布
す
る
世
界
共
通
種
で
あ
る
。

ク
マ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
78
）

体
長
二
〇
㌢
㍍
に
も
な
る
大
型
の
家
ネ
ズ
ミ
。
黒
褐
色
の
体
色
で
人
家
に
多
い
。
垂
直
な
壁
を
登
っ
た
り
電
線
を
上
手
に
渡
っ
た
り
と
都

会
の
ビ
ル
に
適
応
し
た
ネ
ズ
ミ
で
あ
る
。
天
井
裏
を
走
り
回
る
ネ
ズ
ミ
は
た
ぶ
ん
本
種
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ（
ネ
ズ
ミ
科
・
写
真
３
―
79
）

家
に
す
む
ネ
ズ
ミ
の
中
で
は
最
も
小
さ
く
、
体
長
七
㌢
㍍
程
度
。
人
家
に
も
多
い
が
、
河
川
敷
や
草
原
な
ど
広
範
囲
に
適
応
し
て
い
る
。

実
験
用
に
品
種
改
良
さ
れ
た
も
の
が
真
っ
白
の
ハツ
カ
ネ
ズ
ミ
で
、
マ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
ネ（
ヤ
マ
ネ
科
・
写
真
３
―
80
）

茶
褐
色
の
体
色
で
中
央
に
黒
く
太
い
線
が
あ
る
。
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
程
度
の
大
き
さ
で
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
長
い
毛
を
持
つ
。
国
の
天
然
記
念

物
（
一
九
七
五
年
）に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
森
の
妖
精
と
も
い
わ
れ
る
。
小
さ
な
リ
ス
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
夜
行
性
で
樹
上
性

で
あ
る
た
め
、
目
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
冬
季
に
冬
眠
す
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
樹
洞
に
丸
く
な
っ
て
冬
眠
す
る
た
め
、
以
前
は

木
を
切
っ
た
際
、
冬
眠
中
の
個
体
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
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写真３‐76　ヒメネズミ

写真３‐74‐２　カヤネズミの巣

写真３‐74‐１　カヤネズミ

写真３‐75　アカネズミ

写真３‐77　ドブネズミ

写真３‐78　クマネズミ

写真３‐79　ハツカネズミ

写真３‐80　ヤマネ
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■
７
．
兎う

さ
ぎ

目（
ウ
サ
ギ
目
）

ニ
ホ
ン
ノ
ウ
サ
ギ（
ウ
サ
ギ
科
・
写
真
３
―
81
―
１
・
２
）

夜
行
性
の
た
め
昼
間
に
見
か
け
る
こ
と
は
な
い
が
、
里
山
に
は
多
い
。
普
通
に
飼
っ
て
い
る
ウ
サ
ギ
は
ア
ナ
ウ
サ
ギ
と
い
う
名
前
で
、
ニ
ホ
ン
ノ

ウ
サ
ギ
と
は
別
種
で
あ
る
。
ア
ナ
ウ
サ
ギ
は
品
種
改
良
に
よ
り
ペッ
ト
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ニ
ホ
ン
ノ
ウ
サ
ギ
は
ペッ
ト
と
し
て
は
飼
育
さ
れ
て
い
な

い
。
日
本
の
固
有
種
で
体
色
は
目
立
た
な
い
茶
褐
色
と
な
っ
て
い
る
。

■
８
．
鯨
目（
ク
ジ
ラ
目
）

ス
ナ
メ
リ（
ネ
ズ
ミ
イ
ル
カ
科
・
写
真
３
―
82
）

大
村
湾
に
も
生
息
す
る
小
型
の
鯨
類
。
大
村
湾
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
現
在
は
保
護
活
動
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
長
崎
県
内
で
は
有
明
海

や
橘
湾
に
も
生
息
す
る
が
、大
村
湾
の
個
体
群
は
小
型
で
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
大
村
湾
型
体
型
と
な
り
、現
在
推
定
三
〇
〇
頭
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011
』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

�

（
松
尾
公
則
）

写真３‐81‐1　ニホンノウサギ

写真３‐82　スナメリ

写真３‐81‐2　ニホンノウサギの糞
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鳥
類（
留
鳥
・
渡
り
鳥
・
旅
鳥
）

■
１
．
大
村
の
野
鳥

長
崎
県
は
日
本
の
西
端
に
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
に
隣
接
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
が
地
球
規
模
で
渡
る
。
あ
る
も
の
は
北
か
ら
南
に
、

あ
る
も
の
は
東
か
ら
西
に
旅
立
つ
。
繁
殖
の
た
め
、
餌
の
確
保
の
た
め
理
由
は
様
々
だ
が
ル
ー
ト
の
上
に
あ
る
長
崎
県
の
中
央
に
あ
る
大
村
市
は

渡
り
鳥
の
十
字
路
と
も
い
え
る
。

日
本
で
は
約
五
五
〇
種
類
。
長
崎
県
で
は
三
五
〇
種
、
大
村
市
で
は
一
三
〇
余
種
が
確
認
さ
れ
て
お
り
県
全
体
の
約
四
割
と
な
っ
て
い
る
。

大
村
市
だ
け
に
生
息
す
る
野
鳥
と
い
う
も
の
は
い
な
い
が
、
緑
豊
か
な
多
良
山
系
に
囲
ま
れ
、
ま
た
大
村
湾
を
擁
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ
で
も
山

野
の
鳥
や
水
辺
の
鳥
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
２
．
季
節
的
変
化

鳥
は
い
つ
も
同
じ
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
だ
が
注
意
し
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
暮
ら
し
が
あ
っ
て
変
化
に
富
み
、
大
別
す
る
と
留
鳥
と
渡
り
鳥

に
区
分
さ
れ
る
。
留
鳥
と
は
地
域
に
留
ま
っ
て
繁
殖
す
る
た
め
年
間
を
通
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
一
方
の
渡
り
鳥
は
文
字
ど
お
り
一
ヵ
所
に

留
ま
る
こ
と
な
く
繁
殖
地
と
の
間
を
往
復
す
る
鳥
た
ち
を
い
う
。
渡
り
鳥
は
季
節
ご
と
に
移
動
を
繰
り
返
し
、
春
頃
に
渡
っ
て
き
て
繁
殖
を
す

る
も
の
を
夏
鳥
、
秋
頃
に
渡
っ
て
き
て
越
冬
す
る
も
の
を
冬
鳥
と
い
う
。
ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ
の
よ
う
に
春
と
秋
の
渡
り
の
途
中
で
、
そ
の
土
地（
地
域
）

を
通
過
す
る
渡
り
鳥
は
旅
鳥
と
呼
ば
れ
る
。

■
３
．
生
息
環
境

野
鳥
は
羽
を
持
っ
て
自
由
に
動
い
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
生
活
し
て
い
る
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
。
カ
モ
メ
や
ウ
ミ
ネ
コ
、
カ
モ
や
サ
ギ
の
仲
間
は

水
辺
に
、
キ
ジ
バ
ト
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ウ
グ
イ
ス
な
ど
は
山
野
に
、
キ
ジ
バ
ト
な
ど
は
草
原
に
、
ス
ズ
メ
な
ど
の
よ
う
に
人
家
の
近
く
を
好
ん
で
生

息
す
る
種
類
も
い
る
。
そ
れ
は
生
息
場
所
を
棲
み
分
け
る
こ
と
で
種
類
間
で
の
無
駄
な
争
い
を
せ
ず
に
す
む
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
野
鳥

に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
暮
ら
し
て
い
く
に
は
多
様
な
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
山
野
の
鳥
で
は
人
工
林
よ
り
も
自
然
林
の
ほ
う
が
生
息
環
境
に
適
し
て
お
り
、
人
工
林
は
植
生
が
単
調
な
た
め
そ
こ
に
生
息
す
る

二
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表３‐３　大村市で確認された鳥類
番号 目 科 種　名 番号 目 科 種　名
１ カイツブリ カイツブリ カイツブリ 71 オオアカゲラ
２ ハジロカイツブリ 72 コゲラ
３ ペリカン ウ カワウ 73 スズメ ヤイロチョウ ヤイロチョウ
４ ウミウ 74 ヒバリ ヒバリ
５ コウノトリ サギ サンカノゴイ 75 ツバメ ツバメ
６ ミゾゴイ 76 コシアカツバメ
７ ゴイサギ 77 イワツバメ
８ ササゴイ 78 セキレイ キセキレイ
９ アマサギ 79 ハクセキレイ
10 ダイサギ 80 セグロセキレイ
11 コサギ 81 ビンズイ
12 アオサギ 82 タヒバリ
13 ガンカモ ガンカモ オシドリ 83 ヒヨドリ ヒヨドリ
14 マガモ 84 モズ モズ
15 カルガモ 85 レンジャク キレンジャク
16 コガモ 86 ヒレンジャク
17 トモエガモ 87 ミソサザイ ミソサザイ
18 ヨシガモ 88 イワヒバリ イワヒバリ
19 オカヨシガモ 89 カヤクグリ
20 ヒドリガモ 90 ツグミ コマドリ
21 オナガガモ 91 コルリ
22 ハシビロガモ 92 ルリビタキ
23 ホシハジロ 93 ジョウビタキ
24 アカハジロ 94 ノビタキ
25 キンクロハジロ 95 イソヒヨドリ
26 スズガモ 96 シロハラ
27 ウミアイサ 97 ツグミ
28 コウライアイサ 98 ウグイス ヤブサメ
29 ワシタカ ワシタカ ミサゴ 99 ウグイス
30 ハチクマ 100 キマユムシクイ
31 トビ 101 センダイムシクイ
32 オオタカ 102 キクイタダキ
33 アカハラダカ 103 セッカ
34 ツミ 104 ヒタキ キビタキ
35 ハイタカ 105 オオルリ
36 ノスリ 106 ノビタキ
37 サシバ 107 サメビタキ
38 ハヤブサ ハヤブサ 108 エゾビタキ
39 チゴハヤブサ 109 コサメビタキ
40 チョウゲンボウ 110 カササギヒタキ サンコウチョウ
41 キジ キジ ヤマドリ 111 エナガ エナガ
42 キジ 112 シジュウカラ ヤマガラ
43 ツル ツル ナベヅル 113 シジュウカラ
44 マナヅル 114 メジロ メジロ
45 クイナ クイナ 115 ホオジロ ホオジロ
46 ヒクイナ 116 カシラダカ
47 バン 117 ミヤマホオジロ
48 オオバン 118 アオジ
49 チドリ タマシギ タマシギ 119 クロジ
50 シギ クサシギ 120 アトリ アトリ
51 イソシギ 121 カワラヒワ
52 タシギ 122 マヒワ
53 カモメ カモメ ユリカモメ 123 ハギマシコ
54 セグロカモメ 124 べニマシコ
55 ウミネコ 125 ウソ
56 ハト ハト キジバト 126 コイカル
57 カッコウ カッコウ ジュウイチ 127 イカル
58 カッコウ 128 シメ
59 ツツドリ 129 ハタオリドリ スズメ
60 ホトトギス 130 ムクドリ ムクドリ
61 フクロウ フクロウ アオバズク 131 コムクドリ
62 フクロウ 132 カラス カケス
63 ヨタカ ヨタカ ヨタカ 133 カササギ
64 アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ 134 ミヤマガラス
65 ヒメアマツバメ 135 ハシブトガラス
66 アマツバメ 136 ハシボソガラス
67 ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ 137 外来種 ソウシチョウ
68 アカショウビン
69 カワセミ
70 キツツキ キツツキ アオゲラ
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野
鳥
の
種
類
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
自
然
林
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
植
物
が
あ
り
、
餌
と
な
る
木
の
実
や
昆
虫
な
ど
の
種
類
も
必

然
的
に
多
様
化
す
る
た
め
野
鳥
の
種
類
も
多
く
な
る
。

野
鳥
を
識
別
す
る
際
、
こ
の
よ
う
な
生
息
環
境
を
念
頭
に
お
き
、
姿
、
色
、
大
き
さ
、
飛
び
方
、
鳴
き
声
な
ど
が
鳥
の
種
類
を
決
め
る
際
の

手
が
か
り
と
な
る
。

■
４
．
姿
や
大
き
さ
、
色
、
飛
び
方
、
歩
き
方
、
鳴
き
声

野
鳥
の
姿
を
見
分
け
る
と
き
は
、
ま
ず
大
き
さ
に
注
目
す
る
。
全
長
と
は
、
く
ち
ば
し
か
ら
尾
ま
で（
人
間
の
身
長
の
よ
う
な
も
の
）。
大
き

さ
は
カ
ラ
ス
、
ハ
ト
、
ス
ズ
メ
な
ど
誰
も
が
知
っ
て
い
る
比
較
に
な
る
よ
う
な
鳥
を
基
準
に
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
り
も
小
さ
く
ス
ズ
メ
よ
り
も
大
き
い
な

ど
と
、
そ
の
鳥
の
識
別
目
当
に
す
る
。
次
は
鳥
の
色
だ
が
、
黒
一
色
や
純
白
ほ
か
カ
ラ
フ
ル
な
色
を
持
つ
鳥
は
分
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
シ
ギ

類
に
な
る
と
色
が
地
味
で
特
徴
が
少
な
い
こ
と
か
ら
他
の
種
類
と
の
区
別
が
む
ず
か
し
い
。
く
ち
ば
し
の
色
や
羽
の
模
様
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ー

ク
と
い
う
特
徴
を
憶
え
て
お
く
と
識
別
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
ま
た
、
飛
び
方
に
も
い
く
つ
か
あ
り
、
ヒ
ヨ
ド
リ
や
セ
キ
レ
イ
は
波
状
に
、

ト
ビ
は
弧
を
描
き
、
あ
る
い
は
カ
サ
サ
ギ
は
直
線
的
に
飛
ぶ
。
そ
の
ほ
か
歩
き
方
も
参
考
に
な
る
。
ス
ズ
メ
は
ピ
ョン
ピ
ョン
と
ホ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
が
、

カ
ラ
ス
は
人
間
と
同
じ
よ
う
に
二
足
歩
行
も
可
能
だ
。
鳴
き
声
も
重
要
な
識
別
ポ
イ
ン
ト
で
、
ウ
グ
イ
ス
は
早
春
に
い
い
声
で
さ
え
ず
る
し
、
カ

ラ
ス
も
メ
ジ
ロ
も
一
度
聞
い
た
ら
聞
き
分
け
は
容
易
だ
。
ま
た
、
一
定
の
鳴
き
声
し
か
発
し
な
い
と
思
っ
て
い
た
野
鳥
で
も
い
く
つ
か
の
声
の
パ
タ
ー

ン
変
化
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
つ
ま
り
野
鳥
への
関
心
さ
え
持
て
ば
そ
こ
か
ら
既
に
バ
ー
ド
ウ
ォッ
チ
ン
グ
が
始
ま
っ
て
い
る
。

■
５
．
大
村
の
主
な
探
鳥
地

野
鳥
の
姿
や
し
ぐ
さ
は
面
白
く
心
を
和
ま
せ
る
。
大
村
市
内
の
各
地
域
に
様
々
な
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
が
、
鳥
は
人
を
警
戒
す
る
こ
と
が

多
く
、
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
営
み
を
続
け
て
い
る
。
行
動
を
よ
く
観
察
す
る
に
は
、
八
倍
く
ら
い
の
倍
率
の
あ
る
双
眼
鏡
が
適
当
で
、

野
鳥
に
近
づ
く
こ
と
な
く
生
態
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
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１　

大
村
公
園

国
道
三
四
号
線
沿
い
に
あ
っ
て
大
村
湾
に
も
接
し
、
城
址
や

大
村
神
社
な
ど
が
あ
り
樹
木
が
自
然
の
ま
ま
に
残
り
、
山
野
の

鳥
や
海
辺
の
鳥
が
楽
し
め
る
。
海
岸
沿
い
に
は
ウ
ミ
ネ
コ（
写
真
３

―
83
）
や
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
が
飛
び
交
い
、
神
社
側
の
森
に
は
フ
ク
ロ
ウ

（
写
真
３
―
84
）
が
い
る
。
ま
た
、
国
道
側
の
公
園
に
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、

ヤ
マ
ガ
ラ
な
ど
が
お
り
、
上
空
に
は
ト
ビ
が
旋
回
す
る
。

２　

多
良
岳

標
高
一
〇
七
六
㍍
の
経
ヶ
岳
が
そ
び
え
深
い
山
を
作
っ
て
い
る
。

黒
木
渓
谷
か
ら
登
っ
て
い
く
と
二
時
間
ほ
ど
で
頂
上
に
至
る
。

上
空
で
は
猛
禽
の
オ
オ
タ
カ
な
ど
が
旋
回
し
小
鳥
類
を
狙
っ
て
い

る
。
秋
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
南
下
し
て
く
る
ア
カ
ハ
ラ
ダ
カ（
写
真

３
―
85
）
と
い
う
小
型
の
タ
カ
が
大
群
で
渦
状
に
回
転
し
な
が
ら

去
っ
て
い
く
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
時
期
に
西
か
ら
東
の

五
島
灘
の
方
面
へ
ハ
チ
ク
マ
と
い
う
ト
ビ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
猛
禽

が
多
数
通
過
す
る
。

３　

野
岳
湖

灌
漑
用
の
た
め
池
で
、
歩
く
と
一
周
四
〇
分
ほ
ど
。
大
村
イ

ン
タ
ー
よ
り
マ
イ
カ
ー
で
約
一
五
分
、
山
に
囲
ま
れ
山
野
の
鳥
ほ

か
、
ガ
ン
カ
モ
科
の
水
鳥
が
多
く
見
ら
れ
る
。
以
前
は
、
冬
季
に

写真３‐83　ウミネコ

写真３‐84　フクロウ

写真３‐85　アカハラダカ

写真３‐86　カルガモ
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オ
シ
ド
リ
が
た
く
さ
ん
来
て
い
た
が
、
中
央
部
に
つ
り
橋
が
完
成

し
人
の
往
来
が
始
ま
る
と
飛
来
数
が
激
減
し
た
。
水
辺
に
は
マ

ガ
モ
や
カ
ル
ガ
モ（
写
真
３
―
86
）な
ど
が
い
る
。
時
お
り
、
珍
鳥
が
飛

来
、
コ
ウ
ラ
イ
ア
イ
サ
と
い
う
日
本
で
は
稀
に
し
か
確
認
さ
れ
て

い
な
い
ガ
ン
カ
モ
科
の
水
鳥
が
現
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

４　

池
田
湖

大
村
イ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
、
周
回
道
路
が
あ
り
池
全
体
を
見

渡
せ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
。
野
鳥
の
写
真
入
り
解
説
板
が
設

置
し
て
あ
る
。
冬
に
な
る
と
マ
ガ
モ
や
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
な
ど
ガ
ン
カ
モ

科
の
水
鳥
が
飛
来
す
る
。
バ
ン（
写
真
３
―
87
）
が
ア
シ
原
の
中
か
ら

出
た
り
入
っ
た
り
、
近
年
、
オ
オ
バ
ン
が
増
え
て
い
る
。
秋
に
は

渡
り
の
途
中
の
サ
ン
カ
ノ
ゴ
イ
が
見
ら
れ
る
。

５　

郡
川
河
口

黒
木
渓
谷
に
源
を
発
し
た
二
級
河
川
で
、
流
れ
込
む
大
村
湾

流
域
は
汽
水
域
と
な
っ
て
、
冬
に
は
多
数
の
マ
ガ
モ
、
ホ
シ
ハ
ジ
ロ

ほ
か
水
鳥
が
飛
来
し
越
冬
す
る
。
国
道
を
つ
な
ぐ
郡
橋
付
近
で

は
カ
イ
ツ
ブ
リ
、
コ
ガ
モ（
写
真
３
―
88
）、
キ
セ
キ
レ
イ
や
ハ
ク
セ
キ
レ

イ（
写
真
３
―
89
）
が
い
る
。
上
流
の
土
手
に
は
桜
並
木
が
あ
り
花
の

蜜
を
求
め
て
春
に
は
ヒ
ヨ
ド
リ
や
メ
ジ
ロ
が
群
れ
る
。

６　

鈴
田
川
河
口

写真３‐87　バン

写真３‐88　コガモ

写真３‐89　ハクセキレイ

写真３‐90　コサギ
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大
村
市
鈴
田
と
久
原
を
流
れ
る
二
級
河
川
で
大
村
湾
南
東
部

へ
注
い
で
い
る
。
秋
か
ら
冬
に
は
た
く
さ
ん
の
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
や
、
マ
ガ

モ
、
カ
ル
ガ
モ
の
水
鳥
が
集
ま
る
。
ま
た
、
水
量
の
多
く
な
い
時

期
の
河
川
敷
で
は
、
や
ぶ
化
し
た
所
に
キ
ジ
や
コ
チ
ド
リ
、
コ
サ

ギ（
写
真
３
―
90
）
や
ダ
イ
サ
ギ（
写
真
３
―
91
）、
カ
ワ
セ
ミ
ほ
か
、
周
辺

の
畑
地
に
は
ツ
グ
ミ
も
来
る
。
上
空
に
は
時
お
り
ミ
サ
ゴ（
写
真
３
―

92
）
が
現
れ
る
。
ア
オ
サ
ギ
は
ナ
ベ
ヅ
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
で
留
鳥
で

あ
る
が
、
春
の
渡
り
の
時
期
、
北
帰
行
の
ツ
ル
と
の
見
誤
り
に
要

注
意
。

■
６
．
留
鳥
―
一
年
中
見
ら
れ
る
鳥

写真３‐91　ダイサギ

写真３‐92　ミサゴ

写真３‐93　スズメ　全長15㎝　身近な野鳥で
人里に住んで家の瓦のすき間などに巣をつく
り繁殖していたが、最近、家の気密性が高く
なり人家の周りに少なくなっている。

写真３‐94　ハシブトガラス　全長57㎝　全身
真っ黒でガアーガアーと濁った声で鳴く。他
の鳥の声をまね、電線をくわえてぶら下がっ
たり、農作物を失敬したり、また、雑食性で
ヘビや交通事故死の動物をついばんだり、好
奇心旺盛である。

写真３‐95　シジュウカラ　全長15㎝　のどから
腹にかけて黒い縞模様がある。巣箱を一番
利用するのはこの鳥で、また、岩の割れ目、
郵便ポスト、伏せた植木鉢などにも巣作りを
する。
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写真３‐96　キジバト　全長33㎝　30年ほど前
までは人家付近にはあまりいなかったが、最
近は公園などにも進出している。野鳥はほと
んど春に繁殖するが、キジバトは年中繁殖す
る。

写真３‐97　カワセミ　全長17㎝　池や川辺の
周辺に住み、主食の小魚を水面に飛び込ん
で捕える。池の土手の露出している部分にく
ちばしで巣穴を作る。水上を直線的に飛ぶ。
スズメよりやや大きく、青色の羽はとても美
しい。

写真３‐98　ヒヨドリ　全長27㎝　灰褐色の地味
な鳥だが、声がキイーキーイと騒々しく庭の
エサ台にも来るが、よく他の鳥を追い払う行
動をする。最近は、庭先やベランダでも繁殖
する。時おり100羽以上の集団を目にする。

写真３‐99　トビ　全長65㎝　鋭い爪とくちばし
で、魚を主食に海岸沿いで流れ着いた小動
物などついばむ。ピーヒョロローと弧を描い
て飛び、時には海岸などで数百羽の群れにな
ることもある。

写真３‐100　アオサギ　全長100㎝　単独で川
の浅瀬等でじっと動かず、獲物の魚を狙うの
を見かける。繁殖時、足がピンクの婚姻色
に変わるものもある。集団で早春から繁殖し、
ツルと大きさが似るが、アオサギは首を曲げ
て飛ぶ。

写真３‐101　キジ　全長80㎝　赤い顔で長い
尾を持ち単独で動く。地面を駆けるのが敏捷、
時おりオスは開けた草原でケーンと甲高く鳴
く。一夫多妻で子育ては雌のみで行い、孵
化後ヒナはすぐに歩け、親について移動する。
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写真３‐102　カササギ　全長45㎝　白と金属光
沢のある黒緑色のツートンカラーで尾が長い。
人家近くの樹木や電柱に、小枝を球状に集め
巣を作る、直線的に飛んでカシャカシャと鳴く。

写真３‐103　ホオジロ　全長16㎝　畑と林縁の
間を行き来し、１年中同じところにいる。スズ
メを思わせる色だが、さえずるときは天に向
かって鳴く。声がよくカゴで飼われていたが、
今は飼養禁止である。

写真３‐104　メジロ　全長12㎝　目の周囲が白
く名前の由来になっている。秋から冬に見か
けることが多く、ツバキの花の蜜を求め数羽
から数十羽の群れを作り、ツーツーといい声
で鳴き交わす。

写真３‐105　カイツブリ　全長25㎝　単独や数
羽で行動、ふっと水中へ潜って違う場所にぽっ
かり浮かぶ行動を繰り返す。夏と冬では羽色
が違い夏は首回りが赤褐色をしている。

写真３‐106　ムクドリ　全長24㎝　長崎県で普
通に見られるようになったのは10年ほど前か
ら。東京や大阪では普通にいたが長崎では
局所的に大村で見られている。二足歩行での
このこ歩きオレンジ色のくちばしと脚が目立
つ。
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■
７
．
夏
鳥
―
春
か
ら
夏
に
見
ら
れ
る
鳥

■
８
．
冬
鳥
―
秋
か
ら
冬
に
見
ら
れ
る
鳥

写真３‐107　ツバメ　全長17㎝　毎年、春に
来て家の軒下に巣を作り２度ほど子育てを
する。地面や水面すれすれのところを飛び、
急反転や急上昇を難なくこなす。９月ごろに
なるとどこからともなく葦原に、多数が集ま
り東南アジアまでの長旅の準備をする。

写真３‐108　アオバズク　全長30㎝　新緑の
５月ごろ南方より渡ってきてセンダン等の樹
洞に営巣、毎年同じ場所で繁殖するものも
あり、フクロウのように夜活動をして、ガや
甲虫などの羽や足などの食痕を巣の周りで
見かける。

写真３‐109　ヤイロチョウ　全長18㎝　初夏
に南方からやってきて多良山系にすみ、ホ
ホヘン、ホホヘンの特徴ある鳴き声をする。
餌は地中のミミズなど、羽は赤、黄色、青
など色彩も派手。

写真３‐110　オシドリ　全長45㎝　秋頃シベ
リアなど北方から南下する。オスは三角形
をしたイチョウ羽が特徴です。日陰の池を
好み、人の気配を察知するとクワックワッツ
と警戒して、すぐに飛び去る。

写真３‐111　マガモ　全長60㎝　頭から首に
かけて青緑の光沢で白い首輪の模様と尾羽
のカールが目立つ。池田湖では人がいたず
らをしないためにかなり近距離から見ること
が可能。
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写真３‐112　モズ　全長20㎝　秋９月頃から里
山に現れる。鋭く曲がったくちばしで、昆虫
のほか小鳥類も捕食する。「百舌鳥」の漢字ど
おり、メジロや、ホオジロ、オオルリの声を
鳴きまねる。また、捕った獲物を、有刺鉄線
等とがったものに刺す習性がある。

写真３‐113　ジョウビタキ　全長15㎝　秋頃中
国大陸方面からやってくる。日本に飛来した
当初は、群れでの行動がみられるが、時間が
経過するにつれそれぞれ自分の縄張りを持ち、
それぞれの箇所に落ち着くようになる。

写真３‐114　ツグミ　全長25㎝　秋に集団で
渡ってきた後、分散する。餌を捕るときぴょ
んぴょんとホッピングしたり、ツーッと足早に
動き胸をそらす。翌春、中国大陸へ渡る前に
はポピリョン、ポピリョンと美しくさえずる。

■
９
．
旅
鳥
―
春
と
秋
の
渡
り
の
途
中
で
、
そ
の
土
地（
地
方
）を
通
過
す
る
渡
り
鳥

（
執
行
利
博
）

写真３‐115　アカハラダカ　全長30㎝　秋に
朝鮮半島から大群で南下し長崎、熊本、鹿
児島から東南アジアを目指します。ハトぐら
いの大きさで胸から腹まで赤褐色、飛翔時
は翼の先端が黒く見え、トンボやチョウを捕
食する。
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爬
虫
類

長
崎
県
に
生
息
す
る
陸
生
爬
虫

類
は
、
二
目
七
科
二
二
種
一
亜
種
で

あ
る
。
大
村
市
は
大
村
湾
沿
い
の
水

田
地
帯
や
里
山
の
広
が
る
山
麓
、
多

良
山
系
等
の
山
地
帯
ま
で
多
様
な
環

境
に
恵
ま
れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

多
種
多
様
な
爬
虫
類
が
生
息
し
て
お

り
、
県
本
土
に
分
布
す
る
ほ
と
ん
ど

の
爬
虫
類
が
生
息
し
て
い
る
。
生
息

種
類
数
は
、
二
目
七
科
一
五
種
で
あ

る
。
表
３
―
４
は
大
村
市
と
県
内
各
地

の
爬
虫
類
の
分
布
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。

■
１
．
亀か

め

目

長
崎
県
に
生
息
す
る
淡
水
性
の
カ

メ
は
四
種
で
大
村
市
に
は
そ
の
四
種

と
も
分
布
し
て
い
る
が
、
ニ
ホ
ン
イ
シ

ガ
メ
は
現
在
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い

な
い
し
、
ク
サ
ガ
メ
も
減
少
傾
向
に

三

表３‐４　大村市に生息する爬虫類
大村市 長崎県本土 壱　岐 対　馬 五　島

アカウミガメ ○ ○ ○ ○

クサガメ ● ○ ○ ○ ○

ニホンイシガメ ● ○ ○ ○ ○

ミシシッピアカミミガメ ▲ △ △ ？ △

ニホンスッポン ● ○ ○ ○

ニホンヤモリ ● ○ ○ ○ ○

ミナミヤモリ ○

ニシヤモリ ○ ○

ヤクヤモリ ○

ニホントカゲ ● ○ ○ ○

ツシマスベトカゲ ○

アムールカナヘビ ○

ニホンカナヘビ ● ○ ○ ○

タカチホヘビ ● ○

シマヘビ ● ○ ○ ○

ジムグリ ● ○ ○ ○

アオダイショウ ● ○ ○ ○ ○

アカマダラ ○

シロマダラ ● ○ ○ ○

ヒバカリ ● ○ ○ ○

ダンジョヒバカリ ○

ヤマカガシ ● ○ ○ ○

ニホンマムシ ● ○ ○ ○

ツシママムシ ○

▲△は移入種　　
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あ
る
。
一
方
、
移
入
種
で
あ
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
は
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
スッ
ポ
ン
も
分
布
域
を
広
げ
て
い
る
。

ク
サ
ガ
メ（
ヌ
マ
ガ
メ
科
・
写
真
３
―
116
）

水
田
や
浅
い
水
路
に
多
い
カ
メ
で
、
泳
ぎ
は
さ
ほ
ど
得
意
で
は
な
い
。
体
色
は
茶
褐
色
で
首
の
部
分
に
草
色
の
模
様
が
あ
る
。
捕
ら
え
ら
れ

た
り
、
危
険
を
感
じ
る
と
臭
腺
か
ら
独
特
の
匂
い
物
質
を
出
す
。
こ
の
匂
い
は
一
度
嗅
い
だ
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
く
ら
い
強
烈
で
、
名
前
の
由
来

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
昔
は
、「
こ
う
ず
」「
へ
く
う
ず
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。
以
前
は
、
カ
メ
と
い
え
ば
ク
サ
ガ
メ
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
、
ペッ
ト

シ
ョッ
プ
や
夜
店
で
売
ら
れ
て
い
る
ミ
ド
リ
ガ
メ（
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
）が
主
流
と
な
り
、
各
家
庭
で
も
、
自
然
界
で
も
王
座
の
い
す
を
譲

り
つつ
あ
る
。

ニ
ホ
ン
イ
シ
ガ
メ（
ヌ
マ
ガ
メ
科
・
写
真
３
―
117
）

記
録
は
あ
る
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
な
い
。
大
村
市
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
全
域
で
減
少
し
て
お
り
、
五
島
列
島
福
江
島
を

除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
。
時
々
、
河
川
や
た
め
池
で
確
認
さ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
放
棄
さ
れ
た
個
体
と
思
わ
れ
る
。
ク
サ
ガ
メ

に
似
て
い
る
が
、
黄
褐
色
の
明
る
い
色
や
甲
羅
の
後
ろ
が
ギ
ザ
ギ

ザ
で
あ
る
こ
と
か
ら
識
別
で
き
る
が
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ（
ヌ
マ
ガ
メ
科
・
写
真
３
―
118
）

「
ミ
ド
リ
ガ
メ
」
と
い
う
名
前
で
ペッ
ト
シ
ョッ
プ
や
夜
店
で
販
売

さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
原
産
の
カ
メ
。
子
ど
も
の
う
ち
は
緑
色
で

ほ
ほ
に
赤
い
斑
点
が
あ
る
。
飼
育
す
る
と
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

り
、
多
少
凶
暴
に
な
る
。
大
型
に
な
る
と
飼
育
に
困
り
野
外
に

放
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
や
大
村
市
に
限
ら
ず
自
然
界
で

写真３‐116　クサガメ

写真３‐117　ニホンイシガメ
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も
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
特
に
、
都
市
部
に
あ
る
池
や
河
川

は
ほ
と
ん
ど
が
本
種
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
ス
ッ
ポ
ン（
ス
ッ
ポ
ン
科
・
写
真
３
―
119
）

ス
ッ
ポ
ン
鍋
に
使
用
さ
れ
る
カ
メ
。
大
村
市
で
も
、
以
前
は
あ

ま
り
多
く
な
か
っ
た
が
、
近
年
郡
川
な
ど
の
河
川
で
増
加
し
て

い
る
。
養
殖
個
体
や
飼
育
個
体
の
放
棄
が
主
な
原
因
で
あ
る
が
、

郡
川
で
も
石
の
上
で
甲
羅
干
し
を
し
て
い
る
姿
を
目
撃
す
る
こ
と

が
あ
る
。
ス
ッ
ポ
ン
は
臆
病
な
た
め
、
こ
ち
ら
が
気
づ
く
前
に
水

の
中
に
潜
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
注
意
し
な
い
と
確
認
は
難

し
い
。

■
２
．
有ゆ

う

鱗り
ん

目

１
．
ト
カ
ゲ
類

長
崎
県
に
は
八
種
の
ト
カ
ゲ
の
仲
間
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
大
村
市
に
生
息
す
る
の
は
三
種
類
。

分
布
し
な
い
五
種
の
う
ち
、
二
種
は
対
馬
だ
け
に
生
息
す
る
種
で
あ
り
、
残
り
三
種
は
五
島
灘
周
辺
に
分

布
す
る
海
岸
性
の
ヤ
モ
リ
類
で
あ
る
。

ニ
ホ
ン
ヤ
モ
リ（
ヤ
モ
リ
科
・
写
真
３
―
120
）

夜
行
性
で
人
家
の
窓
や
壁
に
く
っ
つ
き
、
虫
を
食
べ
て
い
る
。
昔
は
山
間
部
や
黒
木
地
域
で
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
至
る
所
で
目
撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
爬
虫
類
と
し
て
は
珍
し
く
生
息
域
が

拡
大
し
て
い
る
。
四
肢
の
指
先
に
は
細
か
い
先
端
が
カ
ギ
状
の
毛
が
生
え
て
お
り
、
一
見
な
め
ら
か
な
ガ

ラ
ス
面
で
も
止
ま
っ
た
り
動
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
夏
に
壁
の
隙
間
な
ど
に
二
個
の
卵
を
産 写真３‐118　ミシシッピアカミミガメ

写真３‐119　ニホンスッポン写真３‐120　ニホンヤモリ
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み
、
夏
頃
に
は
四
～
五
㌢
㍍
の
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
幼
体
が
目

撃
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ニ
ホ
ン
ト
カ
ゲ（
ト
カ
ゲ
科
・
写
真
３
―
121
）

市
街
地
か
ら
山
間
部
、
山
地
帯
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。

日
当
た
り
の
よ
い
乾
燥
し
た
道
路
や
広
場
、
が
れ
地
な
ど
生
息

域
は
広
く
、
市
内
で
最
も
普
通
の
爬
虫
類
で
あ
ろ
う
。
し
っ
ぽ

が
青
い
個
体
は
幼
体
で
あ
り
、
成
長
す
る
と
青
み
が
消
え
て
い

く
が
、
雌
の
個
体
で
は
残
る
こ
と
も
あ
る
。
初
夏
の
繁
殖
期
に

な
る
と
雄
は
赤
っ
ぽ
い
婚
姻
色
が
出
て
く
る
。

ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ（
カ
ナ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
122
）

ト
カ
ゲ
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
カ
ナ
ヘ
ビ
は
、
も
ち
ろ
ん
ヘ
ビ
で
は
な
く
カ
ナ
ヘ
ビ
科
の
一
種
で
対
馬
に
は
近
縁
の
ア
ム
ー
ル
カ
ナ
ヘ
ビ
が

生
息
し
て
い
る
。
し
っ
ぽ
が
長
く
、
細
長
い
ス
マ
ー
ト
な
体
型
で
褐
色
の
鱗
は
が
さ
つ
い
た
感
じ
。
ト
カ
ゲ
の
よ
う
に
滑
ら
か
で
脂
ぎ
っ
た
感
じ

で
は
な
い
の
で
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
ト
カ
ゲ
と
混
同
さ
れ
る
。
山
歩
き
を
し
て
い
る
と
き
何
か
が
ガ
サ
ガ
サ
と
音
を
立
て
て
動
い
て
い

た
ら
、
ま
ず
本
種
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
。

２
．
ヘ
ビ
類

長
崎
県
に
は
一
〇
種
一
亜
種
の
ヘ
ビ
の
仲
間
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
大
村
市
に
分
布
す
る
の
は
八
種
。
こ
れ
は
長
崎
県
本
土
や
九
州

本
島
と
同
じ
で
あ
り
、ヘ
ビ
の
仲
間
は
意
外
に
少
な
い
。
大
村
市
に
分
布
し
な
い
二
種
一
亜
種
の
う
ち
、二
種
は
対
馬
だ
け
に
生
息
す
る
種
で
あ
り
、

残
り
一
亜
種
は
男
女
群
島
男
島
だ
け
に
生
息
す
る
固
有
亜
種
の
ダ
ン
ジ
ョ
ヒ
バ
カ
リ
で
あ
る
。

タ
カ
チ
ホ
ヘ
ビ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
124
）

体
色
は
黄
土
色
で
、
背
中
の
中
央
に
一
本
の
黒
い
筋
が
あ
る
。
鱗
は
美
し
く
、
金
属
光
沢
が
あ
り
、
虹
色
に
光
っ
て
見
え
る
。
非
常
に
美

写真３‐121　ニホントカゲ

写真３‐122　ニホンカナヘビ
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し
く
、
手
に
と
っ
て
も
噛
み
つ
か
な
い
お
と
な
し
いヘ
ビ
で
あ
る
。
夜
行
性
で
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
多
良
山
系
の
河
川

沿
い
に
多
い
と
思
わ
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
ミ
ミ
ズ
を
補
食
し
て
い
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
し
て
い
る
。

シ
マ
ヘ
ビ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
125
―
１
・
２
）

シ
マヘ
ビ
に
は
体
色
が
薄
い
茶
色
で
四
本
の
縦
縞
が
あ
る
個
体
（
写
真
３
―
125
―
１
）
と
真
っ
黒
い
個
体
（
写
真
３
―
125
―
２
）
が
あ
る
。
別
種
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
両
方
と
も
同
一
種
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
両
親
の
組
み
合
わ
せ
で
も
、
両
タ
イ
プ
が
生
ま
れ
る
。
真
っ
黒
いヘ
ビ
は
「
か
ら
す
ぐ

ち
な
わ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。
雑
食
性
で
適
応
力
の
強
いヘ
ビ
で
い
ろ
ん
な
場
所
で
目
撃
さ
れ
る
。
市
街
地

で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
河
川
敷
や
水
田
・
畑
地
、
山
間
部
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。

ジ
ム
グ
リ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
126
）

茶
褐
色
で
黒
い
斑
紋
が
散
在
し
て
い
る
。
腹
面
は
赤
と
黒
の
ま
だ
ら
模
様
が
見
ら
れ
る
。
他
の
ヘ
ビ
類
と
異
な
り
頭
部
が
小
さ
く
な
っ
て
お

り
、
地
面
に
も
ぐ
り
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
し
た
り
、
木
に
登
っ
て
小
鳥
を
襲
っ
た
り
し
て
い
る
。
昼
間
も
行
動
し
て
い
る
が
、
目
に
す
る
こ
と
の
少

な
いヘ
ビ
で
あ
る
。
幼
体
は
赤
色
が
強
く
、
赤
地
に
黒
の
紋
様
が
非
常
に
派
手
で
、
県
内
の
ヘ
ビ
類
で
は
最
も
目
立
っ
て
い
る
。

ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
127
）

「
ね
ず
み
と
り
」
と
か
「
ね
ず
み
と
り
ぐ
ち
な
わ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
二
㍍
近
く
に
も
な
る
日
本

最
大
の
大
型
の
ヘ
ビ
だ
が
、
壁
や
石
垣
や
木
を
登
る
の
が
得
意
で
、
人
家
や
人
家
周
辺
で
ネ
ズ
ミ
や
小
鳥
を
捕
食
す
る
。
し
か
し
、
人
家
周

辺
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
山
間
部
や
畑
地
で
し
か
目
撃
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

シ
ロ
マ
ダ
ラ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
128
）

赤
み
が
か
っ
た
白
地
に
一
列
の
黒
褐
色
の
ま
だ
ら
が
名
前
の
と
お
り
並
ん
で
い
る
。
夜
行
性
で
昼
間
は
ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
た
め
珍
し
が
ら

れ
て
い
る
が
、
結
構
個
体
数
は
多
く
、
夜
間
の
交
通
事
故
に
よ
る
轢
死
体
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。
他
の
爬
虫
類
を
食
べ
る
「
爬
虫
類
食
の
爬

虫
類
」と
し
て
有
名
で
非
常
に
攻
撃
的
で
あ
り
、
す
ぐ
に
噛
み
つい
て
く
る
が
毒
は
な
い
の
で
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
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ヒ
バ
カ
リ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
129
）

体
長
三
〇
㌢
㍍
程
度
の
小
型
の
ヘ
ビ
で
、
大
村
市
に
生
息
す
る
ヘ
ビ
の
中
で
は
最
も
小
さ
い
。
性
格
も
お
と
な
し
く
触
っ
て
も
噛
み
つ
く
こ

と
は
な
い
。
普
段
は
水
場
や
湿
っ
た
場
所
に
多
く
、
ミ
ミ
ズ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
・
小
魚
な
ど
を
補
食
し
て
い
る
。
夜
行
性
の
た
め
、
昼
間
見
か

け
る
こ
と
は
な
い
が
、
町
中
の
神
社
や
林
の
あ
る
公
園
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
も
生
息
し
て
い
る
。

ヤ
マ
カ
ガ
シ（
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
130
）

黄
褐
色
の
地
肌
に
黒
と
橙
の
斑
紋
が
入
る
水
田
に
多
いヘ
ビ
。
カ
エ
ル
食
で
カ
エ
ル
の
多
い
水
田
や
山
中
に
多
数
生
息
す
る
。
毒
ヘ
ビ
の
一
種

で
死
亡
例
も
あ
る
。
た
だ
し
、
毒
牙
は
口
の
奥
の
方
に
あ
り
ち
ょ
っ
と
噛
ま
れ
た
ぐ
ら
い
で
は
毒
は
入
ら
な
い
の
で
、
そ
ん
な
に
心
配
す
る
必

要
は
な
い
。
し
か
し
、
噛
ま
れ
た
後
、
お
う
吐
感
や
激
痛
が
は
し
っ
た
り
、
歯
茎
な
ど
か
ら
の
出
血
が
あ
っ
た
ら
毒
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
病

院
へ
行
っ
た
方
が
よ
い
。
大
村
の
病
院
に
は
血
清
は
常
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
緊
急
に
取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
る
。

ニ
ホ
ン
マ
ム
シ（
ク
サ
リ
ヘ
ビ
科
・
写
真
３
―
123
）

有
名
な
毒
ヘ
ビ
。
長
崎
県
内
で
も
噛
ま
れ
る
人
は
多
い
が
、
血
清
等
の
常
備
に
よ
り
、
病
院
へ
行

け
ば
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
毒
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
極
端
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
臆
病
な
ヘ
ビ
で
マ
ム

シ
側
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
は
な
い
。
咬
ま
れ
る
場
合
は
、
急
に
体
を
触
っ
た
場
合
で
あ
り
、
び
っ

く
り
し
た
と
き
の
防
御
の
た
め
で
あ
る
。
咬
ま
れ
た
時
は
チ
ク
ッ
と
し
た
感
じ
で
、
二
～
三
十
分
後
に

烈
し
い
痛
み
が
く
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
夏
場
は
、
山
際
の
湿
っ
た
場
所
に
多
く
、
春
や
秋

は
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
多
い
。
方
言
名
は
「
ひ
ら
く
ち
」
で
あ
り
、
大
村
市
に
限
ら
ず
県
内
一

円
共
通
の
名
前
と
な
っ
て
い
る
。

�

（
松
尾
公
則
）

写真３‐123　ニホンマムシ
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写真３‐125‐1　シマヘビ

写真３‐126　ジムグリ

写真３‐125‐2　シマヘビ

写真３‐127　アオダイショウ

写真３‐128　シロマダラ

写真３‐129　ヒバカリ

写真３‐130　ヤマカガシ

写真３‐124　タカチホヘビ
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両
生
類

大
村
市
は
大
村
湾
沿
い
の
水
田
地
帯
か
ら
山
麓
、
多
良
岳

山
頂
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
た
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
大
村
市
の

中
央
か
ら
北
部
に
か
け
て
は
郡
川
が
流
れ
、
そ
の
両
側
の
水

田
地
帯
や
渓
流
域
に
は
長
崎
県
本
土
に
分
布
す
る
多
く
の
両

生
類
が
生
息
し
て
い
る
。
表
３
―
５
は
大
村
市
に
分
布
す
る
両

生
類
を
県
内
各
地
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
１
．
有ゆ

う

尾び

目

一
生
尾
を
持
ち
続
け
る
仲
間
で
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
と
イ

モ
リ
類
に
分
け
る
。
長
崎
県
に
は
四
種
の
有
尾
類
が
分
布
す

る
が
、
大
村
市
に
生
息
す
る
種
は
三
種
類
。
残
り
一
種
は
対

馬
の
固
有
種
で
あ
る
ツ
シ
マ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
の
で
、
県
本
土

に
生
息
す
る
種
は
す
べ
て
分
布
す
る
こ
と
に
な
る
。

カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ（
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科・写
真
３
―
131
）

県
内
各
地
に
広
く
分
布
す
る
が
、減
少
傾
向
が
強
い
た
め

『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
山
麓
の
森
林
と
水
田
が
主
な
生
息

域
。
成
体
は
森
林
内
で
生
活
し
、
初
春
に
産
卵
の
た
め
水

田
や
水
路
、
小
さ
な
池
等
に
集
ま
る
。
雄
は
二
～
四
月
に

か
け
て
水
中
に
滞
在
し
、
順
次
産
卵
に
訪
れ
る
雌
を
待
ち
、

四

表３‐５　大村市に生息する両生類
種　　　　　　名 大村市 長崎県本 壱　岐 対　馬 五　島

カスミサンショウウオ ● ○ ○ ○

ツシマサンショウウオ ○

ブチサンショウウオ ● ○

アカハライモリ ● ○ ○ ○

ニホンヒキガエル ● ○ ○ ○

ニホンアマガエル ● ○ ○ ○ ○

ニホンアカガエル ● ○ ○

ツシマアカガエル ○

タゴガエル ● ○ ○

ヤマアカガエル ○

チョウセンヤマアカガエル ○

トノサマガエル ● ○ △

ツチガエル ● ○ ○ ○

ウシガエル ▲ △ △ △

ヌマガエル ● ○ △ △ △

シュレーゲルアオガエル ● ○ ○ ○

カジカガエル ● ○ ○

▲△は移入種　　
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一
匹
の
雌
に
数
頭
の
雄
が
群
が
る
状
態
で
産
卵
す
る
。
人
家
の
庭
の
池
に
産
卵
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
村
市
で
も
減
少
し
て
い
る
。

ブ
チ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ（
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科
・
写
真
３
―
132
）

多
良
山
系
の
高
地
帯
に
広
く
生
息
し
、
初
春
源
流
域
の
石
の
下
に
集
ま
り
産
卵
を
行
う
。
産
卵
は
か
な
り
高
地
で
行
わ
れ
る
が
、
幼
生

は
中
流
域
で
も
観
察
で
き
る
。
幼
生
は
、
渓
流
内
の
小
さ
な
よ
ど
み
で
素
早
く
泳
ぎ
回
る
の
で
、
体
長
二
～
三
㌢
㍍
の
小
さ
な
イ
モ
リ
の
よ

う
な
生
物
を
目
撃
し
た
ら
本
種
と
思
っ
て
よ
い
。
体
表
面
に
は
小
さ
な
ま
だ
ら
模
様
が
見
ら
れ
る
。
多
良
山
系
一
帯
に
広
く
分
布
す
る
が
、

個
体
数
は
少
な
く
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ（
イ
モ
リ
科
・
写
真
３
―
133
）

背
面
は
黒
く
、
腹
面
に
赤
い
ま
だ
ら
模
様
が
混
じ
る
。
一
年
を
通
じ
て
水
の
あ
る
場
所
な
ら
ど
こ
に
で
も
い
る
が
、
近
年
、
水
田
の
乾
田
化

や
水
路
の
三
面
張
り
で
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
地
域
も
多
い
。
大
村
市
内
は
個
体
数
が
多
い
。
初
夏
に
水
中
の
水
草
に
一
個
ず
つ
産
卵
し
、
幼

生
と
し
て
し
ば
ら
く
過
ご
し
た
後
、
変
態
し
て
陸
上
生
活
に
入
る
。
体
中
に
フ
グ
毒
に
似
た
毒
を
持
っ
て
お
り
、
食
す
る
と
中
毒
を
起
こ
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

写真３‐131　カスミサンショウウオ

写真３‐132　ブチサンショウウオ

写真３‐133　アカハライモリ
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■
２
．
無む

尾び

目

幼
生
に
は
尾
が
あ
る
が
、
変
態
し
成
体
に
な
る
と
尾
が
な
く
な
る
仲
間
で
長
崎
県
に
分
布
す
る
一
三
種
の
無
尾
類
の
う
ち
、
大
村
市
に
は

一
〇
種
が
生
息
し
て
い
る
。
大
村
市
に
生
息
し
な
い
三
種
の
う
ち
二
種
は
対
馬
だ
け
に
生
息
す
る
ツ
シ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
と
チ
ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ

ル
で
あ
る
。
も
う
一
種
は
国
見
山
系
に
分
布
す
る
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
で
あ
り
、
大
村
市
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル（
ヒ
キ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
134
）

「
し
ょ
う
け
ど
ん
く
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
日
本
最
大
の
カ
エ
ル
で
あ
る
。
こ
げ
茶
色
の
ご
つ
ご
つ
し
た
皮
膚
を
持
つ
本
種
は
、
人
家
や
そ
の
周
辺

に
多
数
生
息
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
山
中
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
冬
季
、
山
麓
の
池
や
側
溝
に
産
卵
す
る
。
細
長
い
ひ
も
状
の
卵

塊
は
一
匹
分
で
七
～
八
㍍
に
も
な
り
、
中
に
は
数
千
個
の
卵
が
入
っ
て
い
る
。
大
村
市
内
の
山
麓
の
溜
池
に
は
多
く
生
息
し
て
お
り
、
春
先

に
真
っ
黒
い
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
群
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル（
ア
マ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
135
）

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
雨
が
降
り
そ
う
に
な
る
と
「
グ
ワ
ッ
グ
ワ
ッ
グ
ワ
ッ
」
と
大
き
な
声
で
鳴
い
て
い
る
。
緑
色
の
体
色
で
茶
色
の
斑
紋

が
混
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
窓
際
や
自
動
販
売
機
の
明
か
り
の
周
辺
で
餌
で
あ
る
小
さ
な
虫
を
待
っ
て
い
る
姿
を
目
撃
し
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

体
色
変
化
が
激
し
く
、
緑
色
か
ら
こ
げ
茶
色
ま
で
周
り
の
背
景
に
よ
っ
て
自
由
に
変
化
さ
せ
る
。
市
内
全
域
に
広
く
分
布
す
る
。

ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
136
）

冬
季
に
草
の
生
え
て
い
な
い
水
田
や
側
溝
、
あ
ま
り
深
く
な
い
池
等
に
産
卵
す
る
。
卵
は
冬
の
太
陽
の
光
を
十
分
に
吸
収
す
る
た
め
真
っ
黒

で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
数
百
個
の
卵
を
含
む
卵
塊
は
発
見
し
や
す
い
。
大
村
市
で
は
山
間
部
の
水
田
な
ら
ど
こ
で
で
も
見
ら
れ
た
が
、
近
年
、

冬
季
に
水
田
に
水
を
溜
め
な
い
た
め
、
産
卵
場
が
な
く
な
り
、
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
機
械
化
に
伴
い
田
植
え
の
時
期
だ
け
に
水
田
に
水
を

入
れ
る
と
い
う
農
業
形
態
に
な
っ
た
た
め
、
最
も
被
害
を
被
っ
た
カ
エ
ル
で
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
準
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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タ
ゴ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
137
）

山
中
に
す
む
小
型
の
カ
エ
ル
で
あ
る
。
山
中
を
歩
い
て
い
る
と
き
赤
茶
色
っ
ぽ
い
カ
エ
ル
を
見
た
ら
本
種
と
考
え
て
よ
い
。
二
～
四
月
頃
、
渓

流
上
流
域
の
伏
流
水
で
産
卵
す
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
地
下
か
ら
「
グ
ー
グ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
が
、
成
体
を
目
撃
す
る
こ
と
は

な
い
。
大
村
市
を
含
む
多
良
山
系
一帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
138
）

長
崎
県
で
は
、
最
も
減
少
し
て
い
る
カ
エ
ル
で
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
最
も
高
い
ラ
ン
ク（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
）に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
市
で
は
黒
木
、
南
川
内
等
の
比
較
的
高
地
の
水
田
に
あ
る
程
度
は
分
布
し
て
い
る
。
初
夏
水
田
に
産
卵
し
、

水
田
で
幼
生
時
代
を
過
ご
し
、
変
態
後
も
水
田
付
近
に
生
息
し
、
水
田
の
畦
等
で
冬
眠
す
る
。
水
田
を
代
表
す
る
大
型
の
カ
エ
ル
で
あ
る
が
、

農
業
形
態
の
変
化
に
よ
り
稲
作
に
必
要
な
時
期
だ
け
し
か
水
を
張
ら
な
い
た
め
、
平
野
部
や
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
の
終
わ
っ
た
地
域
で
は
全
く
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
。

写真３‐134　ニホンヒキガエル

写真３‐135　ニホンアマガエル

写真３‐136　ニホンアカガエル

写真３‐137　タゴガエル
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ツ
チ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
139
）

小
型
で
茶
色
。
背
中
の
皮
膚
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
お
り
、
腹
面
も
茶
色
っ
ぽ
い
。
い
わ
ゆ
る
イ
ボ
ガ
エ
ル
で
、
さ
わ
る
と
手
に
イ
ボ
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
く
ら
さ
わ
っ
て
も
イ
ボ
が
で
き
る
こ
と
は
な
い
が
、
非
常
に
く
さ
い
匂
い
を
出
す
の
で
、
さ
わ
る
こ
と
は
勧
め
な
い
。
初
夏

に
「
ギ
ー
ギ
ー
ギ
ー
」
と
低
い
声
で
鳴
い
て
い
る
。
水
場
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
離
れ
ず
、
市
内
の
水
路
か
ら
水
田
、
郡
川
上
流
の
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
が
す

む
清
流
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。

ウ
シ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
140
）

大
型
の
カ
エ
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
移
入
種
で
あ
る
。
背
面
が
紋
様
の
あ
る
深
緑
で
水
深
の
深
い
河
川
や
池
が
生
息
域
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
在
来
で
は
ニ
ホ
ン
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
最
大
だ
が
、
本
種
の
方
が
そ
れ
以
上
に
大
き
く
な
る
。
別
名
「
食
用
ガ
エ
ル
」
で
、
太
も
も
の
肉
は
焼
く
と

鶏
肉
に
似
て
大
変
お
い
し
い
。
戦
後
一
時
期
、
日
本
中
で
捕
獲
さ
れ
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
農
薬
等
の
問
題
で
輸
出
さ

れ
て
い
な
い
。
ウ
シ
ガ
エ
ル
と
い
う
名
前
は
、「
モ
ー
モ
ー
」
と
牛
の
鳴
き
声
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
く
の
池
で
鳴
か
れ
る
と
、

地
響
き
の
よ
う
な
大
き
な
声
の
た
め
、
睡
眠
不
足
に
な
る
と
苦
情
が
出
る
こ
と
が
多
い
が
、
近
年
多
少
減
少
傾
向
に
あ
る
。

写真３‐138　トノサマガエル

写真３‐139　ツチガエル

写真３‐140　ウシガエル

写真３‐141　ヌマガエル
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ヌ
マ
ガ
エ
ル（
ア
カ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
141
）

小
型
で
茶
色
、
体
は
ぬ
る
ぬ
る
し
て
お
り
、
腹
面
は
白
い
。
背
中
に
白
い
線
の
入
る
個
体
と
入
ら
な
い
個
体
が
い
る
。
大
村
市
で
は
最
も
個

体
数
が
多
く
、
普
通
に
目
撃
で
き
る
種
で
あ
る
。
水
田
が
主
な
生
息
場
所
で
、
小
雨
の
降
る
夜
間
に
道
路
上
で
交
通
事
故
に
遭
っ
て
い
る
カ
エ

ル
の
大
半
が
本
種
で
あ
る
。
田
植
え
が
始
ま
る
頃
、
水
田
の
鳴
き
声
の
ほ
と
ん
ど
が
ヌ
マ
ガ
エ
ル
で
、「
ビ
ー
ビ
ー
」
と
遠
く
か
ら
で
も
聞
く
こ
と

が
で
き
る
。
カ
エ
ル
に
し
て
は
乾
燥
に
も
強
く
、
畑
や
河
川
敷
で
も
よ
く
見
か
け
る
。

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ア
オ
ガ
エ
ル（
ア
オ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
142
）

春
先
に「
コ
ロッコ
ロッコ
ロッ
」と
大
き
な
声
で
鳴
く
、
ア
マ
ガ
エ
ル
に
似
た
緑
色
の
カ
エ
ル
で
あ
る
。
初
夏
水
田
の
畦
に
白
い
泡
状
の
卵
塊
を
生

み
付
け
る
の
で
農
家
の
人
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
石
の
下
や
草
の
中
な
ど
人
目
に
触
れ
な
い
場
所
で
鳴
い
て
い
る
た
め
、
声
は
す
れ
ど
も
姿

は
見
え
な
い
状
態
が
多
い
。
町
中
の
水
田
地
帯
を
除
く
と
ほ
と
ん
ど
の
水
田
地
帯
で
鳴
い
て
お
り
、
大
村
市
に
お
け
る
分
布
域
も
広
い
。

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル（
ア
オ
ガ
エ
ル
科
・
写
真
３
―
143
）

美
し
い
鳴
き
声
で
有
名
で
、
郡
川
の
中
流
域
よ
り
上
流
側
で
鳴
い
て
お
り
、
萱
瀬
ダ
ム
よ
り
上
の
黒
木
で
は
特
に
多
い
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
出

現
時
期
と
繁
殖
期
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
光
の
乱
舞
の
中
で
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
美
し
い
鳴
き
声
を
聴
く
の
は
一
興
で
あ
る
。
姿

は
平
べ
っ
た
く
見
た
目
は
そ
れ
ほ
ど
美
し
く
は
な
い
が
、
鳴
き
声
の

美
し
さ
で
は
、
カ
エ
ル
の
中
の
カ
エ
ル
で
あ
ろ
う
。
幼
生
は
流
れ
の

あ
る
河
川
内
で
生
育
す
る
た
め
、
口
を
吸
盤
の
よ
う
に
使
用
し
流

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
八
月
後
半
に
は
変
態
し
て
上
陸
す
る
。

『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』
で
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

�

（
松
尾
公
則
）

写真３‐142　シュレーゲルアオガエル

写真３‐143　カジカガエル
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魚
類

■
１
．
概
要

沖
積
平
野
が
少
な
く
河
川
が
発
達
し
て
い
な
い
長
崎
県
の
淡
水
魚
類
相
は
他
県
に
比
べ
貧
弱
と
い
わ
れ
て
い
る（『
長
崎
県
の
生
物
』編
集
委
員

会（
一
九
八
九
）『
長
崎
県
の
生
物
』長
崎
県
生
物
学
会
）。
多
良
山
系
の
扇
状
地
と
し
て
発
達
し
て
い
る
が
、
大
規
模
な
河
川
が
な
い
大
村
市
に

あ
る
諸
河
川
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
こ
の
中
に
お
い
て
、
郡
川
水
系
は
、
川
棚
川
水
系
、
本
明
川
水
系
、
佐
々
川
水
系
と
並
び
、
県
内
に
お
い

て
は
比
較
的
豊
か
な
淡
水
魚
類
相
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
の
河
川
で
は
、
流
れ
の
速
い
上
中
流
に
カ
ワ
ム
ツ
、
ド
ン
コ
が
多
く
、
流
れ
の
緩
や
か
に
な
る
中
下
流
に
は
フ
ナ
属
の
一
種
、
オ
イ
カ
ワ
、

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ
、
ウ
キ
ゴ
リ
、
ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ
、
チ
チ
ブ
が
見
ら
れ
る
。
河
口
域
で
は
、
ウ
ナ
ギ
、
メ
ダ
カ
、
ボ

ラ
、
マハ
ゼ
、
ヒ
ナ
ハ
ゼ
、
ア
ベハ
ゼ
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
。
と
き
ど
き
ス
ズ
キ
や
ク
ロ
ダ
イ
、
ゴ
ン
ズ
イ
な
ど
が
入
り
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
。

大
村
湾
西
岸
に
流
入
す
る
い
く
つ
か
の
河
川
で
見
ら
れ
る
シ
ロ
ウ
オ
は
、
大
村
市
に
流
れ
る
河
川
に
は
見
ら
れ
な
い（
深
川
元
太
郎
・
小
原
良
典

（
二
〇
〇
四
）「
大
村
湾
流
入
河
川
の
シ
ロ
ウ
オ
遡
上
確
認
」）。

■
２
．
河
川
と
歴
史

大
村
市
に
流
れ
る
河
川
は
主
に
多
良
山
系
を
水
源
と
す
る
も
の
が
多
く
、
他
に
も
今
村
川
の
よ
う
に
日
岳
を
発
す
る
河
川
も
あ
る
。

１　

郡
川

大
村
市
に
流
れ
る
河
川
の
中
で
も
最
大
の
二
級
河
川
で
あ
る
。
多
良
山
系
西
側
斜
面
を
水
源
と
し
、
黒
木
付
近
で
細
流
が
合
流
し
大
き

な
流
れ
と
な
る
。
黒
木
に
は
萱
瀬
ダ
ム（
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
）
が
あ
る
。
ダ
ム
よ
り
下
流
、
荒
瀬
付
近
ま
で
は
南
西
方
向
に
勢
い
よ
く

流
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
荒
瀬
一
帯
か
ら
は
北
西
に
向
き
を
変
え
、
流
れ
が
緩
や
か
に
な
る
。
そ
の
後
、
寿
古
町
付
近
で
再
び
南
西
方
向
に

流
れ
、
沖
田
町
に
て
大
村
湾
に
注
ぐ
、
延
長
約
一
万
五
九
〇
〇
㍍
の
県
内
四
番
目
に
長
い
河
川
で
あ
る
。

郡
川
に
は
支
流
が
た
く
さ
ん
流
れ
込
ん
で
い
る
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、
田
下
町
で
南
川
内
川
と
、
今
富
町
で
佐
奈
川
内
川
と
合
流
す
る
。

河
口
付
近
は
流
れ
も
か
な
り
緩
や
か
に
な
り
、
ウ
ナ
ギ
塚
も
多
く
見
ら
れ
る
。
左
岸
に
大
き
な
湿
地
が
あ
り
、
独
特
な
生
物
相
を
形
成

五
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図３‐10　大村市の河川
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し
て
い
る
。

魚
類
相
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
よ
り
上
流
で
は
、
カ
ジ
カ
や
カ
ワ
ム
ツ
、
タ
カ
ハ
ヤ
、
ド
ン
コ
が
生
息
す
る
。
ダ
ム
よ
り
下
流
の
荒
瀬
付
近
ま
で
は
、

カ
ワ
ム
ツ
、ム
ギ
ツ
ク
、カ
マ
ツ
カ
、ヤ
マ
ト
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
、ア
リ
ア
ケ
ギ
バ
チ
、オ
オ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、ド
ン
コ
が
生
息
す
る
。
平
野
部
に
移
行
し
て
か
ら
、

タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
、
フ
ナ
科
、
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
、
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
、
シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
下
流
部
で
は
、
ハ
ゼ
な
ど
の
底
生

魚
類
相
が
豊
富
で
あ
る
。
マハ
ゼ
、
チ
チ
ブ
、
ヌ
マ
チ
チ
ブ
な
ど
が
流
心
に
多
く
、
ヒ
ナ
ハ
ゼ
は
細
流
や
岸
沿
い
に
、
ア
ベハ
ゼ
は
細
流
や
溜
ま
り

に
多
い
。

県
内
で
も
珍
し
く
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』に
記
載
さ
れ
て
い
る
ム
ギ
ツ
ク
や
ア
リ
ア
ケ
ギ
バ
チ
、
ヤ
マ
ト
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
河
川
の
大
き
な
特
長
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
郡
川
漁
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ
た
。
組
合
員
数
は
設
立
時
当
初
は
九
九
名
、
淡
水
魚
増
殖
保
護
事
業

を
目
的
と
し
て
い
た
。
同
組
合
は
、
こ
れ
ま
で
に
魚
道
整
備
や
萱
瀬
ダ
ム
を
中
心
に
ニ
ジ
マ
ス
、
ア
ユ
、
ワ
カ
サ
ギ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
の
放

流
事
業
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
特
に
昭
和
三
十
年
頃
、
郡
川
産
の
ア
ユ
は
質
が
良
か
っ
た
ら
し

く
、
球
磨
川
に
稚
魚
を
出
荷
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
河
川
改
修
や
萱
瀬
ダ
ム

建
設
、
取
水
堰
の
設
置
等
で
、
主
要
資
源
と
な
る
ア
ユ
が
激
減
す
る
な
ど
環
境
悪
化
の
影
響
は
深

刻
で
あ
っ
た
。
な
お
、
平
成
十
六
年
度
の
組
合
員
数
は
一
五
二
名
で
あ
っ
た
が
、
経
営
困
難
の
た
め
、

平
成
十
八
年（
二
〇
〇
六
）に
解
散
し
て
い
る（
写
真
３
―
144
）。

放
流
し
た
魚
種
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）に
東
・
他
が
、
ワ
カ
サ
ギ

を
榎
茶
屋
付
近
で
確
認
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
一
〜
二
十
三
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
確
認
で
き

て
い
な
い
。
山
陰
以
北
に
生
息
す
る
ワ
カ
サ
ギ
が
繁
殖
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
上
、
定
着
し
て
い

た
と
し
て
も
、
ダ
ム
湖
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
河
川
内
で
確
認
す
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
。

写真３‐144　アユ
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２　

鈴
田
川

大
村
市
に
流
れ
る
河
川
で
は
二
番
目
に
大
き
な
河
川
で
あ
る
。
多
良
山
系
南
側
斜
面
、
平
町
付
近
を
水
源
と
し
、
南
の
方
に
傾
斜
を
下

り
、
三
反
田
付
近
で
西
に
向
き
を
変
え
、
中
里
町
を
流
れ
、
岩
松
町
付
近
で
大
村
湾
に
注
ぐ
。
小
川
内
川
、
稲
川
内
川
、
針
尾
川
な
ど
い

く
つ
か
の
支
流
を
持
つ
。
鈴
田
峠
付
近
の
丘
陵
を
隔
て
て
本
明
川
・
富
川
渓
谷
と
接
す
る
。
鈴
田
川
上
流
や
小
川
内
川
に
は
、
渓
流
性
の
タ

カ
ハ
ヤ
が
生
息
す
る
。
鈴
田
小
付
近
に
は
河
川
公
園
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
人
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ナ
マ
ズ
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
河
口
付
近
は
干
拓
地
と
な
っ
て
お
り
、
水
田
や
ゴ
ル
フ
練
習
場
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
用
水
路
に
は
ニ
シ
キ
ゴ
イ
や
タ
イ

リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
が
放
流
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
方
か
ら
も
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
岸
に
は
塩
性
湿
地
（
河
口
付
近
に
見
ら
れ

る
汽
水
性
の
湿
地
・
葦
原
）が
あ
り
様
々
な
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。

鈴
田
水
系
の
生
物
相
に
つ
い
て
は
、
貝
類
を
は
じ
め
外
来
種
が
非
常
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
為
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
示

唆
さ
れ
る
。

３　

大
上
戸
川

昔
、「
大
村
川
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
河
川
で
あ
る
。
延
長
は
約
三
五
〇
〇
㍍
、
市
内
で
三
番
目
に
長
い
二
級
河
川
で
あ
る
。
多
良
山
系
の
南

西
側
斜
面
を
水
源
と
し
て
、
南
西
に
蛇
行
し
な
が
ら
進
み
、
水
主
町
付
近
で
大
村
湾
に
注
ぐ
。
上
流
に
あ
る
山
田
の
滝
は
有
名
で
あ
る
。

４　

内
田
川

延
長
は
約
二
六
〇
〇
㍍
、
大
村
市
の
中
心
街
を
流
れ
る
河
川
で
あ
る
。
多
良
山
系
南
西
斜
面（
東
大
村
付
近
）を
水
源
に
南
西
方
向
に
下

り
、
西
本
町
と
幸
町
の
間
を
流
れ
、
大
村
湾
に
注
ぐ
二
級
河
川
で
あ
る
。
徳
泉
川
内
橋
付
近
で
は
ニ
シ
キ
ゴ
イ
が
放
流
さ
れ
て
い
る
。

５　

今
村
川

日
岳
と
風
観
岳
に
囲
ま
れ
た
地
域
を
発
し
、
大
村
湾
最
奥
部
の
津
水
湾
に
注
ぐ
、
流
程
延
長
約
三
二
〇
〇
㍍
の
東
大
川
水
系
最
大
の
支

流
で
あ
る
。
河
口
付
近
で
諫
早
市
を
流
れ
る
真
崎
川
・
東
大
川
と
合
流
す
る
。
河
口
右
岸
に
広
が
る
干
潟
は
、
現
在
埋
め
立
て
で
規
模
が
縮

小
し
て
い
る
。
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６　

よ
し
川

福
重
町
か
ら
弥
勒
寺
付
近
を
発
し
、
松
原
で
大
村
湾
に
注
ぐ
流
程
延
長
約
二
〇
〇
〇
㍍
の
小
河
川
で
あ
る
。
本
流
は
高
低
差
が
あ
ま
り

な
い
の
で
、流
れ
は
緩
や
か
で
あ
る
。
河
口
付
近
の
公
園
に
は
本
河
川
に
見
ら
れ
る
魚
類
が
看
板
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
カ
マ
ツ
カ
、ナ
マ
ズ
と
い
っ

た
種
が
生
息
す
る
こ
と
が
注
目
を
ひ
く
。
ア
リ
ア
ケ
ギ
バ
チ
も
生
息
す
る
と
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
間
、
生
息
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

■
３
．
種
の
説
明

ア
ユ

重
要
食
用
魚
の
一
つ
で
あ
り
、
初
夏

の
代
表
的
な
味
覚
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
は
郡
川
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
が

こ
れ
ま
で
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
稚

魚
を
放
流
す
る
事
業
（
種
苗
放
流
）
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
魚

影
は
あ
ま
り
濃
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

カ
ワ
ム
ツ

い
わ
ゆ
る「
ハ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
魚

で
あ
る
。
体
側
中
央
に
明
瞭
な
暗
色
縦

条
が
あ
り
、そ
の
上
は
や
や
黄
色
が
か
っ

た
色
を
呈
し
て
い
る
。
成
熟
し
た
雄
は

尻
び
れ
が
大
き
く
成
長
し
、
頭
部
及
び

腹
部
が
朱
色
に
染
ま
る
。
ま
た
、
頭
部

下アゴ

上アゴ

鼻孔
眼

吻端
ふんたん

腹びれ
頭長

標準体長

全長

◆斑紋の呼び方

縦条

横帯

体高尾柄高

眼径吻
長

肛門・生殖孔

臀びれ
しり

下葉

側線

胸びれ

脂びれ
あぶら

尾びれ

第2背びれ第1背びれ

軟条棘条
なんじょうきょくじょう

上葉

口

図３‐11　魚の各部の名前
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に
顆
粒
状
の
突
起（
追
星
）が
現
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
長
崎
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
河
川
の
上
中
流
に
生
息
し
て
い
る
。

オ
イ
カ
ワ

カ
ワ
ム
ツ
と
並
び「
ハ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
コ
イ
科
の
一
種
で
あ
る
。
幼
魚
期
の
頃
は
カ
ワ
ム
ツ
に
似
る
が
、
体
側
は
銀
白
色
で
や
や
赤
み
の
あ
る

横
長
の
黄
斑
が
見
ら
れ
、
体
幅
が
短
く
や
や
細
長
い
印
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
区
別
で
き
る
。
成
熟
し
た
雄
は
雌
に
比
べ
大
型
化
し
、
尻
び
れ

が
伸
長
し
、
体
色
は
鮮
や
か
な
赤
や
青
緑
色
を
呈
し
、
非
常
に
美
し
く
な
る
。

タ
カ
ハ
ヤ

比
較
的
標
高
の
高
い
場
所
を
水
源
と
す
る
河
川
上
流
部
や
山
間
の
池
な
ど
に
生
息
す
る
コ
イ
科
の
一
種
で
あ
る
。
体
色
は
背
面
が
濃
い
オ

リ
ー
ブ
色
で
、
体
側
は
褐
色
又
は
黄
褐
色
で
あ
る
。
表
面
は
粘
液
で
ぬ
め
ぬ
め
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ア
ブ
ラ
メ
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ム
ギ
ツ
ク

体
は
細
長
く
、
口
は
上
か
ら
見
る
と
や
や
扁
平
し
て
お
り
、
一
対
の
ひ
げ
が
見
ら
れ
る
。
吻ふ

ん

端た
ん

（
口
先
）
か
ら
尾
び
れ
付
け
根
（
尾
び
れ
基

底
部
）
ま
で
の
体
側
に
明
瞭
な
暗
色
縦
条
が
見
ら
れ
る
が
、
大
型
の
個
体
は
や
や
不
明
瞭
に
な
る
。
県
内
で
は
本
明
川
や
川
棚
川
な
ど
大
き

な
河
川
の
中
流
域
や
支
流
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郡
川
で
は
榎
茶
屋
か
ら
佐
奈
川
内
川
合
流
点
付
近
の
、
瀬
か
ら
淵
へ
移
行
す
る
区

間
で
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。

カ
マ
ツ
カ

体
が
細
長
く
、
目
が
頭
上
部
に
あ
り
、
口
ひ
げ
は
一
対
あ
る
。
口
が
吻
端
の
下
の
方
に
開
き
、
底
砂
の
中
に
い
る
餌
を
探
し
食
べ
る
の
に
適

し
て
い
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
体
側
は
褐
色
で
暗
色
斑
が
入
り
、
腹
面
は
淡
い
黄
色
で
あ
る
。
河
川
中
流
域
の
緩
や
か
な
流
れ
が
あ
り
、
砂

底
又
は
砂
礫
底
に
生
息
す
る
。
本
市
で
は
郡
川
と
よ
し
川
の
み
確
認
で
き
た
。

フ
ナ
属
の
一
種

一
般
的
に
県
内
に
お
い
て
フ
ナ
と
言
え
ば
、
ギ
ン
ブ
ナ
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
近
年
、
コ
イ
や
ア
ユ
等
の
放
流
に
伴
い
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
な

ど
の
稚
魚
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
体
高
が
高
い
も
の
等
、
ギ
ン
ブ
ナ
の
形
状
と
は
異
な
る
個
体
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
外
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写真３‐145　カワムツ

写真３‐146　タカハヤ

見
的
に
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
本
報
告
で
は「
フ
ナ
属
の
一
種
」と
し
た
。

タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

体
は
扁
平
し
体
高
が
高
く
、
体
側
面
は
菱
形
の
よ
う
に
見
え
る
。
雄
の
婚
姻
色
は
名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
バ
ラ
色
を
し
て
お
り
非

常
に
美
し
い
種
で
あ
る
。
県
内
で
よ
く
見
ら
れ
る
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
は
外
来
種
の
タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
か
ニッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
と
の
交
雑
個
体
の
可

能
性
が
高
く
、
純
粋
な
ニッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
は
佐
世
保
市
の
一
部
の
み
で
生
息
す
る
。
大
村
市
に
お
い
て
見
ら
れ
る
個
体
群
は
タ
イ
リ
ク
バ
ラ

タ
ナ
ゴ
と
さ
れ
て
い
る（
三
宅
琢
也
・
中
島
淳
・
鬼
倉
徳
雄
・
古
丸
明
・
河
村
功
一（
二
〇
〇
八
）「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
形
態
か
ら
見
た

九
州
地
方
に
お
け
る
ニッ
ポ
ン
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
の
分
布
の
現
状
」）。

ド
ジ
ョ
ウ

水
田
や
湿
地
、
そ
れ
ら
に
つ
な
が
る
細
流
を
好
む
。
以
前
は
水
田
脇
の
用
水
路
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ
た
魚
で
あ
っ
た
が
、
圃ほ

場じ
ょ
う

整せ
い

備び

が
進
み
、

用
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
で
生
息
域
を
奪
わ
れ
、
本
市
を
は
じ
め
県
内
で
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

写真３‐147　ムギツク

写真３‐148　カマツカ
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ヤ
マ
ト
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

体
側
に
二
～
三
列
に
わ
た
り
横
斑
が
点
列
に
見
ら
れ
、
尾
び
れ
基
部
に
二
個
の
暗
色
斑
紋
が
あ
る
。
ま
た
、
目
か
ら
吻ふ

ん

端た
ん

に
か
け
て
暗
色

の
線
が
入
る
。
全
体
的
に
や
や
青
み
が
か
っ
た
色
調
を
し
て
い
る
。
河
川
中
流
部
の
流
れ
の
あ
る
砂
底
・
砂
礫
底
に
生
息
す
る
。
本
市
で
は

郡
川
の
み
で
確
認
し
て
い
る
。ち
な
み
に
ド
ジ
ョ
ウ
の
研
究
家
で
あ
る
池
田
兵
司
が
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）に
発
表
し
た
論
文
で
は
、郡
川
の

個
体
を
検
体
と
し
て
用
い
、
本
種
が
タ
イ
リ
ク
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
と
は
別
種
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

ア
リ
ア
ケ
ギ
バ
チ

「
ぎ
ぎ
」
や
「
さ
っ
ち
ょ
こ
」
の
名
で
知
ら
れ
る
ナ
マ
ズ
に
近
い
仲
間
で
あ
る
。
ナ
マ
ズ
は
顔
が
へ
ら
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
種

は
丸
み
を
帯
び
て
お
り
猫
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
全
長
二
五
㌢
㍍
ほ
ど
で
、
オ
リ
ー
ブ
色
を
し
て
い
る
。
背
び
れ
や
胸
び
れ
に
尖
っ
た
棘

を
も
ち
、
刺
さ
れ
る
と
痛
い
。
夜
行
性
で
甲
殻
類
や
水
生
昆
虫
を
主
に
食
べ
て
い
る
。
本
明
川
を
は
じ
め
、
主
に
多
良
山
系
の
有
明
海
沿
岸

の
河
川
で
見
ら
れ
る
。
大
村
湾
に
流
れ
込
む
河
川
で
は
、
以
前
、
佐
世
保
市
の
小
森
川
・
本
市
の
よ
し
川
に
生
息
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

写真３‐149　ヤマトシマドジョウ

現
在
は
郡
川
水
系
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
生

息
域
は
ダ
ム
の
建
設
予
定
地
に
な
っ
て
い
た
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
面
張
り
に
な
っ
た
り
し
て
、
本
種
の
健
全
な
産
地
は

失
わ
れ
つつ
あ
る
。

ナ
マ
ズオ

リ
ー
ブ
色
が
か
っ
た
斑
紋
が
散
ら
ば
っ
て
見
ら
れ
る
が
、

色
彩
変
異
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
。
下
あ
ご
が
上
あ
ご
よ

り
突
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
対
ず
つ
ひ
げ
が
あ
る
ナ
マ
ズ
だ

が
、
稚
魚
の
頃
は
下
あ
ご
に
は
更
に
も
う
一
対
の
ひ
げ
が
あ

る
。
成
長
と
共
に
消
失
し
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。
一
般

写真３‐150　アリアケギバチ
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的
に
河
川
の
中
下
流
域
に
生
息
す
る
。
本
市
で
は
郡
川
・
鈴
田
川
・
よ
し
川
に
生
息
し
て
い
る
。
郡
川
で
は
荒
瀬
よ
り
も
下
流
域
で
見
ら
れ
る
。

鈴
田
川
で
は
鈴
田
小
付
近
や
干
拓
地
内
の
水
路
で
見
ら
れ
る
。
よ
し
川
で
は
流
域
の
自
治
会
が
環
境
保
護
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
河
川
規
模
が
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
環
境
の
変
化
で
生
息
地
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

ド
ン
コ頭

部
と
胴
体
は
太
く
、体
高
は
あ
ま
り
高
く
な
く
、ず
ん
ぐ
り
し
た
印
象
で
あ
る
。
体
色
は
黄
土
色
で
第
一
背
び
れ
の
付
け
根（
基
底
部
）

か
ら
太
い
暗
色
横
帯
が
三
本
入
る
。
河
川
上
中
流
部
の
淵
で
見
ら
れ
る
。
動
物
食
で
口
に
入
る
大
き
さ
で
、
生
き
て
い
る
も
の
な
ら
貪
欲
に

襲
う
こ
と
が
あ
る
。

ヒ
ナ
ハ
ゼ

体
長
二
㌢
㍍
く
ら
い
の
小
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
体
長
が
短
い
わ
り
に
体
高
が
高
い
。
体
側
は
淡
褐
色
で
、
小
班
型
の
黒
い
斑
紋
が
規
則
的
に

入
る
。
河
川
下
流
や
河
口
付
近
に
生
息
し
、
主
に
岸
沿
い
の
水
生
植
物
の
茂
み
や
流
木
の
陰
、
転
石
の
辺
り
で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
。

ア
ベ
ハ
ゼ

体
長
約
四
㌢
㍍
く
ら
い
の
小
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
頭
部

が
丸
み
を
帯
び
、
上
か
ら
見
る
と
左
右
に
目
が
離
れ
て
い

る
。
体
側
の
前
半
に
は
数
本
の
暗
色
横
帯
が
、
後
半
か
ら

尾
び
れ
基
部
に
か
け
て
、二
本
の
縦
条
が
見
ら
れ
る
。
更
に
、

尾
び
れ
に
は
黒
色
線
が
放
射
状
に
並
ん
で
い
る
。
河
口
付

近
に
生
息
し
、
や
や
臭
気
臭
い
泥
底
を
好
む
こ
と
か
ら
汚

染
に
は
か
な
り
強
い
こ
と
が
分
か
る
。
市
内
全
て
の
河
川
で

確
認
し
た
。

写真３‐151　ナマズ

写真３‐152　ドンコ
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ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
属
の
中
で
、
唯
一
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
の
和
名
が
付
い
て
い
な
い
種
で
あ
る
。
体
長
は
八
㌢
㍍
程
で
、
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
属
の
中
で
は
や
や
体
幹

が
大
き
い
。
色
は
灰
色
に
近
い
色
を
し
て
地
味
で
あ
る
が
、
婚
姻
期
に
入
る
と
、
雄
の
背
び
れ
や
尻
び
れ
は
黄
色
と
赤
紫
色
の
縞
模
様
が
入

り
美
し
い
。
目
の
後
ろ
ま
で
鱗
が
あ
り
、
他
の
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
属
と
は
大
き
く
異
な
る
。
主
に
河
口
付
近
か
ら
河
川
下
流
域
に
生
息
す
る
。

シ
マ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

体
長
は
七
㌢
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
頬
に
赤
い
ミ
ミ
ズ
状
の
模
様
が
入
り
、
尾
び
れ
に
は
放
射
状
に
点
が
羅
列
し
て
い
る
。
ま
た
、

胸
び
れ
基
部
に
三
日
月
状
の
暗
色
斑
が
二
～
三
本
表
れ
る
。
婚
姻
期
に
入
る
と
雌
の
腹
部
は
青
く
発
色
し
、
非
常
に
美
し
く
な
る
。

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

体
長
は
七
㌢
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
名
前
の
と
お
り
、
尾
び
れ
が
燈と

う

色し
ょ
くに

彩
ら
れ
る
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
で
あ
る
。
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
に
は

模
様
の
違
い
や
色
彩
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
本
市
で
は
燈
色
型
を
確
認
し
て
い
る
。
河
川
中
流
域
に
生
息
し
、
ダ
ム
や
湖
沼
に
も
生
息

す
る
こ
と
も
あ
る
。
県
内
に
お
い
て
は
、
大
村
湾
・
有
明
海
沿
岸
に
流
入
す
る
河
川
で
普
通
に
見
ら
れ
、
西
海
市
以
南
で
は
、
角
力
灘
に
面

し
た
河
川
で
の
生
息
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。

オ
オ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

体
長
一
〇
㌢
㍍
を
超
え
る
中
型
の
ハ
ゼ
で
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
生
息
す
る
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
属
の
中
で
最
大
種
で
あ
る
。
胸
び
れ
付
け
根
（
基

部
）に
大
き
な
暗
色
斑
が
あ
り
、
尾
び
れ
基
部
に
も
一
本
の
暗
色
横
帯
が
見
ら
れ
る
。
河
川
中
流
部
の
流
れ
が
速
い
瀬
に
生
息
す
る
。
大
村

湾
東
岸
に
流
入
す
る
い
く
つ
か
の
河
川
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

チ
チ
ブ体

長
一
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
体
色
は
オ
リ
ー
ブ
色
か
ら
黒
褐
色
で
、
第
一
背
び
れ
の
棘
状
の
部
分
（
棘

き
ょ
く

条じ
ょ
う

）
が
糸
状
に
著

し
く
伸
び
、
背
び
れ
付
け
根
（
基
部
）
か
ら
ひ
れ
膜
ま
で
の
長
さ
の
約
二
倍
に
な
る
。
胸
び
れ
の
基
部
が
黄
色
味
が
か
り
、
頬
に
明
る
い
斑
点

が
密
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
本
種
の
特
徴
で
あ
る
。
河
川
下
流
部
や
河
口
域
の
転
石
帯
に
生
息
し
、
大
村
湾
沿
岸
で
は
ど
の
河
川
で
も
見
か
け
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る
こ
と
が
で
き
る
。

近
縁
種
の
ヌ
マ
チ
チ
ブ
も
郡
川
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
一
見
し
て
本
種
と
断
定
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

第
一
背
び
れ
の
棘
条
が
糸
状
に
伸
長
す
る
が
、
チ
チ
ブ
ほ
ど
長
く
は
な
ら
な
い
点
と
、
頭
部
か
ら
体
側
に
か
け
て
青
白
い
斑
点
の
羅
列
が
チ
チ

ブ
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
や
や
小
さ
い
点
で
区
別
が
つ
く
。

ウ
キ
ゴ
リ

体
長
一
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
ハ
ゼ
で
あ
る
。
頭
部
が
や
や
扁
平
す
る
が
、
体
は
細
長
く
ス
マ
ー
ト
な
印
象
を
受
け
る
。
第
一
背
び
れ
の

後
端
部
に
大
き
な
黒
色
斑
を
一
つ
持
つ
。
体
側
に
暗
色
斑
が
並
ぶ
が
、
背
側
に
も
暗
色
斑
が
並
び
、
交
互
に
並
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

県
内
で
も
あ
ま
り
確
認
例
は
多
く
は
な
い
が
、
大
村
湾
沿
岸
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ

体
長
一
〇
㌢
㍍
ほ
ど
、
ウ
キ
ゴ
リ
に
よ
く
似
た
ハ
ゼ
で
あ
る
。
ウ
キ
ゴ
リ
と
の
決
定
的
な
違
い
は
第
一
背
び
れ
後
端
部
に
黒
色
斑
を
持
た
な

写真３‐153　シマヨシノボリ

写真３‐155　オオヨシノボリ

写真３‐154　トウヨシノボリ

写真３‐157　スミウキゴリ

写真３‐156　ウキゴリ
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い
点
で
あ
る
。
体
側
に
六
～
七
本
の
暗
色
横
帯
が
表
れ
る
が
、
肛
門
か
ら
後
ろ
三
本
は
明
瞭
な
の
に
対
し
、
そ
れ
よ
り
前
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

長
崎
県
各
地
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
下
流
域
で
よ
く
見
ら
れ
る
。

メ
ダ
カ最

も
身
近
な
魚
の
一
つ
で
あ
る
。
塩
分
に
対
す
る
耐
性
が
強
く
、
干
拓
地
の
用
水
路
や
塩
性
湿
地
、
河
口
付
近
の
水
生
植
物
の
茂
み
で
も

見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
以
前
は
様
々
な
場
所
で
見
ら
れ
て
い
た
種
で
あ
る
が
、
水
田
の
圃ほ

場じ
ょ
う

整せ
い

備び

事
業
や
河
川
改
修
等
に
よ
り
、
本
種
の

生
息
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
改
良
品
種
な
ど
異
な
る
遺
伝
子
を
持
つ
メ
ダ
カ
の
無
差
別
放
流
に
よ
り
、
本
来
生
息
し
て
い

た
も
の
と
は
遺
伝
的
に
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
飼
え
な
く
な
っ
た
と
か
メ
ダ
カ
を
増
や
し
た
い
か
ら
と
い
っ

た
安
易
な
気
持
ち
で
放
流
す
る
こ
と
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

カ
ジ
カ河

川
上
流
部
に
生
息
す
る
ハ
ゼ
に
似
た
魚
で
あ
る
。
県
内
で
は
多
良
山
系
の
有
明
海
側
の
い
く
つ
か
の
河
川
に
生
息
し
て
い
る
が
、
本
市
に

お
い
て
は
郡
川
の
み
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
郡
川
で
も
上
流
部
の
ご
く
一
部
の
区
間
に
の
み
生
息
し
て

お
り
、
そ
れ
以
外
は
本
来
の
生
息
環
境
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
全
く
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
国
内
移
入
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

タ
ウ
ナ
ギ

東
ほ
か
（
二
〇
〇
一
）に
よ
る
と
、
郡
川
河
口
付
近
沖
田
の
側
溝
で
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）に
五

個
体
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）に
一
個
体
捕
獲
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）

の
調
査
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
種
は
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
・
台
湾
島
・
沖
縄

県
に
生
息
す
る
と
さ
れ
る
が
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
県
内
で
は
本
市
以
外
で
の
確
認

例
は
な
い
の
で
、
恐
ら
く
種
苗
放
流
で
紛
れ
込
ん
だ
か
、
養
殖
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
小
原
良
典
）

写真３‐158　カジカ



215自然編 第三章 植物と動物

　
　
昆
虫
類

■
１
．
大
村
市
の
昆
虫
の
調
査
・
研
究

大
村
市
内
で
昆
虫
類
を
調
査
・
研
究
す
る
機
関
は
な
い
。
専
ら
ア
マ
チ
ュア
の
昆
虫
愛
好
家

が
趣
味
的
に
調
査
し
、
研
究
発
表
し
た
だ
け
で
そ
の
成
果
は
、
チ
ョ
ウ
や
コ
ウ
チ
ュウ
類
を
対
象

に
し
た
も
の
が
主
で
、
昆
虫
類
全
体
の
調
査
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
大
村
駅
近
く
の
東
本
町

に
あ
る
大
村
市
子
ど
も
科
学
館
に
は
、
後
藤
安
一
郎
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
類
、
カ
メ

ム
シ
類
の
標
本
が
寄
贈
展
示
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
大
村
市
内
在
住
者
で
昆
虫
類
の
調
査
研
究
を
し
た
人
は
、
山
口
鉄
男
（
長
崎
大

学
教
授・昆
虫
全
般
）、
後
藤
安
一
郎（
中
学
校
理
科
教
諭・チ
ョ
ウ・カ
メ
ム
シ
類
）、
今
里
健（
中

学
校
理
科
教
諭
・
チ
ョ
ウ
・
ガ
類
）、
柴
原
克
己（
県
立
高
校
生
物
教
諭
・
チ
ョ
ウ
・
ガ
類
）な
ど
。

■
２
．
昆
虫
と
植
物
と
の
関
係

昆
虫
が
棲
む
環
境

昆
虫
の
多
く
は
草
食
で
葉
、
茎
、
実
を
食
べ
た
り
、
汁
を
吸
っ
た
り
、
花
の
蜜
や
花
粉
を

食
べ
た
り
す
る
も
の
が
多
い
。
偏
食
す
る
昆
虫
が
多
く
、
特
定
の
植
物
し
か
食
べ
な
い
も
の
が
多
い
。
雑
木
林
の
よ
う
に
植
物
の
種
類
が
多
く

多
様
な
環
境
で
は
そ
れ
だ
け
に
昆
虫
も
多
種
に
な
る
。
植
林
地
で
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
い
っ
た
数
種
の
植
物
が
植
林
さ
れ
、
多
様
性
が
低
く
な

る
の
で
、
昆
虫
相
も
貧
弱
に
な
る
。
昆
虫
は
野
鳥
の
餌
と
し
て
も
重
要
で
、
野
鳥
を
増
や
す
に
は
昆
虫
が
多
い
自
然
林
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

■
３
．
チ
ョ
ウ
類　

大
村
市
内
に
は
五
〇
種
以
上
が
生
息
し
て
い
る
。

１　

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

大
村
の
代
表
的
な
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
は
ナ
ミ
ア
ゲ
ハ
、
キ
ア
ゲ
ハ
、
ク
ロ
ア
ゲ
ハ
、
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ラ
ス
ア
ゲ
ハ
、
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
、
ミ
カ

六

写真３‐159　大村市こども科学館
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ド
ア
ゲ
ハ
、
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
、
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
、
オ
ナ
ガ
ア
ゲ
ハ
、
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ
な
ど
。

２　

シ
ロ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
、
ス
ジ
グ
ロ
シ
ロ
チ
ョ
ウ（
黒
木
）、
キ
チ
ョ
ウ
、
ツ
マ
グ
ロ
キ
チ
ョ
ウ
、
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
な
ど
。

３　

タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

テ
ン
グ
チ
ョ
ウ（
近
年
増
加
）、
サ
カ
ハ
チ（
翅は

ね

の
斑
紋
が
逆
さ
の
八
の
形
の
意
）チ
ョ
ウ
、
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ウ
ラ
ギ
ン
ス
ジ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ウ

ラ
ギ
ン
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ミ
ド
リ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
キ
タ
テ
ハ
、
ア
カ
タ
テ
ハ
、
ヒ
メ
ア
カ
タ
テ
ハ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、
ス
ミ
ナ
ガ
シ
、
イ

シ
ガ
ケ
チ
ョ
ウ（
岳
の
木
場
、
大
村
市
内
に
近
年
増
加
）、
コ
ム
ラ
サ
キ
、
ゴマ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
、
コ
ミ
ス
ジ
な
ど
。

４　

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
。
日
本
と
台
湾
付
近
の
間
で
渡
り
を
す
る
こ
と
で
有
名
。

長
崎
県
で
確
認
さ
れ
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
も
マ
ー
ク
を
し
て
本
州
か
ら
放
た
れ
た
個
体
が
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
村
市
黒
木
の
御
用
林
の
ス
ギ
の
林
床
に
生
え
た
キ
ジ
ョ
ラ
ン
と
い
う
つ
る
草
か
ら
幼
虫
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
羽
化
し
た
成

虫
の
中
に
は
、
そ
の
後
、
日
本
南
部
や
台
湾
方
面
ま
で
飛
ん
で
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
か
な
か
美
し
く
、
そ
し
て
生
態
も
面
白
い
チ
ョ
ウ

で
あ
る
。

５　

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
ル
リ
シ
ジ
ミ
、
ス
ギ
タ
ニ
ル
リ
シ
ジ
ミ（
黒
木
）、
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
、
ゴ
イ
シ
シ
ジ
ミ（
大
村
公
園
）、

ト
ラ
フ
シ
ジ
ミ（
山
田
の
滝
）、
ベニ
シ
ジ
ミ
、
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
、
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ（
東
大
村
、
ほ
か
）な
ど
。

６　

ジ
ャ
ノ
メ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

ヒ
メ
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
、
ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
、
ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
な
ど
。

７　

セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
の
仲
間

イ
チ
モ
ン
ジ
セ
セ
リ
、
ア
オ
バ
セ
セ
リ
、
ク
ロ
セ
セ
リ
、
コ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
、
ミ
ヤ
マ（
深
山
の
意
）セ
セ
リ
。
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８　

迷
蝶

東
南
ア
ジ
ア
に
生
息
地
の
中
心
を
持
つ
南
方
系
の
チ
ョ
ウ
が
飛
来
し
た
も
の
、
ま
れ
に
大
村
市
付
近
で
偶
然
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
。
ホ
シ

ボ
シ
キ
チ
ョ
ウ（
野
岳
で
大
発
生
し
た
こ
と
が
あ
る
）、
メ
ス
ア
カ
ム
ラ
サ
キ
、
タ
テ
ハ
モ
ド
キ
な
ど
。

■
４
．
ガ
類　

大
村
市
内
に
は
五
か
ら
六
〇
〇
種
が
生
息
し
て
い
る
。

チ
ャ
ド
ク
ガ（
茶
毒
蛾
の
意
）

体
を
覆
う
リ
ン
粉
の
中
に
毒
針
を
持
ち
、
卵
を
サ
ザ
ン
カ
、
ツ
バ
キ
、
チ
ャ
の
木
々
の
葉
裏
に
産
み
付
け
、
ふ
化
し
た
幼
虫
は
葉
裏
に
集
団

で
並
び
、
そ
の
葉
を
食
べ
て
育
つ
。
庭
木
の
剪
定
な
ど
の
時
に
幼
虫
か
ら
飛
び
散
っ
た
毒
針
が
皮
膚
に
付
着
し
て
刺
さ
り
、
赤
く
は
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
嫌
わ
れ
て
い
る
。
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
小
さ
い
子
ど
も
が
遊
ぶ
と
こ
ろ
に
は
サ
ザ
ン
カ
は
植
え
な
い
ほ
う
が
良
い
。写真３‐160　大村市子ども科学館に展示の標本

� （標本作製者：後藤安一郎氏）
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写真３‐162　アサギマダラ

写真３‐161　ナガサキアゲハ

写真３‐163　チャドクガ　（交尾中）

写真３‐165　シンジュサン　サンは蚕を指す

写真３‐164　オオミズアオ　大きく、美しい蛾
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■
５
．
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類　

前
翅
が
硬
い
昆
虫

１　

ホ
タ
ル

発
光
が
著
し
い
ホ
タ
ル
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
二
種
で
、
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
と
い
え
ば
だ
い
た
い
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
を
指
す
。
ゲ
ン
ジ
の

由
来
は
源
氏
物
語
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
光
源
氏
」
に
ち
な
ん
で
ホ
タ
ル
は
光
る
→
源
氏
と
連
想
し
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。

源
氏
が
出
た
か
ら
→
平
家
を
連
想
し
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
名
が
つい
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
昔
の
長
崎
県
出
身
の
有
名
な
ホ
タ
ル
研
究
家
の
説
で

あ
る
。

大
村
市
内
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
多
い
の
は
郡
川
や
南み

な
み
の
か
わ
ち

川
内
川
の
よ
う
な
清
流
周
辺
が
有
名
で
あ
る
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
は
水
生
で
生
き

た
カ
ワ
ニ
ナ
や
イ
シ
マ
キ
ガ
イ
の
生
肉
を
食
べ
て
育
ち
、
成
虫
に
な
る
前
に
さ
な
ぎ
に
な
る
た
め
に
川
ぎ
わ
の
土
手
に
上
が
っ
て
土
中
で
さ
な
ぎ

に
な
り
、
や
が
て
成
虫
と
な
っ
て
地
上
へ
出
る
。
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
は
放
棄
水
田
や
湿
地
に
い
て
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
と
い
う
五
、六
㍉
㍍
の
貝
を

捕
食
し
て
育
つ
。
こ
れ
に
対
し
幼
虫
が
陸
生
で
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
を
餌
と
し
て
い
る
の
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
で
あ
る
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
体
長
が
五
㍉
㍍
く

ら
い
の
小
さ
な
ホ
タ
ル
で
、
一
般
に
は
あ
ま
り
有
名
で
は
な
く
、
鑑
賞
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
ヒ

メ
ボ
タ
ル
は
川
で
な
く
林
や
森
の
林
床
を
飛
び
ま
わ
り
、
季
節
的
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
と
同
じ
こ
ろ
に
発
生
す
る
が
、点
滅
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
や
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
よ
り
も
早
く「
パッ

パッ
、
パッ
」
と
線
香
花
火
の
よ
う
に
点
滅
す
る
。
ホ
タ
ル
類
の
点
滅
が
種
類
と
か
雌
雄
で
異
な

る
の
は
、
ホ
タ
ル
は
夜
行
性
で
あ
る
か
ら
暗
が
り
で
お
互
い
を
判
別
で
き
な
い
の
で
、
光
で
識
別

す
る
の
で
あ
る
。
ホ
タ
ル
は
成
虫
に
な
っ
て
か
ら
は
幼
虫
の
と
き
に
蓄
え
た
養
分
で
生
き
て
い
て
、

水
以
外
に
は
餌
を
食
べ
な
い
。

大
村
市
内
で
は
萱
瀬
ダ
ム
付
近
の
田た

下じ
も

町
に
は
養
殖
場
も
整
備
さ
れ
五
、
六
月
の
発
生
期

に
は
家
族
連
れ
で
ホ
タ
ル
鑑
賞
に
集
ま
る
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
ホ
タ
ル
の
光
は
神
秘
的
で
、

ま
た
熱
を
出
さ
な
い
発
光
で
あ
る
。

写真３‐１66　ミカンの木の害虫ゴマダラカミキリ
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２　

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類

コ
ク
ワ
ガ
タ
、
ミ
ヤ
マ
ク
ワ
ガ
タ（
ミ
ヤ
マ
は
深
い
山
の
意
）、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
、
ネ
ブ
ト
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
が
大
村
の
代
表

種
で
あ
る
。
幼
虫
は
枯
れ
木
の
中
で
育
つ
。
花
壇
や
畑
の
土
か
ら
出
て
く
る
白
い
幼
虫
は
ク
ワ
ガ
タ
類
の
幼
虫
で
は
な
く
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
幼
虫

で
あ
る
。
大
村
市
内
で
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
を
採
集
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

３　

カ
ブ
ト
ム
シ
類

カ
ブ
ト
ム
シ
に
は
コ
カ
ブ
ト
ム
シ
と
い
う
小
型
の
種
類
も
い
る
。
カ
ブ
ト
ム
シ
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
仲
間
で
、
触
覚
の
形
が
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
類
と
は
異

な
る
。
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
幼
虫
は
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
よ
り
も
っ
と
木
が
腐
っ
て
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
枯
れ
木
の
中
や
堆た

い

肥ひ

の
中
で
育
つ
。
飼
育
は
容
易
で
あ
る
。

カ
ブ
ト
ム
シ
の
成
虫
は
生
ま
れ
た
年
の
夏
の
終
わ
り
に
は
死
ん
で
し
ま
い
短
命
で
あ
る
が
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
中
に
は
翌
年
ま
で
越
冬
す
る
も

の
も
い
る
。

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
成
虫
の
餌
は
樹
液
や
果
実
に
含
ま
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
や
シ
ョ
糖
で
、
市
販
の
餌
は
黒
砂
糖
で
甘
く
し
た
ゼ
リ
ー

で
あ
る
。
自
然
で
樹
液
を
よ
く
出
す
木
は
タ
ブ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。

■
６
．
ト
ン
ボ
類

ト
ン
ボ
類
は
水
辺
の
代
表
的
な
昆
虫
で
あ
る
が
、
流
れ
が
あ
る
河
川
で
幼
虫
（
や
ご
）
が
育
つ
種
類
と
流
れ
の
な
い
池
、
水
田
や
湿
地
で
育
つ
ト

ン
ボ
と
の
二
種
類
に
大
別
で
き
る
。
流
れ
の
ト
ン
ボ
の
代
表
格
は
川
の
源
流
部
に
棲
む
ア
サ
ヒ
ナ
カ
ワ
ト
ン
ボ
、
ミ
ヤ
マ
カ
ワ
ト
ン
ボ
。
も
う
少
し

下
流
の
水
田
付
近
な
ど
で
は
翅
が
真
っ
黒
な
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
。
郡
川
上
流
や
南
川
内
の
川
で
は
水
量
も
多
く
、
そ
う
い
う
環
境
で
は
ヒ
メ
ク
ロ
サ

ナ
エ
、
オ
ジ
ロ
サ
ナ
エ
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
、
ミ
ル
ン
ヤ
ン
マ
、
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
、
コ
シ
ボ
ソ
ヤ
ン
マ
が
生
息
す
る
。
流
れ
の
な
い
池
や
湿
地
で
育
つ
ト
ン
ボ

に
は
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
、
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
。
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
ク
ロ
ス
ジ
ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
チ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
、
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
、
ク
ロ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
オ
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
キ
イ
ト
ト
ン
ボ
な
ど
。
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
お
盆
前
後
に
空
き
地
の
広
場
や
水
田

の
上
を
群
れ
て
飛
び
、
長
崎
県
内
で
は
「
シ
ョ
ウ
ロ
ウ
ト
ン
ボ
」
と
呼
ぶ
地
方
が
多
い
。
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
が
こ
の
ト
ン
ボ
の
背
に
乗
っ
て
お
盆
の

里
帰
り
を
さ
れ
る
と
い
う
の
で「
シ
ョ
ウ
ロ
ウ
ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ
る
。
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
は
幼
虫
も
成
虫
も
日
本
国
内
で
は
越
冬
で
き
ず
、
成
虫
が
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毎
年
沖
縄
付
近
か
ら
北
上
し
て
大
村
に
達
し
た

ら
池
、
水
田
あ
た
り
に
産
卵
し
、
ち
ょ
う
ど
お
盆

の
頃
、
二
世
が
多
数
発
生
し
て
く
る
。
ウ
ス
バ
キ

ト
ン
ボ
を
赤
ト
ン
ボ
と
か
ア
キ
ア
カ
ネ
と
呼
ぶ
の
は

誤
り
で
あ
る
。
赤
ト
ン
ボ
は
大
村
付
近
で
は
マ
ユ
タ

テ
ア
カ
ネ
、
ナ
ツ
ア
カ
ネ
、
コ
ノ
シ
メ
ト
ン
ボ
な
ど
で
、

日
本
の
ア
キ
ア
カ
ネ
は
北
国
の
ト
ン
ボ
な
の
で
大
村

で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
大

村
市
内
の
溜
池
な
ど
で
見
か
け
る
美
し
い
ト
ン
ボ

で
あ
る
。

■
７
．
カ
マ
キ
リ
類

前
あ
し
が
鎌
状
に
変
化
し
他
の
昆
虫
を
捕
ま
え
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
目
玉
を
く
る
く
る
動
か

し
て
愛
嬌
が
あ
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
が
あ
る
。

普
通
に
見
か
け
る
の
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
カ
マ
キ
リ
、
オ
オ
カ
マ
キ
リ
、
コ
カ
マ
キ
リ
、
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ
、

ヒ
ナ
カ
マ
キ
リ
。
ウ
ス
バ
カ
マ
キ
リ
は
長
崎
県
下
で
は
非
常
に
稀ま

れ

で
長
崎
空
港
付
近
で
た
だ
一
頭
発
見

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
カ
マ
キ
リ
の
卵
の
塊
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
固
ま
っ
た
泡
に
囲
ま
れ
冬

を
越
す
。

■
８
．
ナ
ナ
フ
シ
ム
シ
類

翅
が
な
く
飛
べ
な
い
の
は
エ
ダ
ナ
ナ
フ
シ
、
ト
ゲ
ナ
ナ
フ
シ
。
植
物
の
緑
色
の
枝
や
枯
れ
枝
に
似
て

身
を
隠
す
。
翅
が
あ
り
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
タ
イ
ワ
ン
ト
ビ
ナ
ナ
フ
シ
。

写真３‐168　チョウトンボ

写真３‐167　シオヤトンボ

写真３‐169　アブラゼミを捕らえたハラビロカマキリ
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■
９
．
バ
ッ
タ
・
コ
オ
ロ
ギ
類

バッ
タ
は
翅
と
脚
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
発
音
す
る
。
コ
オ
ロ
ギ
類
や
キ
リ
ギ
リ
ス
類
は
二
枚
の
翅
を
す
ば
や
く
こ
す
り
合
わ
せ
て
美
し
い
声
（
音
）

を
出
す
の
で
秋
の
虫
を
代
表
す
る
昆
虫
類
で
あ
る
。
代
表
的
な
「
鳴
く
虫
」
は
ス
ズ
ム
シ
、
マ
ツ
ム
シ
、
ク
サ
ヒ
バ
リ
、
カ
ネ
タ
タ
キ
、
エ
ンマ
コ
オ
ロ

ギ
、
タ
イ
ワ
ン
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
。
近
年
は
ア
オ
マ
ツ
ム
シ
と
い
う
緑
色
の
帰
化
昆
虫
で
マ
ツ
ム
シ
に
似
た
虫
が
、
市
内
の
街
路
樹
の
上
で
甲
高
い

声
で「
リ
ー
リ
ー
リ
ー
」と
鳴
い
て
お
り
、
大
村
市
内
に
も
広
が
っ
て
き
た
。
バッ
タ
や
コ
オ
ロ
ギ
類
は
草
原
や
地
上
に
棲
む
も
の
が
多
い
の
で
ス
ス
キ

が
多
い
草
原
が
重
要
に
な
る
。
大
き
な
バッ
タ
は
ト
ノ
サ
マ
バッ
タ
、
ク
ル
マ
バッ
タ
、
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
バッ
タ
。
こ
の
仲
間
は
雌
は
大
き
く
、
雄
は
小
さ
い
。

庭
先
に
も
多
く
青
ジ
ソ
の
葉
に
群
が
る
害
虫
は
オ
ン
ブ
バッ
タ
で
、
背
負
わ
れ
て
い
る
の
は
子
ど
も
で
は
な
く
雄
で
あ
る
。

■
10
．
ハ
チ
類

１　

ス
ズ
メ
バ
チ
類
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類

ス
ズ
メ
バ
チ
類
で
刺
す
の
は
雌
の
産
卵
管
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
雄
の
ハ
チ
に
は
産
卵
管
が
な
く
、
当
然
刺
さ
な
い
。
雄
は
九
月

頃
出
現
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
女
王
バ
チ
と
そ
の
娘
ば
か
り
で
ど
の
個
体
も
刺
す
能
力
は
あ
る
。
大
村
の
ス
ズ
メ
バ
チ
類
に
は
四
種
い
て
、
最
も

大
き
く
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
、
や
や
小
さ
く
、
個
体
数
も
多
い
の
は
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
。
分
類
上
は
ス

ズ
メ
バ
チ
で
も
ほ
と
ん
ど
刺
す
こ
と
が
な
い
の
は
ヒ
メ
ス
ズ
メ
バ
チ
。
ヒ
メ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
腹
部
の
お
尻
が
黒
く
、
他
の
三
種
は
黄
色
い
の
で
慣
れ
る

と
す
ぐ
識
別
で
き
る
。
ヒ
メ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
を
襲
っ
て
そ
の
幼
虫
を
奪
い
去
っ
て
食
べ
る
の
で
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
に
は
恐
る
べ
き

天
敵
で
あ
る
。

ス
ズ
メ
バ
チ
類
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
は
枯
れ
木
、
枯
れ
た
竹
の
表
面
を
歯
で
こ
さ
ぎ
取
っ
て
巣
の
材
料
と
す
る
。
人
家
の
御
簾
を
か
じ
っ
て
い

る
個
体
も
い
る
。
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
の
巣
は
人
家
の
屋
根
の
ひ
さ
し
な
ど
雨
が
か
か
ら
な
い
場
所
に
作
ら
れ
、「
じ
ょ
う
ろ
」
の
先
端
の
か
た
ち

を
し
て
い
る
。
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
土
の
中
に
巣
を
作
る
こ
と
が
多
い
が
、
キ
イ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
や
コ
ガ
タ
ス
ズ
メ
バ
チ
は
車
庫
や
民
家
の
軒
下
な
ど
、

雨
が
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
作
る
。
壁
は
二
重
、
三
重
に
な
っ
て
い
て
断
熱
効
果
が
あ
る
。
出
入
り
口
は
一
ヵ
所
で
、
そ
こ
に
は
見
張
り
が
い
て
、

怪
し
い
敵
が
近
づ
く
と
音
を
出
し
て
仲
間
に
知
ら
せ
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
類
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
は
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
な
蜂
蜜
は
貯
め
な
い
。
巣
の
中
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で
は
越
冬
せ
ず
、
巣
は
毎
年
新
築
さ
れ
、
ミ
ツ
バ
チ
の

よ
う
に
居
す
わ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
十
一
月
頃
ま

で
待
て
ば
ハ
チ
た
ち
は
越
冬
場
所
を
求
め
て
ど
こ
か
へ

去
っ
て
行
く
。
ス
ズ
メ
バ
チ
類
・
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
も
ガ

や
チ
ョ
ウ
類
の
幼
虫
を
見
つ
け
て
、
そ
の
肉
を
持
ち
帰

り
幼
虫
に
与
え
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
益
虫
で
あ

る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
類
の
幼
虫
を
趣
味
で
食
用
に
す
る
人

も
い
る
。
ハ
チ
類
の
巣
を
発
見
し
て
も
ハ
チ
が
む
や
み

に
刺
す
こ
と
は
な
い
か
ら
、
見
つ
け
た
ら
そ
っ
と
し
て

お
く
ほ
う
が
よ
い
。
も
し
ス
ズ
メ
バ
チ
類
に
刺
さ
れ
た

写真３‐170　アシナガバチ雄の腹端（針はない）

写真３‐171　トックリバチの子育て用の育房

ら
、
病
院
に
行
く
ほ
う
が
よ
い
。

２　

ミ
ツ
バ
チ
類

ミ
ツ
バ
チ
類
は
人
に
蜂
蜜
を
提
供
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
植
物
の
花
を
訪
問
し
、
花
粉
媒
介
を
行
う
の
で
自
然
界
で
は
重
要
な
任
務
を
持
っ

て
い
る
。
ミ
ツ
バ
チ
類
に
は
日
本
に
昔
か
ら
棲
ん
で
い
た
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
と
ヨ
ー
ロッ
パ
か
ら
移
入
さ
れ
た
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
の
二
種
が
い
る
。
蜂

蜜
も
近
年
は
外
国
産
の
安
価
な
も
の
が
輸
入
し
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
本
で
は
養
蜂
業
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ツ
バ
チ
は
巣

箱
ご
と
イ
チ
ゴ
業
者
に
貸
し
出
さ
れ
、
イ
チ
ゴハ
ウ
ス
の
中
で
イ
チ
ゴ
の
花
の
受
粉
に
貢
献
し
て
い
る
。

■
11
．
セ
ミ
類

大
村
の
代
表
的
な
セ
ミ
は
ク
マ
ゼ
ミ
、ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
、ヒ
メ
ハル
ゼ
ミ
。
ク
マ
ゼ
ミ
は
黒
び
か
り
し
て
、声
も
大
き
く
、

夏
の
代
表
的
な
昆
虫
で
、
午
前
中
に
よ
く
鳴
き
、
ク
マ
ゼ
ミ
の
声
を
聞
く
と
汗
が
ど
っ
と
吹
き
出
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ク
マ
ゼ
ミ
の
雌
は
庭
木
や
街

路
樹
の
細
い
枯
れ
枝
に
腹
端
の
産
卵
管
で
穴
を
あ
け
て
産
卵
す
る
。
翌
年
の
夏
に
ふ
化
し
、
地
面
に
落
下
し
た
幼
虫
は
土
に
も
ぐ
っ
て
木
の
根
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か
ら
汁
を
吸
っ
て
二
、
三
年
後
に
地
上
へ
出
て
、鳥
が
寝
て
い
る
日
没
か
ら
木
や
塀
に
登
っ
て
羽
化
す
る
。
卵
か
ら
成
虫
に
な
る
ま
で
に
足
掛
け
四
、

五
年
か
か
る
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
は
足
掛
け
六
、七
年
か
か
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
年
で
成
虫
に
な
る
の
か
分
か
っ
て
い
な
い
セ
ミ
も
多
い
。

ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
は
梅
雨
の
時
期
か
ら
七
月
末
ま
で
シ
イ
林
に
発
生
し
、
早
朝
か
ら
、
日
没
ま
で
ひ
っ
き

り
な
し
に
集
団
で
合
唱
し
、
鳴
き
止
む
時
も
一
斉
に
止
む
。

ハ
ル
ゼ
ミ
は
ほ
か
の
セ
ミ
が
ま
だ
発
生
し
な
い
六
月
、
マ
ツ
林
に
発
生
し
、
大
村
市
で
は
マ
ツ
が
多
い

野
岳
に
多
産
す
る
。
ヒ
グ
ラ
シ
は
別
名
カ
ナ
カ
ナ
と
も
呼
ば
れ
、
早
朝
や
日
没
時
に
よ
く
鳴
く
、
鳴

き
声
に
は
風
情
が
あ
る
。
セ
ミ
類
の
幼
虫
は
土
中
に
い
て
、
夏
が
来
た
こ
と
、
日
没
に
な
っ
た
こ
と
が

ど
の
よ
う
に
し
て
わ
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
セ
ミ
一
つ
で
も
謎
が
多
い
昆
虫
た
ち
で
あ
る
。

■
12
．
カ
メ
ム
シ
類

大
村
に
は
七
〇
種
く
ら
い
生
息
し
、
カ
メ
ム
シ
類
は
お
ど
ろ
か
す
と
胸
の
穴
か
ら
臭
い
を
だ
す
の
で
、

「
ヘ
ー
フ
リ
ム
シ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ（
幼
虫
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

実
で
育
つ
）、ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、オ
オ
ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
、ブ
チ
ヒ
ゲ
カ
メ
ム
シ
、ベニツ
チ
カ
メ
ム
シ（
赤

く
、
集
団
で
葉
に
群
が
る
、
幼
虫
は
ボ
ロ
ボ
ロ
ノ
キ
の
実
か
ら
汁
を
吸
っ
て
育
つ
）、
ホ
オ
ズ
キ
カ
メ
ム
シ

（
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
に
群
が
る
黒
褐
色
の
カ
メ
ム
シ
）、
キ
マ
ダ
ラ
カ
メ
ム
シ
は
東
南
ア
ジ
ア
原
産
で
江
戸

時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
船
で
長
崎
出
島
に
侵
入
し
、
日
本
に
帰
化
し
た
も
の
。
大
村
市
内
の
街
路
樹
な
ど

に
も
普
通
に
い
る
。
体
長
は
一・
五
㌢
㍍
く
ら
い
。
秋
の
終
わ
り
に
は
人
家
に
侵
入
し
て
そ
の
ま
ま
越

冬
し
、
翌
春
に
は
屋
外
へ
勝
手
に
出
て
行
く
と
い
う
チ
ャッ
カ
リ
し
た
カ
メ
ム
シ
で
あ
る
。

■
13
．
ハ
エ
類

大
村
の
名
前
を
つ
け
た
昆
虫
に「
オ
オ
ム
ラ
ヤ
ブ
カ
」が
あ
る
。
大
正
十
年（
一
九
二
一
）大
村
公
園

で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
熱
帯
系
の
蚊
で
、
こ
の
名
前
が
つ
い
た
が
、
大
村
公
園
の
森
も
当
時
と
は
変

写真３‐172　枯れ枝から取り出した
クマゼミの卵

写真３‐173　キマダラカメムシ
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化
し
、
今
で
は
大
村
公
園
で
は
再
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
絶
滅
し
た
よ
う
だ
。

■
14
．
昆
虫
の
大
村
の
方
言

代
表
的
な
名
称
は
へ
ん
ぼ（
標
準
和
名
ト
ン
ボ
類
）、
お
が
み
た
ろ
う（
カ
マ
キ
リ
）、
へっ
ぷ
り
む
し
・
ふ
う
虫（
カ
メ
ム
シ
類
）、
し
ょ
う
ろ
う
へ
ん

ぼ（
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
）、
あ
ぶ
ら
む
し（
室
内
の
ク
ロ
ゴ
キ
ブ
リ
）、
じ
ゃ
ぐ
ま（
ク
マ
ゼ
ミ
）な
ど
が
あ
る
。

�

（
池
崎
善
博
）

　
　
水
生
生
物（
エ
ビ
・
カ
ニ
類
）

■
１
．
十
脚
目
甲
殻
類
の
概
要

大
村
湾
は
閉
鎖
性
海
域
で
あ
り
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
に
く
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
五
島
灘
に
面
し
た
河
川
で
普
通
に
見
ら
れ
る
両

側
回
遊
種（
孵
化
し
た
幼
生
が
海
に
下
り
、
成
長
し
、
川
を
上
っ
て
い
く
種
類
）と
り
わ
け
亜
熱
帯
性
の
種
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

エ
ビ
類
で
は
、
た
め
池
や
堤
な
ど
に
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
や
ス
ジ
エ
ビ
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
湾
に
流
入
す
る
河
川
の
大
部
分
に

こ
れ
ら
の
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
自
然
分
布
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
ま
た
、
同
じ
場
所
で
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
や
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ

ガ
イ
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
来
種
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

河
川
下
流
部
か
ら
河
口
部
に
か
け
て
は
、
ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ
や
ミ
ナ
ミ
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、
ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ
が
見
ら
れ
、
河
口
干
潟
で
は
、
ス
ジ
エ
ビ

モ
ド
キ
や
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
、
セ
ジ
ロ
ム
ラ
サ
キ
エ
ビ
が
見
ら
れ
る
。

カ
ニ
類
は
、
河
川
上
流
部
で
は
サ
ワ
ガ
ニ
が
見
ら
れ
る
。
中
下
流
部
に
な
る
と
、
ア
カ
テ
ガ
ニ
や
ベン
ケ
イ
ガ
ニ
が
見
ら
れ
る
。
河
口
付
近
に
な

る
と
ク
ロ
ベン
ケ
イ
ガ
ニ
や
フ
タ
バ
カ
ク
ガ
ニ
、
カ
ク
ベン
ケ
イ
ガ
ニ
、
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ
、
ヒ
ラ
イ
ソ
モ
ド
キ
の
仲
間
が
見
ら
れ
る
。
干
潟
や
塩
性
湿
地

の
あ
る
場
所
で
は
、
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
、
ウ
モ
レ
ベン
ケ
イ
ガ
ニ
が
見
ら
れ
る
。

■
２
．
種
の
説
明

ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ

七
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ヒ
メ
ヌ
マ
エ
ビ
属
の
一
種
で
あ
る
。
額が

っ

角か
く

が
長
く
伸
び
、
や
や
そ
り
上
が
る
。
腹
部
に
は
名
前
の
由
来
と
も
な
っ
て
い
る
小
さ
な
暗
色
点
が

羅
列
し
て
い
る
。
両
側
回
遊
種
で
あ
り
、
河
口
か
ら
下
流
域
の
水
草
が
繁
茂
す
る
場
所
に
多
い
。
本
種
は
ヒ
メ
ヌ
マ
エ
ビ
属
の
中
で
、
県
内
に

お
い
て
最
も
広
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
。
本
種
に
極
似
す
る
ツ
ノ
ナ
ガ
ヌ
マ
エ
ビ
と
思
わ
れ
る
個
体
も
県
内
で
見
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

本
市
に
生
息
す
る
の
は
ミ
ゾ
レ
ヌ
マ
エ
ビ
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ

釣
り
餌
用
と
し
て
各
地
の
ダ
ム
湖
に
放
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
生
を
淡
水
の
中
で
生
活
す
る
種
類
（
陸
封
種
）で
あ
り
、
県
内
で

見
ら
れ
る
他
の
ヌ
マ
エ
ビ
科
の
種
と
は
性
質
が
異
な
る
。
な
お
、
観
賞
魚
ル
ー
ト
や
餌
用
の
種
苗
放
流
な
ど
で
、
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
の
近
縁
種
も

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
非
常
に
高
い
。
こ
う
し
た
近
縁
種
は
外
見
で
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
と
異
な
る
と
断
定
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
だ
。
今

回
、
本
市
で
見
ら
れ
る
カ
ワ
リ
ヌ
マ
エ
ビ
属
の
個
体
は
、「
ミ
ナ
ミ
ヌ
マ
エ
ビ
」と
し
て
報
告
す
る
。

ミ
ナ
ミ
テ
ナ
ガ
エ
ビ（
写
真
３
―
174
）

大
村
湾
沿
岸
で
見
ら
れ
る
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
本
種
の
場
合
が
多
い
。
河
口
か
ら
中
・
下
流
に
生
息

す
る
。
頭
部
の
側
面
に
三
本
の
暗
色
横
帯
が
あ
り
、
足
の
爪
が
比
較
的
短
い
の
で
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ

と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
河
川
に
多
く
生
息
す
る
の
で
、
本
市
で
見

か
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

ス
ジ
エ
ビ

腹
節
に
沿
っ
て
黒
い
筋
が
た
く
さ
ん
入
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
エ
ビ
で
あ
る
。
陸
封
す
る
Ａ

型
と
両
側
回
遊
す
る
Ｂ
型
に
分
か
れ
る
が
、
本
市
に
お
い
て
は
野
岳
湖
や
変
配
川
に
生
息
す
る
Ａ

型
で
あ
る
。

ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ

河
川
汽
水
域
や
塩
性
湿
地
に
多
く
見
ら
れ
る
ス
ジ
エ
ビ
の
仲
間
で
あ
る
。
ス
ジ
エ
ビ
モ
ド
キ
と
同

写真３‐174　ミナミテナガエビ
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じ
場
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
よ
り
上
流
側
の
塩
分
濃
度
の
薄
い
場
所
で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
個
体
に
よ
っ
て
は
黒
っ
ぽ
く
な
る

も
の
や
、
頭
部
か
ら
尾
び
れ
の
付
け
根（
基
底
部
）に
か
け
て
中
央
に
白
線
が
入
る
個
体
も
見
ら
れ
る
。

ス
ジ
エ
ビ
モ
ド
キ

河
口
干
潟
で
見
ら
れ
る
ス
ジ
エ
ビ
の
仲
間
で
あ
る
。
ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ
に
似
て
い
る
が
、
腹
部
に
黒
い
線
が
入
る
こ
と
と
、
腹
節
に
明
瞭
な
黒

い
筋
が
あ
る
の
で
区
別
が
つ
く
。
ま
た
、
ユ
ビ
ナ
ガ
ス
ジ
エ
ビ
よ
り
は
海
に
近
い
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
イ
ソ
ス
ジ
エ
ビ
や
ア
シ
ナ
ガ
ス
ジ

エ
ビ
よ
り
は
淡
水
の
影
響
を
受
け
る
場
所
で
見
ら
れ
る
。

セ
ジ
ロ
ム
ラ
サ
キ
エ
ビ

河
口
域
に
生
息
す
る
一
㌢
㍍
ほ
ど
の
小
型
の
テ
ッ
ポ
ウ
エ
ビ
で
あ
る
。
体
色
は
赤
紫
色
を
し
て
い
る
が
、
頭
部
か
ら
尾
び
れ
の
付
け
根（
基
底

部
）に
か
け
て
中
央
に
白
線
が
入
る
。
普
段
は
腕
を
折
り
た
た
ん
で
行
動
す
る
。
岩
を
め
く
る
と
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。

ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ
ニ

下
流
域
か
ら
河
口
付
近
、
淡
水
の
影
響
を
受
け
る
海
岸
な
ど
、
広
い
範
囲
で
見
か
け
る
モ
ク
ズ

ガ
ニ
科
の
一
種
で
あ
る
。
雄
の
腕
脚
に
は
、
は
さ
み
に
毛
が
生
え
て
い
る
が
、
タ
カ
ノ
ケ
フ
サ
イ
ソ
ガ

ニ
に
比
べ
て
量
は
少
な
い
。
腹
面
に
は
黒
い
点
が
多
数
見
ら
れ
る
。

ハ
マ
ガ
ニ（
写
真
３
―
175
）

甲
幅
五
〇
㍉
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ
科
の
一
種
で
あ
る
。
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
に
似
る
が
、
甲
が

丸
く
、
紫
色
を
呈
す
る
こ
と
な
ど
で
区
別
で
き
る
。
ま
た
、
大
型
に
な
る
の
で
本
種
だ
と
分
か
る
。

河
口
付
近
の
干
潟
の
土
手
な
ど
に
穴
を
掘
っ
て
生
息
し
て
い
る
。

ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ（
写
真
３
―
176
）

甲
幅
三
〇
㍉
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
カ
ニ
で
あ
る
。
青
味
の
あ
る
薄
緑
色
を
し
て
お
り
、
鋏

き
ょ
う

脚き
ゃ
くは

淡

黄
色
に
な
る
。
眼
後
棘
が
発
達
し
て
い
る
。
河
口
付
近
の
泥
干
潟
や
水
田
の
畦
に
巣
穴
を
つ
く
っ

写真３‐175　ハマガニ
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て
生
息
し
て
お
り
、
よ
く
巣
穴
か
ら
外
に
出
て
餌
を
探
し

て
い
る
姿
を
見
か
け
る
。

モ
ク
ズ
ガ
ニ

中
華
料
理
で
有
名
な
上
海
ガ
ニ
と
同
属
の
カ
ニ
で
あ
る
。

本
県
で
は
「
つ
が
ね
」
や
「
つ
が
に
」
と
呼
ば
れ
る
。
カ
ニ
汁

な
ど
の
食
材
と
な
る
こ
と
か
ら
、
昔
は
本
種
を
獲
る
漁
師

も
お
り
、
漁
業
権
も
か
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ク
ロ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ（
写
真
３
―
177
）

甲
幅
三
五
㍉
㍍
ほ
ど
、
眼
後
棘
の
下
に
は
切
れ
込
み
が

な
い
。
甲
は
ご
つ
ご
つ
と
し
て
お
り
、
灰
褐
色
を
し
て
い
る
。

鋏
脚
の
二
の
腕
は
渋
い
紫
色
で
、
外
縁
部
に
顆か

粒り
ゅ
う

状じ
ょ
うの

点
列
が
見
ら
れ
る
。
河
口
付
近
の
土
手
や

塩
性
湿
地
に
穴
を
あ
け
て
生
息
し
て
い
る
。
河
川
汽
水
域
・
河
口
付
近
に
お
い
て
最
も
よ
く
見
か

け
る
カ
ニ
の
一
種
で
あ
る
。

ウ
モ
レ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ（
写
真
３
―
178
）

河
口
干
潟
の
よ
し
原
や
塩
性
湿
地
に
生
息
す
る
。
甲
は
で
こ
ぼ
こ
し
て
お
り
、
土
色
を
呈
し
て

お
り
鋏
脚
は
淡
燈
色
を
帯
び
る
。
動
き
は
活
発
で
は
な
く
、
比
較
的
乾
燥
し
て
い
る
干
潟
の
転

石
下
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
見
つ
か
り
に
く
い
。
岩
な
ど
を
め
く
る
と
本
種
を
発
見

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
捕
ま
る
と
擬
死
状
態
に
な
り
、
安
全
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
は
動
か
な
い
こ

と
が
多
い
。

フ
タ
バ
カ
ク
ガ
ニ（
写
真
３
―
179
）

写真３‐178　ウモレベンケイガニ

写真３‐176　アシハラガニ

写真３‐177　クロベンケイガニ
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甲
幅
四
〇
㍉
㍍
ほ
ど
、
緑
が
か
っ
た
黄
褐
色
で
、
眼
後
棘
の
下
に
は
切
れ
込
み
が
あ
り
、
腕

脚
が
黄
色
み
を
帯
び
る
。
軟
泥
質
の
干
潟
や
泥
の
た
ま
っ
た
港
な
ど
に
多
い
。
一
方
、
同
じ
場
所

で
見
ら
れ
る
カ
ク
ベン
ケ
イ
ガ
ニ
は
眼
後
棘
の
下
に
切
れ
込
み
は
な
く
、
腕
脚
が
赤
褐
色
を
帯
び
る

の
で
容
易
に
区
別
が
つ
く
。
ま
た
、
石
垣
の
隙
間
や
岩
礁
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
た
堤
防
な
ど

で
見
ら
れ
る
。

ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ

甲
幅
三
五
㍉
㍍
程
、
眼
後
棘
の
下
に
更
に
一
対
の
切
れ
込
み
が
あ
る
。
甲
背
面
は
溝
で
は
っ

き
り
と
区
切
ら
れ
て
お
り
、
色
彩
の
よ
く
似
た
ア
カ
テ
ガ
ニ
と
の
区
別
が
つ
く
。

ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ（
写
真
３
―
180
）

鋏
脚
を
振
っ
て
い
る（
ウ
ェ
イ
ビ
ン
グ
）
姿
が
潮
を
招
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
が
付

い
た
ス
ナ
ガ
ニ
科
の
一
種
で
あ
る
。
オ
ス
の
左
の
腕
脚
が
著

し
く
成
長
し
て
い
る
の
に
対
し
、
雌
の
腕
脚
は
両
腕
と
も

小
さ
い
の
で
雌
雄
の
判
別
は
容
易
で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る

生
息
地
は
、
大
村
公
園
横
の
竜
神
社
前
干
潟
の
み
で
あ
る
。

『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
７（
ク
モ
形
類
・
甲
殻
類
等
）』
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
。
健
全
な
環
境
の

干
潟
に
は
必
ず
生
息
す
る
指
標
的
な
カ
ニ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

チ
ゴ
ガ
ニ（
写
真
３
―
181
）

甲
幅
一
㌢
㍍
以
下
の
小
型
の
ス
ナ
ガ
ニ
の
仲
間
で
あ
る
。

写真３‐180　ハクセンシオマネキ

写真３‐179　フタバカクガニ写真３‐181　チゴガニ
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礫
混
じ
り
の
干
潟
に
生
息
し
て
お
り
、
同
じ
場
所
で
ハ
ク

セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
両
腕
で
ウ
ェ

イ
ビ
ン
グ
す
る
姿
は
愛
ら
し
い
。
本
市
に
お
い
て
は
溝
陸

干
潟
に
多
い
。

ヒ
メ
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ（
写
真
３
―
182
）

軟な
ん

泥で
い

質
の
干ひ

潟が
た

に
生
息
す
る
オ
サ
ガ
ニ
科
の
一
種
で
あ

る
。
同
科
の
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
雄

の
第
三
歩
脚
に
毛
が
密
生
し
て
い
る
の
が
本
種
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
イ
ビ
ン
グ
の
方
法
が
両
鋏
脚

を
万
歳
す
る
よ
う
に
突
き
上
げ
る
こ
と
も
本
種
な
ら
で

は
の
特
徴
で
あ
る
。
更
に
、
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ
は
有
明
海
側
の
河
川
に
の
み
生
息
す
る
強
内
湾
性
な
の
に
対
し
、
本
種
は
有
明
海
に
は
生
息
し

な
い
。
本
市
で
は
溝み

ぞ

陸ろ
く

の
干
潟
、
鈴
田
川
、
郡
川
な
ど
で
見
ら
れ
る
。

カ
ワ
ス
ナ
ガ
ニ（
写
真
３
―
183
）

ム
ツ
ハ
ア
リ
ア
ケ
ガ
ニ
科
の
一
種
で
あ
る
。
汽
水
域
上
端
の
流
れ
が
緩
や
か
な
砂
泥
底
で
タ
ケ
ノ
コ
カ
ワ
ニ
ナ
と
共
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

全
国
的
に
見
る
と
生
息
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、「
絶
滅
寸
前
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
村
湾
で
は
比
較
的
見
る
機
会
は
多
く
、
郡
川
は
県

下
最
大
級
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。

■
３
．
淡
水
・
汽
水
性
貝
類
の
概
要

本
市
は
扇
状
地
に
開
け
た
地
形
で
、
河
川
が
あ
ま
り
発
達
し
て
お
ら
ず
、
淡
水
性
貝
類
の
生
息
地
に
な
り
得
る
わ
ん
ど
や
水
田
・
用
水
路
は

あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
よ
っ
て
、
在
来
種
で
確
認
で
き
た
種
は
少
な
い
。
野
岳
湖
で
は
、
幼
貝
期
に
殻
頂
か
ら
縦
に
筋
（
縦
肋
）
が
顕
著
に
表
れ

る
チ
リ
メ
ン
カ
ワ
ニ
ナ
と
思
わ
れ
る
個
体
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
更
に
精
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

写真３‐183　カワスナガニ

写真３‐182　ヒメヤマトオサガニ
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一
方
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
や
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
な
ど
人
為
的
に
運
ば
れ
て
き
た
外
来
種
が
広
範
囲
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
物
相
は
攪

乱
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

汽
水
域
で
は
、
大
村
湾
と
い
う
特
殊
な
環
境
か
ら
も
、
そ
の
貝
類
相
は
非
常
に
興
味
深
い
。
特
に
『
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
７（
ク
モ
形
類
・
甲

殻
類
等
）』の
上
位
に
記
載
さ
れ
て
い
る
オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
数
種
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
河
口
干
潟
付
近
で
は
、
全
国
的
に
減
少
傾
向
と
さ
れ
る

ウ
ミ
ニ
ナ
、
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ
は
多
産
す
る
。
ま
た
、
ミ
ヤ
コ
ド
リ
、
ト
ウ
ガ
タ
ガ
イ
科
、
リ
ソ
ツ
ボ
科
、
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
な
ど
の
小
型
の
貝

類
も
多
い
。
軟
泥
質
の
あ
る
河
口
干
潟
に
は
コ
ゲ
ツ
ノ
ブ
エ
が
決
ま
っ
て
見
つ
か
る
。
ア
サ
リ
が
属
す
る
マ
ル
ス
ダ
レ
ガ
イ
科
で
は
、
ケ
マ
ン
ガ
イ
、
ウ

チ
ム
ラ
サ
キ
な
ど
も
多
産
す
る
。
更
に
県
の
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
や
ヒ
ロ
ク
チ
カ
ノ
コ
も
見
つ
か
る
。
岩

礁
帯
に
移
行
す
る
場
所
で
は
オ
ニ
ノ
ツ
ノ
ガ
イ
科
の
カ
ヤ
ノ
ミ
カ
ニ
モ
リ
、
コベル
ト
カ
ニ
モ
リ
も
見
ら
れ
、
カ
ニ
モ
リ
ガ
イ
の
貝
殻
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

大
村
公
園
の
そ
ば
を
流
れ
る
玖
島
川
河
口
で
は
、
シ
オ
ヤ
ガ
イ
、
イ
オ
ウ
ハマ
グ
リ
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

■
４
．
種
の
説
明

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ

殻
高
が
一
五
～
二
〇
㍉
㍍
と
、
在
来
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
仲
間
で
は
圧
倒
的
に
大
き
い
。
ま
た
、

触
覚
が
三
角
形
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
螺ら

塔と
う

が
非
常
に
低
く
、
殻
口
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
こ

と
か
ら
本
種
と
分
か
る
。
池
や
沼
、
水
田
、
川
の
淀
み
の
水
草
な
ど
に
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

最
近
減
少
傾
向
で
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
は
鈴
田
川
水
系
に
多
い
。

ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ（
写
真
３
―
184
）

最
も
多
く
の
場
所
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
仲
間
で
あ
る
。
殻
高
が
一
五
㍉

㍍
以
下
で
、
殻
口
が
大
き
く
成
長
す
る
が
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
ほ
ど
大
き
く
は
な
ら
な
い
。
用
水
路
・

水
田
に
多
く
、
比
較
的
汚
れ
た
場
所
で
も
見
ら
れ
、
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
と
同
じ
場
所
で
生
息
す
る
こ

写真３‐184　ヒメモノアラガイ
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と
も
多
い
。
稲
苗
に
付
着
し
て
、
生
息
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ハ
ブ
タ
エ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ

殻
高
が
高
く
二
〇
㍉
㍍
に
も
達
す
る
北
米
原
産
の
外
来
種
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
な
体
形
を
し
て

い
る
。
殻
表
に
は
模
様
が
あ
る
。
殻
が
薄
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
力
で
潰
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

鈴
田
川
水
系
で
見
ら
れ
た
。

サ
カ
マ
キ
ガ
イ（
写
真
３
―
185
）

外
来
種
の
淡
水
性
巻
き
貝
と
し
て
は
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
と
共
に
有
名
で
あ
る
。
巻
き
方
が

逆
に
な
っ
て
お
り
、
殻
口
が
向
か
っ
て
左
側
に
開
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
軟
体
部
は
や
や
黒

ず
ん
で
お
り
、
目
の
突
起
は
細
長
い
。
水
田
や
汚
れ
た
水
域
で
よ
く
見
ら
れ
、
一
般
的
に
生
息

地
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ
イ
マ
イ

平
巻
き
状
円
盤
形
を
し
て
お
り
、
県
内
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
ヒ
ラ
マ
キ
ガ
イ
科
三
種
の
中

で
、最
も
平
べ
っ
た
い
印
象
で
あ
る
。
体
層
の
周
辺
に
は
角
が
あ
る
個
体
も
見
ら
れ
る
。
池
、水
田
、

流
れ
の
弱
い
細
流
に
生
息
し
、
水
草
の
繁
茂
す
る
場
所
を
好
む
。

ク
ル
マ
ヒ
ラ
マ
キ
ガ
イ（
写
真
３
―
186
）

「
レ
ン
ズ
ヒ
ラ
マ
キ
ガ
イ
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
殻
は
平
巻
き
状
円
盤
形
で
、
下
面
は
平
ら
に
な
っ

て
い
る
。
上
面
は
凸
レ
ン
ズ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
い
る
も
の
の
、
螺
層
部
分
は
僅
か
に
凹
ん
で
い
る
。

河
川
の
流
れ
の
緩
や
か
な
場
所
や
水
田
・
用
水
路
な
ど
に
生
息
す
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク2011

』で
は
危
惧
Ⅱ
類
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
鈴
田
川
水
系
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
苗
や

水
生
植
物
の
移
植
に
伴
っ
て
移
動
す
る
可
能
性
も
あ
り
、本
種
が
自
然
分
布
か
ど
う
か
は
分
か
っ

写真３‐185　サカマキガイ写真３‐186　クルマヒラマキガイ
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て
い
な
い
。

マ
ル
タ
ニ
シ（
写
真
３
―
187
）

殻
高
六
〇
㍉
㍍
に
も
な
る
大
型
の
巻
き
貝
で
あ
る
。
螺ら

層そ
う

は
丸
く
膨
ら
み
、
各
層
の
継
ぎ
目

は
深
く
入
り
組
ん
で
い
る
。
殻
高
外が

い

唇し

に
向
け
て
、
小
孔
列
が
見
ら
れ
る
個
体
も
あ
る
。
県
内

で
も
あ
ま
り
生
息
地
は
多
く
な
く
、
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
は
危
惧
Ⅱ
類
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
溝
陸
湿
地
横
の
水
田
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヒ
メ
タ
ニ
シ（
写
真
３
―
188
）

殻
高
三
五
㍉
㍍
ほ
ど
の
中
型
の
巻
き
貝
で
あ
る
。
殻
は
黄
土
色
を
し
て
お
り
、
厚
く
固
い
。

河
川
、
池
、
用
水
路
に
生
息
し
、
水
質
が
多
少
悪
い
所
を
好
む
よ
う
だ
。
本
市
で
は
野
岳
湖
に

多
く
生
息
し
て
い
る
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

稲
の
新
芽
を
食
べ
る
大
害
虫
と
し
て
、
農
家
の
方
に
嫌
わ
れ
て
い
る
巻
き
貝
で
あ
る
。
和
名
よ

り
も
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
」
と
い
う
名
の
方
が
有
名
で
あ
る
。
産
卵
期
に
な
る
と
、
用
水
路
横
の
壁

面
等
に
ピ
ン
ク
色
で
葡
萄
状
の
卵
塊
を
産
む
。
戦
後
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
生
息
域
を
爆
発
的

に
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

タ
ケ
ノ
コ
カ
ワ
ニ
ナ（
写
真
３
―
189
）

カ
ワ
ニ
ナ
よ
り
も
殻
高
が
高
く
、
大
型
に
な
る
と
八
㌢
㍍
を
超
え
る
個
体
も
い
る
。
若
貝
の
貝

殻
は
黄
土
色
で
あ
る
が
、
成
長
と
共
に
茶
褐
色
と
な
っ
て
い
く
。
汽
水
域
上
端
部
の
砂
泥
地
に

生
息
す
る
。
全
国
的
に
減
少
傾
向
で
あ
り
、『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011
』で
は
危
惧
Ⅰ

Ｂ
類
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
村
湾
東
岸
の
河
川
に
は
生
息
地
は
多
い
。
本
市
で
は
郡
川
水
系
・
溝

写真３‐187　マルタニシ写真３‐188　ヒメタニシ
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陸
湿
地
な
ど
非
常
に
大
き
な
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
郡
川
水
系
は
県
内
最
大
級
で
あ
る
。

ウ
ス
イ
ロ
オ
カ
チ
グ
サ（
写
真
３
―
190
）

殻
高
二
㍉
㍍
ほ
ど
の
カ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
イ
科
の
一
種
で
あ
る
。
湧
水
が
に
じ
み
出
て
く
る
よ
う

な
場
所
に
集
ま
っ
て
生
息
す
る
が
、
水
に
浸
か
る
こ
と
は
好
ま
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ヒ
ロ
ク
チ
カ
ノ
コ（
写
真
３
―
191
）

成
貝
は
殻
長
二
〇
㍉
㍍
ほ
ど
で
、
殻
後
方
が
尖
っ
た
半
卵
形
を
し
て
い
る
。
殻
は
黄
褐
色
や
オ

リ
ー
ブ
色
で
、
殻
口
は
黒
褐
色
で
あ
る
。
ま
た
、
殻
口
が
Ｄ
の
字
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
大
村
湾
で

見
ら
れ
る
ア
マ
オ
ブ
ネ
ガ
イ
科
三
種
と
比
べ
て
も
違
い
が
明
ら
か
で
あ
る
。
河
川
河
口
付
近
に
生
息

す
る
。

ド
ブ
ガ
イ

殻
長
約
一
〇
〇
㍉
㍍
の
卵
形
の
二
枚
貝
で
あ
る
。
殻
色
は
、
幼
貝
ま
で
は
黄
緑
色
を
し
て
い
る

が
、
成
長
す
る
と
淡
褐
色
か
ら
黒
褐
色
に
な
っ
て
い
く
。
湖
や
池
、
河
川
、
用
水
路
な
ど
の
泥
底

や
砂
泥
底
に
生
息
す
る
。
ド
ブ
ガ
イ
な
ど
イ
シ
ガ
イ
科
の
二
枚
貝
の
幼
生
は
「
ク
ロ
キ
デ
ィ
ウ
ム
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
の
底
生
魚
の
鰓え

ら

や
ひ
れ
な
ど
に
一
時
的
に
寄
生
し
、
離
れ
た

後
、着
底
生
活
に
入
る
。
ま
た
、バ
ラ
タ
ナ
ゴ
の
仲
間
は
、生
き
た
ド
ブ
ガ
イ
の
内
部
に
産
卵
を
行
い
、

仔し

魚ぎ
ょ

に
な
る
と
、貝
の
外
に
出
て
行
く
。
そ
れ
ぞ
れ
に
共
生
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
郡
川
水
系
、

鈴
田
川
水
系
、
よ
し
川
で
見
ら
れ
る
。

マ
シ
ジ
ミ
科
の
一
種

河
川
、
池
・
用
水
路
な
ど
の
砂
泥
底
、
砂
礫
底
に
生
息
す
る
。
小
型
の
も
の
は
黄
土
色
で
あ
る

が
、
大
型
に
な
る
と
茶
褐
色
か
ら
黒
褐
色
に
な
る
。
純
淡
水
域
で
見
ら
れ
、
色
彩
的
に
は
マ
シ
ジ

写真３‐189　タケノコカワニナ写真３‐190　ウスイロオカチグサ
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ミ
と
思
わ
れ
る
が
、
極
似
す
る
外
国
産
シ
ジ
ミ（
特
に
タ
イ
ワ
ン
シ
ジ
ミ
）
が
持
ち
込
ま
れ
、
生
息

域
が
拡
大
し
て
い
る
傾
向
か
ら
、
本
市
で
見
つ
か
っ
て
い
る
個
体
も
マ
シ
ジ
ミ
と
断
定
は
で
き
な
い
。

フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ

河
川
河
口
部
や
塩
性
湿
地
な
ど
に
生
息
す
る
キ
バ
ウ
ミ
ニ
ナ
科
の
巻
き
貝
で
あ
る
。

コ
ゲ
ツ
ノ
ブ
エ（
写
真
３
―
192
）

『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』で
は
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
村
湾
流
入
河
川

の
河
口
部
で
は
決
ま
っ
て
本
種
が
見
つ
か
る
。
オ
ニ
ノ
ツ
ノ
ガ
イ
科
の
特
徴
で
あ
る
、
仏
の
螺ら

髪ほ
つ

の

よ
う
な
突
起
が
見
ら
れ
る
。
や
や
臭
気
が
強
い
内
湾
性
の
干
潟
に
も
見
ら
れ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、

特
に
溝
陸
湿
地
で
お
び
た
だ
し
い
数
が
見
ら
れ
る
。
長
崎
県
で
は
本
種
の
採
取
を
禁
止
し
て
い
る

が
、
干
潟
で
網
を
使
え
ば
普
通
に
入
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
別
の
種
を
捕
獲
す
る
場
合
も
県
自
然

環
境
課
に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
小
原
良
典
）

写真３‐192　コゲツノブエ 写真３‐191　ヒロクチカノコ
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大
村
湾
の
珍
し
い
生
物

大
村
湾
に
棲
息
す
る
生
物
の
全
容
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
今
ま
で
の
調
査
研
究
に
よ
る
成
果
を
分
類
群
別
に

整
理
し
章
末
の
表
に
ま
と
め
た
。
そ
の
結
果
現
時
点
で
は
五
三
八
属
七
六
四
種
以
上
の
生
物
の
出
現
記
録
が
あ
る
。
恐
ら
く
今
後
の
調
査
・
研

究
の
進
展
に
よ
っ
て
大
村
湾
の
生
物
種
多
様
性
は
増
加
す
る
に
違
い
な
い
。
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
大
村
湾
に
も
注
目
す
べ
き
生
物
が
棲
息

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
や
は
り
絶
滅
や
消
滅
に
瀕
し
て
い
る
生
物
で
あ
り
、
大
村
湾
の
環
境
変
化
と
の
関
わ
り
で

関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
衆
目
を
集
め
て
い
る
生
物
は
軟
体
動
物
の
オ
キ
ヒ
ラ
シ
イ
ノ
ミ
ガ
イ
、
節
足
動
物
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
、
魚
類
の

イ
ド
ミ
ミ
ズハ
ゼ
や
ト
ラ
フ
グ
、
ト
ビハ
ゼ
、
海
産
ほ
乳
類
の
ス
ナ
メ
リ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
。
湾
奥
部
の
湿
地
に

は
ア
オ
イ
科
・
ハマ
ボ
ウ
の
生
育
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

イ
ド
ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ（Luciogoblus pallidus R

egon, 1940

）

大
村
湾
北
部
の
大
崎
半
島
付
近
で
採
取
さ
れ
た
。
全
長
が
六
㌢
㍍
ほ
ど
の
ハ
ゼ
で
あ
り
、
内
湾
河
口
部
の

砂
泥
底
に
生
息
す
る
と
さ
れ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク2011

』に
よ
る
と
本
種
の
生
息
域
が
容
易
に

開
発
さ
れ
や
す
い
場
所
に
あ
り
、
そ
こ
の
環
境
保
全
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
判
断
か
ら
準
絶
滅
危
惧
種
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

冬
の
魚
ト
ラ
フ
グ（Takifugu rubripes

（Tem
m

inck et Schlegel

））（
図
３
―
12
）

冬
場
の
食
卓
に
上
る
こ
と
も
あ
る
ト
ラ
フ
グ
も
、
長
崎
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
よ
る
と
絶
滅
の
恐
れ
が

あ
る
地
域
個
体
群
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
は
日
本
沿
岸
や
沖
合
域
に
広
く
生
息
し
、
か
つ
て
は

グ
ラ
バ
ー
図
譜
に
も
あ
る
よ
う
に
長
崎
県
周
辺
で
も
捕
獲
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
養
殖
に
よ
る

生
産
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
天
然
物
の
漁
獲
高
が
極
端
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
て

一
第
三
節
　
海
洋
環
境
と
生
物

図３‐12　トラフグ（『グラバー図譜』より　長崎大学附属図書館所蔵）
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い
る
。
大
村
湾
へ
は
温
暖
期
に
来
遊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

干
潟
の
魚
ト
ビ
ハ
ゼ（P

eriophthalm
us m

odestus C
antor, 1842

）

ト
ビハ
ゼ
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と
並
ん
で
干
潟
の
代
表
的
な
魚
で
あ
る
。
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
り
潮
受
け
堤
防
完
成
以
前
に
存
在
し
て
い
た
諫

早
湾
干
潟
に
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と
と
も
に
多
数
の
ト
ビハ
ゼ
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
ト
ビハ
ゼ
は
東
京
湾
か
ら
有
明
海
に
か
け
て

の
各
地
の
干
潟
に
生
息
す
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
南
部
や
中
国
沿
岸
域
の
干
潟
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
村
湾
北
部
の
小

規
模
な
干
潟
に
も
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
大
村
湾
か
ら
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
長
崎
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

2011

』で
は
諫
早
湾
で
の
生
息
地
の
激
減
か
ら
、
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群
と
さ
れ
て
い
る
。

小
型
の
ク
ジ
ラ
―
ス
ナ
メ
リ（N

eophocaena phocaenoides

（C
uvier, 1829

））（
写
真
３
―
193
）

大
村
湾
に
ク
ジ
ラ
が
生
息
す
る
と
い
う
と
本
当
か
と
疑
う
人
も
多
い
と
思
う
。

沖
縄
や
小
笠
原
の
海
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
や
ゴ
ン
ド
ウ
ク
ジ
ラ
ほ
ど

も
大
き
く
は
な
く
、
ま
た
海
水
面
か
ら
飛
び
上
が
る
よ
う
な
行
動
も
見
せ
な
い
が
、

分
類
学
的
に
述
べ
る
と
な
る
と
や
は
り
ク
ジ
ラ
の
仲
間
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
海
産

大
型
ほ
乳
類
が
大
村
湾
に
棲
み
着
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ク
ジ
ラ
目
ネ
ズ
ミ
イ

ル
カ
科
の
ス
ナ
メ
リ
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
よ
う
な
背
び
れ
は
な
く
、
ま
た
突

き
出
た
吻
部
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
体
型
で
、
皮

膚
は
薄
い
灰
色
か
淡
褐
色
、
体
長
は
一・
六
～
一・
七
㍍
ほ
ど
の
歯
を
持
っ
た
人
間

と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
ミ
ニ
ク
ジ
ラ
で
あ
る
。
ス
ナ
メ
リ
は
沿
岸
性
が
強
く
、
五
〇

㍍
よ
り
も
浅
い
海
域
に
生
息
し
、
砂
泥
質
の
底
質
に
い
る
シ
ャ
コ
や
エ
ビ
類
を
ほ
じ
く

り
出
し
て
食
べ
る
ほ
か
、
遊
泳
性
の
魚
や
イ
カ
・
タ
コ
な
ど
も
餌
と
し
て
い
る
。
イ
ン

ド
洋
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
沿
岸
、
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
を
経
て
日
本
沿
岸
域
に
出
現
し
、

写真３‐193　時津港に水上げされたスナメリ
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日
本
沿
岸
が
北
限
に
な
る
。
こ
の
分
布
か
ら
見
る
と

★
テ
チ
ス
海
要
素
の
生
き
物
と
思
わ
れ
、
そ
の
起
源
は
古
第
三
紀
に
ま
で
遡
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
沿
岸
で
は
こ
れ
ま
で
に
東
京
湾
を
は
じ
め
三
河
湾
、
伊
勢
湾
、
瀬
戸
内
海
、
有
明
海
に
多
く
生
息
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
こ
れ
ら
海
域
で
の
浅
海
域
の
埋
め
立
て
の
進
行
や
、
陸
域
か
ら
の
汚
濁
物
質
の
増
加
に
伴
う
水
質
悪
化
と
と
も
に
そ

の
生
息
数
が
減
少
し
て
い
る
。
更
に
は
船
舶
の
高
速
航
行
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
と
の
衝
突
事
故
も
後
を
絶
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
西

九
州
で
は
有
明
海
や
大
村
湾
の
ほ
か
、
橘
湾
に
も
生
息
し
て
い
る
。
環
境
省
が
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
大
村
湾
に
は
三
〇
〇

頭
足
ら
ず
の
ス
ナ
メ
リ
が
生
息
す
る
と
し
て
い
る
。
以
前
は
魚
網
な
ど
に
引
っ
か
か
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
昨
今
は
そ
の
姿

を
見
る
機
会
が
減
っ
た
と
い
う
。
環
境
省
に
よ
る
と
ス
ナ
メ
リ
は
全
国
規
模
で
見
て
も
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
種
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

生
き
た
化
石
―
カ
ブ
ト
ガ
ニ（Tachypleus tridentatus
（Leach, 1819

））（
図
３
―
13
）

節
足
動
物
門
節
口
綱
剣
尾
目
カ
ブ
ト
ガ
ニ
科
に
属
し
、
世
界
で
は
二
属
四
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
瀬
戸
内
海
、
九
州
北
部
沿

岸
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
生
息
し
、
同
じ
種
が
台
湾
、
中
国
大
陸
東
岸
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ボ
ル
ネ
オ
島
、
ジ
ャ
ワ
島
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
分

布
す
る
。
ミ
ナ
ミ
カ
ブ
ト
ガ
ニ
や
マ
ル
オ
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
ベン
ガ
ル
湾
、
シ
ャ
ム
湾
、
マ
レ
ー
半
島
、
ボ
ル
ネ
オ
島
、
ジ
ャ
ワ
島
、
ス
マ
ト
ラ
島
に
生
息

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
東
岸
と
ユ
カ
タ
ン
半
島
東
岸
に
広
く
分
布
す
る
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
成
体
で
大
き
さ
五
〇
～
六
〇
㌢
㍍
、
頭
に
は
触
角
が
な
く
、
頭
胸
部
に
は
六
対
の
胸
肢
が
あ
る
。
胸
肢
の
第
一
対
は
鋏
角

★
テ
チ
ス
海
要
素

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
形
成
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
大
陸
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
衝
突
す
る
以
前
（
お
よ
そ
二
億
年
前
か
ら

四
五
〇
〇
万
年
前
頃
）に
存
在
し
た
古
代
の
海
を
テ
チ
ス
海
と
呼
ぶ
。
テ
チ
ス
海
は
東
西
方
向
に
延
び
、
ヨ
ー
ロッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
に
ま

で
広
が
っ
て
い
た
暖
海
性
の
地
中
海
で
あ
っ
た
。
現
在
の
海
洋
生
物
の
分
布
を
見
る
と
、
近
縁
種
が
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
に
別
れ
て

生
息
し
て
い
る
事
例
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
か
つ
て
の
テ
チ
ス
海
に
生
息
し
て
い
た
種
が
、
地
理
的
隔
離
を
受
け
て
種
分
化
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
生
物
群
を
テ
チ
ス
海
要
素
と
総
称
す
る
。
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（
は
さ
み
状
）に
な
っ
て
い
る
。
呼
吸
は
鰓さ

い
し
ょ書

で
行
い
、
ク
モ
の
呼
吸
器
で
あ
る
肺は

い
し
ょ書

と
類
似
す

る
。
血
清
も
ク
モ
類
に
近
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
外
形
が
一
見
似
て
い
る
カ
ニ

類
で
は
な
く
ク
モ
類
に
近
縁
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
現
在
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
中
生
代
ジ
ュラ
紀
（
お

よ
そ
二
億
年
前
）に
産
す
る
化
石
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
そ
の
形
態
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
二
億

年
以
上
も
基
本
的
に
そ
の
形
態
を
変
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
生
き
て
い
る
化

石
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
か
つ
て
は
西
日
本
沿
岸
域
に
多
数
生
息
し
て
お
り
、
乾
燥
・
破
砕
し

た
後
に
肥
料
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
沿
岸
域
の
開
発
に
伴
う

生
息
環
境
の
悪
化
に
よ
っ
て
各
地
か
ら
急
速
に
姿
を
消
し
た
。
国
際
自
然
保
護
連
合
が
平
成

六
年
（
一
九
九
四
）
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
「
絶
滅
危
惧
種
」
に
、
日
本
で
も
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
に
指
定
し
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
取
り
立
て
て
特
異
な
環
境
で
成
育
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
生
活
史
を
通
し
て
一
連
の
砂
浜
―
泥
干
潟
―
ア
マ
モ
場
を
必
要

と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
産
卵
は
砂
浜
で
行
わ
れ
る
。
砂
の
中
へ
生
み
つ
け
ら
れ
た
卵
は
太
陽
熱
に
よ
っ
て
孵
化
す
る
。
孵
化
直
後
の
形
態
は
古

生
代
に
繁
栄
し
た
三
葉
虫
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
三
葉
虫
型
幼
生
と
呼
ば
れ
る
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
餌
は
ア
サ
リ
や
ゴ
カ
イ
な
ど
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
成
長
に
は
こ
の
よ
う
な
餌
生
物
が
生
息
す
る
干
潟
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
硬
い
殻
を
脱
ぎ
捨
て
る
脱
皮
を
繰
り
返
し
、

一
〇
～
一
五
年
を
経
て
成
体
に
な
る
。
成
体
の
生
息
場
所
は
や
や
深
い
ア
マ
モ
場
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
各
地
で
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
絶
滅
に
瀕
し
て
い

る
背
景
に
は
、
砂
浜
―
泥
干
潟
―
ア
マ
モ
場
と
連
続
し
た
環
境
が
沿
岸
域
の
開
発
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

西
日
本
で
は
伊
万
里
湾
多
々
良
で
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
産
卵
場
は
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
対
馬
・
浅
茅
湾
、
壱
岐
東
海
岸
、
平
戸
西
岸
、

佐
世
保
湾
に
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
き
た
化
石
と
も
呼
ば
れ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
大
村
湾
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
人
は
少

な
い
。
そ
の
分
布
は
湾
口
部
特
に
早
岐
瀬
戸
と
中
央
部
東
岸
の
松
原
付
近
で
あ
る
。
今
で
も
早
岐
瀬
戸
の
周
辺
に
は
相
当
数
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ

が
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
、
し
ば
し
ば
漁
師
の
網
に
か
か
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
場
で
は
良
好
な
水
質
を
保
っ
た
砂
質
海
浜
が
あ
る
。

図３‐13　カブトガニ
� （『グラバー図譜』より　長崎大学附属図書館所蔵）
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大
陸
系
の
遺
存
種
オ
キ
ヒ
ラ
シ
イ
ノ
ミ
ガ
イ（P

ythia cecillei（P
hilippi, 1947

））

オ
カ
ミ
ミ
ガ
イ
科
に
分
類
さ
れ
る
巻
貝
の
一
種
。
東
ア
ジ
ア
の
一
部
区
域
だ
け
に
分
布
し
、
汽
水
域
周
辺
の
ヨ
シ
原
に
生
息
す
る
。
殻
表

は
褐
色
で
光
沢
の
な
い
殻
皮
を
被
る
が
、
明
る
い
黄
褐
色
か
ら
黒
に
近
い
も
の
ま
で
変
異
が
大
き
く
、
色
帯
や
横
長
の
斑
点
が
出
る
も
の
も
い

る
。
磨
耗
す
る
と
殻
皮
が
失
わ
れ
、
灰
白
色
や
淡
紫
色
を
呈
し
た
個
体
も
多
い
。
成
貝
は
小
型
で
、
長
さ
二
五
㍉
㍍
・
径
一
五
㍉
㍍
程
度

で
あ
る
。
貝
殻
は
や
や
細
長
い
ド
ン
グ
リ
形
で
、
背
腹
に
平
た
く
、
左
右
は
や
や
角
張
る
。
現
在
の
分
布
か
ら
し
て
大
陸
系
の
遺
存
種
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。

環
境
変
化
を
反
映
し
て
い
る
イ
セ
シ
ラ
ガ
イ（A

nadontia stearnsiana

（O
yam

a, 1954

））

大
村
湾
中
央
部
で
行
わ
れ
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
海
底
面
下
六
〇
～
一
七
〇
㌢
㍍
に
か
け
て
現
在
は
大
村
湾
に
生
息
し
て
い
な
い

大
型
二
枚
貝
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
貝
は
イ
セ
シ
ラ
ガ
イ
で
あ
る
。
本
種
は
潮
下
帯
水
深
五
～
一
〇
㍍
以
深
の
砂
泥
質
環
境
に
生
息
す
る
が
、

汚
濁
に
弱
く
、
全
国
的
に
多
く
の
内
湾
域
で
消
滅
し
て
お
り
、
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て
い
る
。
大
村
湾
で
は
約
五
〇
〇
年
前
頃
ま
で
は
生
息

し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
の
堆
積
物
か
ら
は
産
出
せ
ず
、
代
わ
っ
て
や
や
汚
濁
に
強
い
イ
ヨ
ス
ダ
レ（Paphia undulata

（Born, 1778

））
が

産
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
貧
酸
素
に
強
い
と
さ
れ
る
シ
ズ
ク
ガ
イ
（T

heora fragilis

（A
. A

dam
s, 1855

））
が
津
水

湾
な
ど
に
生
息
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
村
湾
の
環
境
も
定
常
的
で
は
な
く
、
常
に
周
囲
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

浜
辺
を
彩
る
黄
色
い
花
―
ハ
マ
ボ
ウ（H

ibiscus ham
abo Seibolt et Zuccarini, 1870

）

樹
高
一
～
二
㍍
の
落
葉
低
木
で
、
波
の
穏
や
か
な
入
り
江
や
河
口
の
塩
湿
地
に
生
育
す
る
。
梅
雨
明
け
頃
に
直
径
五
㌢
㍍
ほ
ど
の
黄
色
の

花
を
つ
け
る
が
、
他
の
ア
オ
イ
科
の
植
物
と
同
様
に
一
日
で
し
ぼ
む
。
奄
美
大
島
か
ら
九
州
、
四
国
、
本
州
太
平
洋
岸
に
生
育
し
、
神
奈
川

県
三
浦
半
島
付
近
と
対
馬
が
分
布
限
界
に
な
っ
て
い
る
。
大
村
湾
で
は
津
水
湾
や
形
上
湾
、
大
崎
半
島
に
生
育
し
て
い
る
ほ
か
、
田
島
や
瀬

戸
の
島
な
ど
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
村
湾
の
み
な
ら
ず
昨
今
の
沿
岸
域
の
開
発
に
伴
っ
て
、
ハマ
ボ
ウ
の

生
育
地
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
県
で
は
独
自
に
準
絶
滅
危
惧
種
と
さ
れ
て
い
る
。



241自然編 第三章 植物と動物

　
　
大
村
湾
の
水
環
境
と
赤
潮

「
赤
潮
」
と
は
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
異
常
に
増
殖
を
し
て
そ
れ
ら
の
体
色
に
よ
り
海
水
が
着
色
す
る
現
象
で
あ
る
。
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

は
十
分
な
栄
養
塩
と
適
当
な
温
度
、
光
環
境
が
整
え
ば
、
無
性
生
殖
―
す
な
わ
ち
細
胞
を
二
分
裂
さ
せ
る
こ
と
︱
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
ネ
ズ
ミ
算
式
に
細
胞
数
を
増
や
す
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
き
さ
に
も
よ
る
が
、
大
き
さ
が
三
〇

ミ
ク

ロ
ン
程
度
の
種
な
ら
ば
海
水

一
㍉
㍑
当
た
り
数
千
細
胞
に
な
る
と
、
海
色
が
顕
著
に
変
わ
る
。
一
〇

ミ
ク

ロ
ン
程
度
の
種
な
ら
ば
海
水
一
㍉
㍑
当
た
り
に10

5

～6

細
胞
も
含
ま
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が「
赤
潮
」で
あ
る
。
赤
潮
は
突
然
に
発
生
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
人
間
が
目
視
で
き
る
状
態
に
な
る
前
に
、
既
に
大
規

模
に
増
殖
す
る
体
勢
に
入
っ
て
い
る
。
赤
潮
と
い
っ
て
も
総
て
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
増
殖
が
海
を
赤
色
に
変
え
る
の
で
は
な
い
。
濃
茶
褐
色
の
醤
油
色

や
黄
緑
色
、
時
に
は
白
濁
色
で
も
赤
潮
と
表
さ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
数
値
と
し
て
赤
潮
を
表
現
す
る
統
一
的
見
解
は
な
い
が
、
一
般
的
な
目
安

と
し
て

★
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ルａ
量
で
海
水
一
㍑
あ
た
り
五
〇
㍉
㌘
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
大
き
さ
三
〇
ミ
ク
ロ
ン
程
度
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ら
ば

一
〇
〇
〇
細
胞
／
㍉
㍑
に
相
当
す
る
。
と
こ
ろ
で「
海
水
の
着
色
現
象
」が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
赤
潮
発
生
件
数
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
沿
岸
環
境
に
関
心
を
寄
せ
る
人
が
多
く
な
る
と
被
害
を
伴
わ
な
い
小
規
模
な
海
水
着
色
現
象
も
赤
潮
と
し
て
計
数
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

る
。
水
質
悪
化
を
議
論
す
る
場
合
に
は
赤
潮
発
生
件
数
の
み
な
ら
ず
原
因
種
や
継
続
期
間
、
発
生
規
模
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る（
写
真
３
―
194
）。

■
大
村
湾
で
の
赤
潮

大
村
湾
で
養
殖
産
業
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
赤
潮
原
因
種

二

★
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ルａ
と
は
、
植
物
細
胞
の
細
胞
器
官
で
あ
る
葉
緑
体
に
含
ま
れ
る
主
要
な
同
化
色
素
の
一
つ
。
光
合
成
に
お
い
て
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
収
・
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
光
合
成
反
応
に
関
与
す
る
。
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
に
はａ
、
ｂ
、ｃ
が
あ
り
、
ラ
ン
藻
類
、
藻
類
、

緑
色
植
物
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ルａ
を
主
体
と
し
、
ｂ
若
し
く
はｃ
を
持
つ
。
光
合
成
バ
ク
テ
リ
ア
は
バ
ク
テ
リ
オ
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ルａ
を
持
つ
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
海
水
中
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ルａ
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
全
体
の
存
在
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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一
九
一
七　

デ
ィ
ノ
フ
ィ
シ
ス（D

inophysis sp.

）＊

（
ほ
か
に
珪
藻
や
カ
イ
ア
シ

類
な
ど
の
記
述
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
従
属
栄
養
生
物
な

の
で
、
こ
れ
ら
が
赤
潮
原
因
生
物
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。）

一
九
四
七　

デ
ィ
ク
チ
オ
カ
・
フ
ィ
ブ
ラ（D

ictyocha fibra

）＃

一
九
六
一　

ゴニ
オ
ラ
ッ
ク
ス
・
ポ
リ
グ
ラ
ンマ（G

onyaulax polygram
m

a

）＊

一
九
六
五　

カ
レ
ニ
ア
・
ミ
キ
モ
ト
イ（K

arenia m
ikim

otoi

）＊

一
九
六
六　

ア
カ
シ
オ
・
サ
ン
グ
イ
ネ
ア（A

kashiw
o sanguinea

）＊

一
九
六
八　

カ
レ
ニ
ア
・
ミ
キ
モ
ト
イ＊

一
九
七
〇
年
代　

プ
ロ
ロ
セ
ン
ト
ル
ム・ミ
カ
ン
ス（Prorocentrum

 m
icans

）＊

、

セ
ラ
チ
ウ
ム・フ
ス
ス（Ceratium

 fusus
）＊

、
セ
ラ
チ
ウ
ム・フ
ル
カ（Ceratium

 

furca

）＊

、
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
・
イ
ン
プ
デ
ィ
ク
ム（G

ym
nodinium

 

im
pudicum

）＊

、
ア
カ
シ
オ
・
サ
ン
グ
イ
ネ
ア＊
、
プ
ロ
ロ
セ
ン
ト
ル
ム
・
シ
コ
ク
エ

ン
セ（Prorocentrum

 shikokuense

）＊

、
プ
ロ
ロ
セ
ン
ト
ル
ム
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ム（Prorocentrum
 com

pressum

）＊

、
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
・
ア
カ
シ
オ（H

eterosigm
a akashiw

o

）＠

一
九
八
〇
年
代　

プ
ロ
ロ
セ
ン
ト
ル
ム
・
シ
グ
モ
イ
デ
ス（Prorocentrum

 sigm
oides

写
真
３
―
194
ａ
）＊

、
ミ
リ
オ
ネ
ク
タ
・
ル
ブ
ラ（M

yrionecta 

rubra

）＃
＃

一
九
九
〇
年
代　
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
・
ポ
リ
ク
リ
コ
イ
デ
ス（Cochlodinium

 polykrikoides

写
真
３
―
194
ｂ
）＊

、
ヘ
テ
ロ
カ
プ
サ
・
サ
ー
キ
ュラ
リ
ス

カ
マ（H

eterocapsa cirqulariscuam
a

）＊

二
〇
〇
〇
年
代　

シ
ャッ
ト
ネ
ラ
・
グ
ロ
ボ
ー
サ（Chattonella globosa

）＃

、
シ
ャッ
ト
ネ
ラ
・
ア
ン
テ
ィ
カ（Chattonella antiqua

）＠

＃
珪
質
鞭
毛
藻
、　

＃＃
繊
毛
虫　

＊
渦
鞭
毛
藻　

＠
ラ
フ
ィ
ド
藻

写真３‐194　
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大
村
湾
は
長
崎
県
で
最
も
早
く
赤
潮
発
生
が
記
録
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）に
遡
る
。
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し

て
デ
ィ
ノ
フ
ィ
シ
ス（D

inophysis

）
属
の
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
種
類
は
従
属
栄
養
性
渦
鞭
毛
藻
で
あ
る
こ
と
か
ら
原
因
種
と
考
え
に

く
い
。
恐
ら
く
こ
の
種
に
エ
サ
と
し
て
捕
食
さ
れ
た
微
小
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
発
生
が
推
察
さ
れ
る
。そ
の
後
、昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）

に
は
珪
質
鞭
毛
藻
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
・
フ
ィ
ブ
ラ
を
原
因
種
と
し
た
赤
潮
発
生
記
録
が
あ
る
。
昭
和
二
十
（
一
九
五
〇
）
年
代
に
は
断
片
的
に
数
年

に
一
件
程
度
の
発
生
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年（
一
九
六
五
）に
カ
レ
ニ
ア
・
ミ
キ
モ
ト
イ
に
よ
る
大
規
模
赤
潮
が
発
生
し
、
真
珠
養

殖
や
沿
岸
漁
業
に
大
打
撃
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
年
一
件
程
度
の
比
較
的
大
規
模
な
赤
潮
が
発
生
し
て
お
り
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
以

降
に
は
年
二
～
四
件
の
渦
鞭
毛
藻
を
原
因
種
と
し
た
赤
潮
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
～
五
十
年
代
前
半
に
は
や
や
多
発
し
五

～
一
一
件
を
数
え
る
。

そ
の
後
は
最
高
で
年
四
件
程
度
の
発
生
状
況
で
あ
る
が
、
平
成
年
代
に
入
っ
て
は
年
五
～
八
件
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
真
珠
養
殖
や
漁

業
は
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
が
昭
和
四
十
年
の
大
規
模
赤
潮
発
生
以
降
に
極
端
に
減
少
し
、
現
在
は
形
上
湾
等
で
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
大
村
湾
で
発
生
す
る
赤
潮
の
原
因
生
物
は
渦
鞭
毛
藻
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
珪
藻
類
、
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
藻
類
、
ラ
フ
ィ
ド
藻
類
で
あ

る
。
昭
和
四
十
年
に
大
規
模
な
被
害
を
与
え
た
生
物
は
渦
鞭
毛
藻
の
カ
レ
ニ
ア
・
ミ
キ
モ
ト
イ
（
現
在
は
カ
レ
ニ
ア
・
ミ
キ
モ
ト
イ
の
生
物
名
を
持

つ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
以
前
は
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
・
ミ
キ
モ
ト
イ　G

ym
nodinium

 m
ikim

otoi

や
ギ
ム
ノ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
・
ナ
ガ
サ
キ
エ
ン
セ　

G
ym

nodinium
 nagasakiense

と
も
呼
ば
れ
た
）で
あ
る
。
こ
の
ミ
キ
モ
ト
イ
と
い
う
名
称
は
、
三
重
県
志
摩
半
島
で
、
日
本
で
最
初
の
真
珠

養
殖
を
成
功
さ
せ
た
御
木
本
幸
吉
翁
を
記
念
し
て
付
け
ら
れ
た
。
志
摩
半
島
の
そ
の
場
所
で
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）に
こ
の
種
に
よ
る
赤
潮
が

発
生
し
て
養
殖
ア
コ
ヤ
貝
に
被
害
を
与
え
た
。
そ
れ
と
同
じ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）に
大
村
湾
で
出
現
し
、
大
き
な
被
害

を
与
え
た
の
で
あ
る
。
長
崎
県
下
で
こ
の
時
の
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
金
額
は
約
七
億
円
で
、
平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）に
伊
万
里
湾
で
発
生

し
た
赤
潮
被
害
額
の
約
八
億
円
に
次
い
で
、
ほ
ぼ
半
世
紀
を
過
ぎ
た
今
で
も
県
下
第
二
位
の
記
録
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
三
十
年
代
前
半
か
ら
昭
和
四
十
年
代
後
半
に
か
け
て
日
本
各
地
で
水
産
被
害
を
伴
う
大
型
赤
潮
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
赤
潮
の
科
学
的
調
査
研
究
が
日
本
で
は
世
界
に
先
駆
け
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
大
村
湾
は
日
本
の
赤
潮
研
究
発
祥
の
地
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で
あ
る
。

デ
ィ
ク
チ
オ
カ
とC

hattonella globosa

（
写
真
３
―
195
）

前
述
の
よ
う
に
大
村
湾
で
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）に
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
藻D

ictyocha fibula Ehrenberg

の
大
規
模
な
赤
潮
が

発
生
し
、
そ
れ
以
降
も
本
種
が
赤
潮
を
形
成
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（
松
岡
數
充
（
二
〇
〇
四
）『
大
村
湾
』
超
閉
鎖
性
海
域
「
琴
の
海
」

の
自
然
と
環
境
）。
最
近
で
も
こ
の
種
類
に
よ
る
赤
潮
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
七
月
中
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け

て
大
村
湾
南
部
を
中
心
に
約
二
週
間
に
わ
た
っ
て
球
形Chattonella

と
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
藻
の
混
合
赤
潮
が
発
生
し
た
。
球
形Chattonella

は
有
害
種
で
あ
るChattonella m

arina

（Subram
anyan

）Y. H
ara et Chihara var. antiqua

（H
ada

）Dem
ura et K

aw
achi

やChattonella m
arina

（Subram
anyan

）var. m
arina

と
の
関
連
で
そ
の
出
現
が
注
目
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
外
で
い

く
つ
か
の
産
出
報
告
が
あ
る（
保
坂
三
継
ほ
か
（
一
九
九
一
）「
東
京
湾

に
お
け
る
ラ
フ
ィ
ド
藻Chattonella sp.（
球
形
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
）
の
出

現
」）。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
赤
潮
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

村
湾
を
含
め
明
瞭
な
漁
業
被
害
が
発
生
し
た
事
例
は
な
か
っ
た
。
が
、

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
域
で
も
球
形

Chattonella

と
デ
ィ
ワ
チ
オ
カ
藻
の
混
合
赤
潮
が
発
生
し
、
畜
養
さ
れ
て

い
た
魚
類
に
被
害
が
出
た
。
本
種
赤
潮
は
水
産
資
源
保
全
の
観
点
か
ら

注
意
を
要
す
る
。

そ
の
一
方
で
、
最
近
、
互
い
に
形
態
が
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
異

な
っ
た
分
類
群
に
区
分
さ
れ
て
き
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ンChattonella 

globosa Y
. H

ara et C
hihara

球
形C

hattonella

とD
ictyocha 

fibula Ehrenberg var. stapedia

（H
aeckel

）Lem
m

erm
ann

が

写真３‐195　�平成22年に発生した球形シャットネラとディクチ
オカ藻の混合赤潮

20μm
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同
一
生
物
の
生
活
環
に
お
け
る
異
な
っ
た
形
態
型
で
あ
る
こ
と
が
分
子
系
統
学
手
法
を
用
い
て
証
明
さ
れ
た（
高
野
義
人
ほ
か
（
二
〇
〇
六
）

「Chattonella globosa

はD
ictyocha

属
だ
っ
た
―C. globosa. D

inctyocha

属
の
分
子
系
統
学
的
研
究
」、Chang et al. 

二
〇
一
二
）。

大
村
湾
で
平
成
二
十
二
年
に
発
生
し
た
球
形Chattonella

と
デ
ィ
ク
チ
オ
カ
藻
の
混
合
赤
潮
は
こ
の
よ
う
な
新
た
な
分
類
学
的
見
解
を
野
外

で
証
明
し
た
事
例
と
な
る
。
最
近
、
こ
の
問
題
に
新
た
な
新
展
が
あ
っ
た
。Chang etal

（
二
〇
一
二
）はChattonella globosa

を
ラ
フ
ィ

ド
藻
か
ら
独
立
さ
せ
、
新
た
にV

icicitus

属
を
創
設
し
、
そ
こ
に
所
属
せ
し
め
た
。

�

（
松
岡
數
充
）


